
１　基地被害の概要

（1）米軍基地関連事故等の概要 

発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

昭和47年
6月6日

陸軍貯油施設 宜野湾市
(大謝名)

POLﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝのﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽに溜まっていた油
が降雨時に周辺の田畑に流出し、農作物に被
害を与えた。

油流出 廃

6月26日 嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 旧知花弾薬庫で、CS剤の袋を運搬作業中にそ
の袋の一部を破損したためｶﾞｽが漏れ、米兵
数人と日本人従業員1人が被害を受けた。

ガス漏れに
よる被害

他

10月5日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
 (伊芸、
屋嘉)

実弾演習による山火事が発生し民間地域にも
類焼、山林約44万坪を焼いた。

山火事 基

11月7日 嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 旧知花弾薬庫で草刈り作業のためｸﾚｰﾀﾞｰを操
作中、CS剤の入った袋を破損したため、ｶﾞｽ
が漏れ日本人従業員2人が被害を受けた。

ガス漏れに
よる被害

他

11月23日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村
(南恩納)

民間地域との境界が不明確な演習場で、地元
学童が不発弾を拾いいたずらしているうちに
爆発、学童3人が負傷する事故が発生した。

不発弾爆発
による人身
被害

他

12月4日 普天間飛行場 宜野湾市 宜野湾市の沖縄国際大学建築現場に、普天間
飛行場所属のOV10-Aﾌﾞﾛﾝｺの燃料ﾀﾝｸが落下
し､作業員がｶﾞｿﾘﾝ浸しになり､建設中の鉄筋ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ壁に亀裂が生じた。

燃料タンク
落下

航

12月7日 伊江島補助飛行場 伊江島 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の米兵が目標からそれ
て、伊江村立西小学校給食室に落下し、窓ｶﾞ
ﾗｽを破損した。

落下事故 演

昭和48年
1月11日

嘉手納弾薬庫地区 読谷村
(座喜味､
喜名､伊良
皆､古堅)

旧読谷合同廃弾処理場において、CS-1剤が中
和作業中に漏れたため、授業中の読谷高校
等､広範囲にわたる数十人の住民が眼､鼻､の
どの痛みを訴える被害を受けた。

ガス漏れに
よる被害

他

1月19日 キャンプ桑江 北谷村 陸軍病院の発電所からｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙした際の廃油
が排水溝を通じて海に流出し、沿岸一帯を汚
染し、漁業にかなりの被害を与えた。

油流出によ
る沿岸汚染

廃

2月3日 那覇港湾施設 那覇市 停泊中の米軍ﾁｬｰﾀｰに塩素ｶﾞｽの空ﾎﾞﾝﾍﾞを積
荷している最中に、EMPTY(空)と表示された
ﾎﾞﾝﾍﾞから、ｶﾞｽが噴出し、船内で作業中の日
本人従業員13人と米船員5人がｶﾞｽ中毒を起こ
した。

ガス漏れに
よる被害

他

2月6日 那覇港湾施設 那覇市 運用船に油を積み込み中、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰして約40
㍑の油が港湾に流れた。

油流出 廃

2月6日 那覇空港 那覇市 米海軍A-4Eｽｶｲﾎｰｸ機が那覇空港で着陸に失敗
し、滑走路南側約200ｍの進入灯用地内に墜
落炎上した。この事故のため、那覇空港の滑
走路が一時閉鎖され、同空港に着陸する予定
の航空機は、嘉手納飛行場へ着陸した。

墜落 航

2月20日 牧港補給地区 浦添市 錆洗滌用薬剤(ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ剤)の溶解作
業中、風で同剤の原粉が飛散したため、日本
人従業員が喉や眼の痛み等を訴え、周辺で作
業中の日本人従業員約180人が建物外に避難
するという事故が発生した。

薬物漏れに
よる被害

他

2月26日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村
(城原区)

部落から2,000ｍの山中に敷設された導水管
が、海兵隊の演習の際切断され、約36時間に
わたって断水する被害を受けた。

水道管破損
事故

演

4月 牧港補給地区 浦添市
（港川）

牧港補給地区から長年にわたる廃油類の排出
によって、沿岸一帯が広範囲に汚染されてい
る事実が判明した。

廃油流出 廃

4月12日 金武ブルー・ビー
チ訓練場

金武村
（岬原）

金武ﾌﾞﾙ-･ﾋﾞｰﾁ訓練場において、演習中の米
軍戦車により安富祖ウシさん(73才)が圧殺さ
れるという痛ましい事件が発生した。

米軍戦車に
よる婦人圧
殺事件

演

8月2日 普天間飛行場 国頭村 普天間飛行場第36海兵航空群第164ﾍﾘ中隊所
属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、北部訓練場内の国頭村
伊湯岳頂上付近で墜落し、乗員3人が死亡、1
人が行方不明となった。

墜落 航
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発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

8月8日 普天間飛行場 国頭村 普天間飛行場所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが国頭村安
波海岸付近を飛行中、高圧線に接触して安波
部落から約300ｍ離れた畑地に不時着した。
その際､高圧線が破損し、国頭村全域が3時間
余にわたり停電した。

不時着 航

9月7日 嘉手納飛行場 那覇市 ﾀｲ国から一時移駐してきた海兵隊第15海兵航
空群第115攻撃中隊所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、那
覇空港の滑走路のﾊﾞﾘｱに機体を引っかける着
陸ﾐｽを起こした。このため、同空港滑走路が
約30分間閉鎖され、同航空機の運航に支障を
きたした。

着陸失敗 航

9月19日 普天間飛行場 西原村
（池田）

普天間飛行場所属第36海兵航空群第164中型ﾍ
ﾘ中隊のAH-1Jﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、西原村字池田のｷﾋﾞ
畑に不時着し、不時着及び救難活動に伴い約
1,100坪の農作物が被害を受けた。

不時着 航

9月19日 普天間飛行場 南大東村 普天間飛行場第36海兵航空群所属H-3型ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが､C-130空中給油機を伴って南大東上空を
飛行中､緊急事態の発生がありC-130空中給油
機が現場へ急行したため、残されたﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が閉鎖中の南大東空港に不時着した。

不時着 航

9月28日 伊江島補助飛行場 伊江村 演習場内にある地元の採草、放牧地に米軍が
枯れ葉剤を散布し、約2,000㎡の牧草が枯れ
た。

薬物散布に
よる被害

他

9月30日 嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｰﾙｽﾞ所属移動建設大隊による嘉手納
弾薬庫内保安ﾊﾟﾄﾛｰﾙ道路新設工事によって、
立入りが認められている軍用地内の古墓3基
が破壊された。

基地内工事
による墓の
破壊

他

12月5日 普天間飛行場 西原村
（小那
覇)

普天間飛行場第36海兵航空群第164海兵中型ﾍ
ﾘ中隊のﾊﾞｰﾄﾙV107/H-46ｼｰﾅｲﾄ(中型輸送ﾍﾘ)
が、西原村字小那覇の島工業敷地内社屋新築
現場近くに墜落し、乗員4人が死亡、1人が重
傷を負った。また、救難活動の島工業社員1
人が軽傷を負ったほか、社員所有の乗用車両
の一部が破損し、付近のｷﾋﾞ畑約20坪が焼け
た。なお、事故現場から約300ｍ離れたとこ
ろに、南西石油KKの石油貯蔵ﾀﾝｸ基地があ
る。

墜落 航

12月9日 那覇空軍・海軍補
助施設

豊見城村
（瀬長）

基地内の小動物園で飼育されている10数頭の
牛が民間地域に逃げ出し、ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ、農作物
等に被害を与えた。

農作物被害 他

昭和49年
1月17日

普天間飛行場 中城村
（当間）

普天間飛行場所属第367中型海兵ﾍﾘ維持大隊
のUH-1Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝ故障のため中城村
字当間に不時着したが、民間への被害はな
かった。現場から60ｍ離れた所に東洋石油等
の石油基地や民間の工場が点在している。

不時着 航

2月12日 キャンプ・コート
ニー

具志川市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰのﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから多量の廃油が流
出し、天願川を汚染した。

廃油による
河川の汚染

廃

3月8日 航空自衛隊那覇基
地

渡嘉敷村
前島沖

渡嘉敷村前島沖に、米海兵隊所属のA-4ｽｶｲﾎｰ
ｸ機が墜落し、洋上に浮かんでいるﾊﾟｲﾛｯﾄは
自衛隊に救出された。

墜落 航

6月10日 陸軍貯油施設 那覇市 那覇軍港ｸﾞﾗｽﾎﾞｰﾄ入口横の国道332号沿いに
敷設されているﾊﾟｲﾌﾟが亀裂し、約4千ｶﾞﾛﾝの
油が流出、そのため同国道が約3時間にわた
り閉鎖された。那覇空港へ通じる唯一の民間
道路であるため、大きな混乱を引き起こし
た。

油流出 廃

6月21日 航空自衛隊那覇基
地

那覇市 那覇空港においてP-3対潜哨戒機(海軍所属)
のｴﾝｼﾞﾝ調整の際、噴射した熱風が運輸省所
属のYS-11機の尾翼にあたり、尾翼が変形し
た。

輸送機の尾
翼変形

航

7月10日 伊江島補助飛行場 伊江村 演習終了後、射爆場内で草刈り中の地元青年
を、米兵が信号用ﾋﾟｽﾄﾙで狙撃し、左手首を
負傷させる事件が発生した。

県民狙撃 他
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発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

7月18日 嘉手納飛行場 那覇市 嘉手納基地所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機のﾛｹｯﾄﾗﾝﾁｬｰ(発
射装置)が那覇空港に落下し、那覇空港の滑
走路中央部に穴があいた。これにより、同空
港は1時間閉鎖された。

ロケット発
射装置落下

航

7月30日 嘉手納弾薬庫地区 読谷村 旧読谷合同廃弾処理場地域から約900ｍ離れ
た民間地域のｺﾞﾙﾌ場、宅地造成場及び陶芸用
登り窯に、廃弾処理による破片が落下し、ｶﾞ
ﾗｽを破損する等の被害を与えた。

破片落下 流

9月24日 キャンプ瑞慶覧 北谷村 基地内で散布された殺虫剤ﾀﾞｰｽﾊﾞｰﾝが、降雨
により排水溝から海へ流出し、沿岸を汚染す
るとともに多量の死魚が浮いた。

薬物による
沿岸汚染

廃

9月30日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

C-130輸送機が離陸に失敗し、嘉手納飛行場
に墜落、乗員2人が負傷した。

墜落 航

11月7日 那覇海軍航空施設 那覇市 午後3時頃、基地内から洗滌剤ﾀﾙｺｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
が、使用ﾐｽで海岸へ通じる排水溝に流出し、
多量の死魚が浮いた。

洗剤流出事
故

廃

12月5日 陸軍貯油施設 那覇市 那覇港横の国道332号沿いの送油ﾊﾟｲﾌﾟが、車
両あて逃げ事故で破損し、油が流出した。

油流出 廃

昭和49年
12月19日
　～
昭和50年
3月25日

牧港補給地区 浦添市 野積みのまま放置された薬物が、容器の腐食
により、降雨時の地表水とともに海へ流出し
沿岸一帯を汚染し、多量の魚類を死に至らし
める事故が、昭和49年12月19日から昭和50年
３月25日の間に数度にわたって発生した。

薬物流出に
よる沿岸汚
染

廃

昭和50年
2月21日

キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

旧ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ地域内の車両修理場で、河川
に通ずる排水管に廃油を流し込んだため、廃
油が流出し、民間地域の排水溝を通って海に
流入、海域が広範囲にわたって汚染された。

廃油流出に
よる沿岸汚
染

廃

2月21日 嘉手納弾薬庫地区 読谷村 正午頃、旧読谷合同廃弾処理場地域からｺﾞﾙﾌ
場に破片が落下した。

破片落下 流

4月1日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
(豊原,久
辺)

廃弾処理に伴う爆風、震動によって、器物が
落下し地域住民が負傷する等、人身、物件等
に被害を及ぼす事故が発生した。

廃弾処理に
伴う爆風被
害

演

5月31日 嘉手納飛行場 沖縄市 嘉手納飛行場内で飼育されている乗馬用馬が
基地外に逃げだし、沖縄市営競技場付近の県
道23号線を走行中の民間人乗用車と衝突、馬
は即死、乗用車は大破した。

馬・車衝突
事故

他

6月 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞの汚水沈殿槽が機能せず、海域
約260ｍ先まで敷設されているｺﾝｸﾘｰﾄ溝か
ら、し尿等が海域へ排出し、大浦湾及び辺野
古岬周辺の刺網等の漁具に被害が発生した。

し尿等によ
る海域汚染

廃

6月2日 嘉手納飛行場 伊江村沖 夜間訓練中の第18戦術戦闘航空団所属F-4ﾌｧﾝ
ﾄﾑ機が、伊江村真謝の海上約3ﾏｲﾙ沖で墜落
し､乗員2人が行方不明になった｡

墜落 航

6月24日 普天間飛行場 国頭村 普天間飛行場第164海兵隊中隊所属のCH-46ﾍﾘ
ｺﾌﾟﾀｰが訓練飛行中、国頭村安波ダム建設現
場の工事資材運搬用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟに接触し墜落炎
上、乗員3人が死亡した。

墜落 航

7月9日 嘉手納弾薬庫地区 嘉手納町 午後5時頃、旧知花弾薬庫地域の廃弾保存庫
内で爆発事故が発生し、建物が吹き飛ばさ
れ、付近約100ｍ四方に破片が飛散した。こ
の爆発で火災が起こり、付近の原野が翌未明
まで燃え続けた。

爆発事故 演

8月12日 牧港補給地区 浦添市 基地内の自動車整備場から車体洗滌用薬剤
(BaudBｸﾘｰﾅｰ)が流出し、海岸一帯を汚染する
事故が発生した。同ｸﾘｰﾅｰの残液から、高濃
度の六価ｸﾛﾑ、鉛、ｶﾄﾞﾐｳﾑ等の有害物質が検
出され、軍従業員の健康管理が大きな社会問
題となった。

薬物流出事
故

廃

9月5日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

国道58号伊佐三叉路から北谷方向へ約300ｍ
の側溝に、基地内から強い刺激臭を伴った乳
白色の薬品らしきものが流出し、一部は排水
溝を伝って海域へ排出した。米軍発表による
と、作業ﾐｽにより55ｶﾞﾛﾝ入りのｷｬﾌﾞﾚﾀｰｸﾘｰﾅｰ
缶に穴をあけたために起こったものであっ
た。

洗剤流出に
よる海域汚
染

廃
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発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

9月8日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

旧ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ地域から伊佐三叉路より北谷
方向へ約300ｍの地点、国道58号の側溝に乳
白色で刺激臭のある油が流出。

洗剤流出 廃

9月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 海軍P-3対潜哨戒機の駐機場側からｼﾞｪｯﾄ燃料
が流出、住民地域の排水溝を通って比謝川に
流れ込む事故が発生した。米軍発表による
と、原因は岩国から飛来した海兵隊F-4ﾌｧﾝﾄﾑ
機のｳｲﾝｸﾞﾀﾝｸ洗滌作業中、誤ってｼﾞｪｯﾄ燃料
約10ｶﾞﾛﾝを流出させたとのことである。

油流出 廃

10月3日 キャンプ瑞慶覧 北谷村
（北前）

基地内の排水溝から油が流出し、普天間川か
ら海に流出した。

廃油流出 廃

10月18日 キャンプ瑞慶覧 北谷村 北谷原付近の基地ﾌｪﾝｽに隣接する国道58号の
側溝に廃油が流出した。

廃油流出 廃

11月28日 キャンプ瑞慶覧 北谷村
（北前）

基地内ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞNo.5815地域から、国道58号
の側溝に廃油が流出した。

廃油流出 廃

昭和51年
1月26日

陸軍貯油施設 那覇市
（壺川）

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽNo.12において、基底部の亀裂に
より大量（推定16,000ﾘｯﾄﾙ）のﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油が
流出し、住宅密集地域の排水溝を通って国場
川に流入し、一部は那覇港海域まで広がっ
た。

油流出 廃

1月31日 陸軍貯油施設 宜野湾市
（伊佐）

旧ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ地域にあるﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽNo.35内
部の接続部分が破損し、約200ｶﾞﾛﾝのﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
油が流出した。米軍によって油回収作業が実
施されたものの相当量が海に流入し、沿岸一
帯を汚染した。

油流出 廃

2月1日 嘉手納飛行場 嘉手納町
（屋良）

海軍使用地域からｼﾞｪｯﾄ燃料約30ｶﾞﾛﾝ(米軍発
表)が流出し、比謝川を汚染する事故が発生
した。原因は米軍発表によると、F-4ﾌｧﾝﾄﾑ機
の60ｶﾞﾛﾝｾﾝﾀｰﾗｲﾝﾀﾝｸを整備中に誤ってｺﾝｸﾘｰﾄ
床に落下させ、ｼﾞｮｲﾝﾄ部分がはずれて油がも
れたとのこと。

油流出 廃

2月12日 牧港補給地区 浦添市 基地内で軍需物資の害虫駆除(くん蒸作業)に
あたっていた従業員が、勤務中身体に異常を
訴え、帰宅後意識不明となるという事故が発
生した。作業員の体内から、許容基準をはる
かに上回る500PPMもの大量の臭化ﾒﾁﾙが検出
された。

薬物による
中毒事故

他

2月25日 キャンプ瑞慶覧 北谷村 基地内ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから廃油を集荷運搬中の車両
が、ﾄﾞﾗﾑ缶を路上に落としたため油がこぼ
れ、排水溝を伝って海域を汚染、ｸﾛﾀﾞｲｱｼﾞの
稚魚等に被害を与えた。

廃油流出 廃

3月2日 嘉手納飛行場 嘉手納町
（屋良）

海軍格納庫から、推定25ｶﾞﾛﾝのｼﾞｪｯﾄ燃料が
流出し、比謝川を汚染した。

油流出 廃

3月9日 伊江島補助飛行場 伊江村 空対地実射訓練中の米軍機から、JATOと呼ば
れるｼﾞｪｯﾄ推進補助ﾀﾝｸがﾀｰｹﾞｯﾄｴﾘｱをそれて
黙認耕作地に落下し、ｷﾋﾞ畑に被害を与え
た。

タンク落下
事故

演

3月20日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村 沖縄自動車道上18.4㎞ﾎﾟｲﾝﾄ付近に、ｺｰｽをそ
れた米軍の演習用照明弾2個が落下する事故
が発生した。

照明弾落下
事故

流

3月28日 キャンプ瑞慶覧 北谷村
（北前）

基地内の排水溝から多量の油が流出し、付近
沿岸を汚染した。

油流出 廃

5月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町
（砂辺）

洗機場から排水したﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油約5ｶﾞﾛﾝ(米軍
発表)が、排水溝を通って砂辺海岸を汚染し
た。

油流出 廃

5月22日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰH地域内の自動車整備施設から、
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油5ｶﾞﾛﾝ(米軍発表)が流出し、伊佐沿
岸が広範囲にわたって汚染された。

油流出 廃

6月1日 陸軍貯油施設 宜野湾市
（伊佐）

旧ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ地域のﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽNo.35のﾊﾞﾙ
ﾌﾞの破損による油漏れ事故が発生し、油が伊
佐川や伊佐海岸に流入した。

油流出 廃
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6月2日 キャンプ瑞慶覧 北谷村
（北前）

ﾊﾝﾋﾞｰ飛行場地区北側、沖縄電力発電所前か
ら海へ注ぐ排水溝にﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油が流入し、海
域を汚染した。米軍は、ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙで作業中に
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油50ｶﾞﾛﾝ入りのﾄﾞﾗﾑ缶を転倒させた
ためと発表。

油流出 廃

7月1日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村 県道104号線越え実弾演習を阻止するため、
着弾地付近の山中に潜入した学生が、爆風や
破片で負傷する事故が発生した。

実弾演習に
よる負傷事
故

廃

7月7日 天願桟橋 具志川市 天願桟橋に停泊している米海軍のﾁｬｰﾀｰ船か
ら多量の煤燼が排出、金武湾一帯の海域を汚
染した。

煤燼による
海域汚染

廃

9月9日 奥間レスト・セン
ター

国頭村
(桃原、辺
土名)

台風17号によって同施設の老朽化した防波堤
が決壊し、海水が侵入、それが施設の排水と
相まって、隣接農耕地へ流出し、冠水、農作
物に被害を与えた。

冠水被害 他

9月18日 陸軍貯油施設 具志川市 9月18日から20日にわたって、天願ﾀﾝｸﾌｧｰﾑ内
から油及びﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ洗浄液が流出した。事故
原因はﾊﾟｲﾌﾟの洗浄作業中、廃液を流出させ
たことと、軍の作業員が貯油ﾀﾝｸの油を送油
する際にﾄﾞﾚｲﾝﾊﾞﾙﾌﾟを閉め忘れたまま送油し
たため油が逆流し、油水分離装置からｵｰﾊﾞｰﾌ
ﾛｰしたものである。この事故で農作物が被害
をうけるとともに、天願川が汚染された。

油及び廃液
の流出

廃

9月29日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

旧ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ地域で米兵が油を不法投棄し
たため、民間地域の排水溝を通って海に油が
流入した。

油流出 廃

11月4日 普天間飛行場 ナガンス
島（俗称
砂島）

普天間飛行場第462大型ﾍﾘ中隊所属のCH-53ｼｰ
ｽﾀﾘｵﾝ機が、久米島から那覇向けに飛行中、ｴ
ﾝｼﾞﾝ故障のため、那覇の西方約16㎞のﾅｶﾞﾝｽ
島(俗称砂島)付近の海上に墜落し、乗員4人
全員が行方不明となった。

墜落 航

昭和52年
1月18日

キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

基地内の生活排水がﾏﾝﾎｰﾙから溢れて、民間
地域一帯に悪臭をまき散らした。

汚水排水に
よる悪臭

廃

3月2日 普天間飛行場 具志頭村 普天間飛行場所属CH-46ｼｰﾅｲﾄが、天候の悪化
により、航行の安全をはかる目的で具志頭村
具志頭のｷﾋﾞ畑に不時着した。

不時着 航

3月8日 普天間飛行場 具志川市
（豊原）

普天間飛行場第367軽ﾍﾘ中隊所属のUH-1N型ﾍﾘ
ｺﾌﾟﾀｰが、機体の安全確認のため具志川市豊
原の畑に不時着した。

不時着 航

3月8日 普天間飛行場 金武村 夜間演習中の野戦用大型ﾍﾘが、故障のため沖
縄自動車道から約40ｍのｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝへ不時着
した。

不時着 航

4月21日 金武ブルー・ビー
チ訓練場

金武村
（金武）

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝから金武ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ訓練場にM48型
戦車を搬送中、ﾌﾞﾚｰｷの故障でﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ進入
路から崖下へ転落、個人所有雑木及びｷﾋﾞ畑
に、総額82,000円程の被害を及ぼした。

戦車転落事
故

他

7月27日 嘉手納飛行場 嘉手納町
（屋良）

午後4時過ぎ、基地内の排水溝から、ﾃﾞｨｰｾﾙ
系混合油とみられる廃油が、屋良の住民地域
まで流出した。

廃油たれ流
し

廃

8月22日 キャンプ瑞慶覧 北谷村
（北前）

基地内排水溝から普天間川へ油が流出し、北
前沿岸を汚染した。

油流出 廃

8月29日 嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 沖縄市内の県道26号線で、旧東恩納弾薬庫地
区から嘉手納飛行場へ弾薬運搬中の米軍の大
型ﾄﾚｰﾗｰから、3ｔの砲弾が落下する事故が発
生した。

砲弾落下事
故

他

8月30日 キャンプ・ハンセ
ン

宜野座村
（松田）

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝから国道329号をｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ向け
弾薬運搬中の大型ﾄﾚｰﾗｰが、速度超過のため
横転し、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙを破損したうえ、路上に銃
弾等を散乱させる事故が発生した。

弾薬落下事
故

他

9月24日 嘉手納飛行場 嘉手納町 P-3地区東側にある航空機洗機場洗浄機のﾍﾟﾝ
ｷ塗換作業中、ﾍﾟﾝｷが民間地域に飛散し、子
供のせきこみや、販売用車両、家屋、洗たく
ものにﾍﾟﾝｷが付着する等の被害が出た。

ペンキ飛散
事故

他
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9月28日 伊江島補助飛行場 伊江村 伊江島補助飛行場内で模擬弾の投下訓練中、
操作ﾐｽにより民家に隣接するｷﾋﾞ畑に模擬弾
が落下する事故が発生した。

模擬弾落下
事故

流

10月19日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（中川）

億首川付近の国道329号を走行中のｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾ
ﾝ所属の米軍ﾄﾚｰﾗｰから、ﾌﾞﾚｰｷ油が漏れ、路
面が幅1ｍ、長さ150ｍにわたって被害を受け
た。

米軍トレー
ラー油漏れ
事故

廃

11月1日 嘉手納飛行場 伊江島沖 嘉手納飛行場第18戦術戦闘航空団所属のF-4
ﾌｧﾝﾄﾑ機が伊江島沖で墜落し、乗員2名が行方
不明となる。

墜落 航

11月7日 嘉手納飛行場 嘉手納町 B-52戦略爆撃機1機が着陸の際、ﾌﾞﾚｰｷ･ﾄﾞﾗﾑ
が過熱し、黒煙を噴き軍消防車3台が出動し
た。

着陸事故 航

11月9日 普天間飛行場 宜野座村
（漢那）

普天間飛行場第36海兵航空群第164海兵中型ﾍ
ﾘ中隊所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ1機が、兵員17名を
乗せ北部訓練場へ飛行中、ｴﾝｼﾞﾝ不調によ
り、宜野座村漢那の民間牧草地に緊急着陸し
た。風圧により牧草地約3,500坪に被害が発
生した。

緊急着陸 航

11月17日 那覇空軍・海軍補
助施設

那覇市 午後9時50分頃、那覇軍港に停泊中のﾀﾝｶｰか
ら、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝを通して、那覇空軍・海軍補助
施設内の貯油ﾀﾝｸに給油中、作業ﾐｽでﾀﾝｸから
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰし、約4万5千ｶﾞﾛﾝの航空機燃料が、
排水溝を伝って南西航空ﾀｰﾐﾅﾙ近くまで流
出。国道332号の一部が一時閉鎖された。

油流出 廃

11月26日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
（豊原）

名護市豊原の廃弾処理場入口の民間地域にあ
るﾁﾘ捨て場に、化学薬品が不法投棄され雨で
流れ出し、一帯の川や水たまりを緑色に汚染
した。

薬品不法投
棄

廃

11月28日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

第231海兵攻撃中隊B分遣隊所属のAV-8Aﾊﾘｱｰ
垂直離着陸機が、嘉手納飛行場に着陸の際事
故を起こして損傷し、ﾊﾟｲﾛｯﾄ1人が軽傷を
負った。

着陸失敗 航

11月29日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場の西
北西21海
里の海中

夜間訓練中の第231海兵攻撃中隊B分遣隊所属
のAV-8Aﾊﾘｱｰ垂直離着陸機が、嘉手納飛行場
の西北西21海里の海中へ墜落した。乗員は救
難ﾍﾘで救出された。

墜落 航

伊江島補助飛行場 伊江村 米軍機の射爆撃訓練の際、訓練飛行機がひん
繁に低空飛行を行うため、飛行進入路付近の
農耕が著しく阻害される。即ち、低空飛行の
つど農耕を中断するので、農作業の進捗に支
障をきたし、そのために農業経営上大きな損
失を被っている。

農耕阻害 他

昭和53年
2月7日

出砂島射爆撃場 渡名喜村
(渡名喜
島)

午後9時22分、第7艦隊の空母ﾐｯﾄﾞｳｪｰの艦載
機より夜間演習中に投下された照明弾が、渡
名喜村字渡名喜1784番地の民家の庭先に落下
する事故が発生した。

照明弾落下
事故

流

2月8日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 午後、米軍の大型ﾄﾚｰﾗｰが道を間違えて転
落、これをけん引しようとした米軍ﾚｯｶｰ車
が、収穫前のｷﾋﾞ畑66㎡をなぎ倒し、農道を
破壊した。

米軍トレー
ラー転落事
故

流

3月3日 普天間飛行場 ハンビー
飛行場の
北方の沖
合い

普天間飛行場第164海兵中型ﾍﾘ中隊所属のCH-
46ｼｰﾅｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、山口県岩国基地に向け飛
行中、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧ﾊﾝﾋﾞｰ飛行場北方約150ｍ
の沖合に墜落し、乗員4人全員が死亡した。

墜落 航

4月13日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（伊芸）

午後12時45分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の第一廃弾処
理場から、処理中の砲弾破片が、約1.5㎞離
れた金武村伊芸区の男性宅のｺﾝｸﾘｰﾄ屋根のほ
か、児童公園など3ヶ所に落下する事故が発
生した。

砲弾破片落
下事故

流

4月22日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
(数久田)

名護市数久田区の住民地域から約350ｍ離れ
た海岸に落下している砲弾が発見された。ﾘｰ
ﾌ落下時に痕跡を残したが、幸いに人身等の
被害はなかった。同砲弾は、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞに
おける演習の際、着弾地から跳弾してきた
TPT訓練弾であるとの米軍発表がなされた。

砲弾落下事
故

流
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5月 嘉手納弾薬庫地区 読谷村 基地内の工事等によって降雨時に赤土が流出
し、比謝川から残波岬まで広範囲に汚染され
た。

赤土流出 廃

5月14日 嘉手納飛行場 嘉手納町 14日、15日の降雨によって基地内から地表水
が鉄砲水となって民間地区に排出、民家の床
上浸水、ﾌﾞﾛｯｸ壁の倒壊、車両破損、路面の
損壊等の被害が発生するとともに、国道58号
が3時間にわたって通行不能となった。

基地からの
鉄砲水によ
る被害

他

5月15日 嘉手納飛行場 嘉手納町 基地内から赤土が流出し、海岸一帯を汚染、
養殖場への影響が懸念された。

赤土流出に
よる汚染

廃

5月18日 嘉手納飛行場 キャン
プ・ハン
セン内

嘉手納基地第18戦術戦闘航空団第25戦術戦闘
中隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、通常飛行訓練中、風防
開閉装置の故障により、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の沖縄
自動車道西方約200ｍの山中に墜落炎上し
た。乗員2人はﾊﾟﾗｼｭｰﾄで脱出し、嘉手納基地
第131航空宇宙救難隊によって救出された。

墜落 航

5月22日 天願桟橋 具志川市 天願桟橋に停泊中の弾薬輸送船ｱﾒﾘｶﾝﾘﾗｲｱﾝｽ
号(11,000ｔ)の第2ﾊｯﾁから、煙が出たとして
弾薬の爆発をおそれた日本人従業員が避難す
るという事件が発生した｡米軍は､発煙事故は
なかった旨発表した。

弾薬輸送船
で発煙騒ぎ

他

5月26日 普天間飛行場 具志川市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰから普天間飛行場向け通常連絡
のため飛行中の第164海兵中型ﾍﾘ中隊所属のﾍ
ﾘｺﾌﾟﾀｰの風防ｶﾞﾗｽが落下した。

風防ガラス
落下

航

8月23日 伊江島補助飛行場 伊江村
（東江
上)

午後4時頃、伊江島補助飛行場上空で演習中
のﾌｧﾝﾄﾑ機から、演習用模擬爆弾(MK106通称ｵ
ﾚﾝｼﾞ爆弾)が標的をはずれて、伊江村字東江
上のｷﾋﾞ畑に落下し、被害を与えた。

模擬弾落下
事故

流

10月14日 嘉手納飛行場 嘉手納町
（水釜）

午後4時30分頃、基地内で米軍が大量に廃油
を処理したため、強風にあおられた黒煙が住
宅地域をおおい、悪臭に包まれた。

廃油処理に
ともなう悪
臭

廃

10月18日 普天間飛行場 具志川市
（宇堅）

普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-53輸
送用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、尾翼の故障により、具志川
市字宇堅の天願川下流海岸近くの空地に不時
着した。

不時着 航

10月20日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（伊佐）

基地内の排水溝から、石川原川を通って海域
へ廃油が流出し、石川原川河口と付近海域が
汚染された。

油流出 廃

10月23日 普天間飛行場 具志川市
（宇堅）

普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-46ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰが、操縦部分の故障により、具志川市字
宇堅海岸に不時着した。

不時着 航

10月23日 普天間飛行場 勝連村沖
合い

海上飛行中のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰのﾄﾞｱが、勝連村
字南風原の通称浜屋海岸の沖合約50ｍ地点に
落下する事故が発生した。

部品落下 航

11月13日 嘉手納飛行場 名護市 嘉手納基地所属のCH-130救難機の給油ﾎｰｽ
が、名護市の八重岳山中に落下し、特別高圧
電線を切断した。そのため本部町崎本部塩
川、名護市部間、採石場の一部、八重岳一帯
が約2時間から8時間にわたって停電した。

空中給油
ホース落下

航

12月29日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
（許田）

ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞに隣接する名護市許田区の民
家、畑、道路等に数十発の機関銃弾が打ち込
まれるという事件が発生した。米軍は「訓練
の実施に関する規定の運用に判断の誤りがあ
り、水陸両用車の機銃射角が誤って設定され
たことによる」という事故原因の調査結果を
発表した。

機関銃弾被
弾事故

流

普天間飛行場 宜野湾市
(志真志)

普天間飛行場南側に設置されている米軍の排
水路が小さいうえ、民間地域にある自然壕に
直結されているため、豪雨時には、基地から
の多量の排水が処理できず、周辺農地に冠水
し、農作物に多大な被害を与えている。

冠水被害 他

キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（並里）

昭和39年頃より、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝから汚物廃油、
洗剤等が億首川に流出し、沿岸、河川が汚染
されるとともに、漁業にも被害を与えた。

し尿等によ
る河川沿岸
汚染

廃
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キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（伊芸）

米軍の実弾射撃演習により、山火事が多発す
るなど恩納岳周辺の山岳が著しく荒廃し、そ
のため、保水力が低下して降雨の都度鉄砲水
が発生し水田や河川に多量の土砂が流出する
被害を与えた。

河川等の氾
濫

他

トリイ通信施設 読谷村 基地から約350ｍほど海域へ敷設されている
排水管から、未処理のままのし尿や生活排水
が海に排出され、沿岸を汚染した。

し尿による
沿岸汚染

廃

嘉手納飛行場 沖縄市 基地内建設工事に伴い、県道23号線沖縄市営
競技場向いに群生する、ﾘｭｳｷｭｳﾏﾂやｲｼﾞｭ等の
樹木が大量に切断された。

基地工事に
ともなう自
然破壊

他

キャンプ・シュワ
ブ

名護市
（久志）

昭和47年頃から、軍事演習により取水地域の
山肌が荒廃したため、降雨の都度、基地内に
ある水源地に赤土が流入し、飲料用として供
することができなくなる被害を受けた。

赤土による
水源地汚染

廃

キャンプ・シュワ
ブ

名護市 廃弾処理に伴う震動によると思われる家屋の
亀裂が生じる被害が出ている。

震動による
家屋の亀裂

演

慶佐次通信所 東村
(慶佐次)

昭和38年頃、施設建設の際に、水田の保水源
であった樹草木類を伐除して敷き均したため
保水力が低下し、降雨時に同通信所から雨水
が流入し(昭和50年3月頃まで)、そのため赤
土が堆積して廃田の状態で休耕を余儀なくさ
れた。

農耕被害 他

昭和54年
1月22日

キャンプ瑞慶覧 北中城村 施設内のﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから、北谷発電所横の排水
溝及び付近の海域に廃油が流出した。

廃油流出 廃

5月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（伊芸）

沖縄自動車道のﾚｽﾄﾗﾝ駐車場に、砲弾の破片
が落下した。

砲弾落下 流

5月14日 キャンプ・ハンセ
ン

金武村
（伊芸）

東和ｺﾞﾙﾌ場ｸﾞﾘｰﾝ内に、直径1.06ｍの9角形の
白色落下傘付照明弾が落下した。

照明弾落下 流

5月26日 読谷補助飛行場 読谷村 米兵のｽｶｲﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｸﾗﾌﾞのﾊﾟﾗｼｭｰﾄが、読谷高
校々庭に落下した。

パラシュー
ト落下

他

5月30日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村 民家の豚舎入口近くの電柱の側で、照明弾が
落下した。

照明弾落下 流

6月18日 キャンプ瑞慶覧 北中城村 施設内から廃油のﾀﾚ流しがあり、普天間川を
伝って北前海岸に流出した。

廃油流出 廃

6月22日 普天間飛行場 名護市
（豊原）

ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞから普天間基地へ向かう途中の
普天間基地所属の兵員輸送用ﾎﾞｰｲﾝｸﾞCH-46
が、名護市豊原の畑に不時着した。(作物は
植えられていなかった)

ヘリ不時着 航

8月2日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 養豚畜舎施設の一部の小型ｱﾙﾐ製水槽に、軽
機関銃によると見られる弾丸が撃ち抜かれ
た。

銃弾落下 流

8月20日 陸軍貯油施設 具志川市 陸軍貯油施設90番のﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽから油が流出
した。

廃油流出 流

10月22日 キャンプ瑞慶覧 北中城村 暖房用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙの故障により、約3,000ｶﾞﾛﾝの
ｵｲﾙが流出し、普天間川に流れ込んだ。

廃油流出 流

11月5日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 民家の屋敷内に照明弾が落下した。米兵のい
たずらによるものであり、米軍より謝罪が
あった。

照明弾落下 流

11月6日 読谷補助飛行場 読谷村 民家から13.5ｍしか離れていない空き地に、
重さ7㎏の鉛のような重しをつけたﾊﾟﾗｼｭｰﾄが
落下した。

パラシュー
ト落下

演

昭和55年
2月27日

嘉手納飛行場 嘉手納町 同基地の排水溝から、嘉手納町字兼久及び水
釜へ65～100ｶﾞﾛﾝの航空燃料JP-4が流出し
た。

航空燃料流
出

廃

2月29日 読谷補助飛行場 読谷村 同基地内道路沿いに設置した所有権回復地主
会の立て看板を、米兵が切断した。

立て看板切
断事故

他

3月4日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

離陸しようとしたF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機から、補助燃料
ﾀﾝｸ(370ｶﾞﾛﾝ入り)が落下し、滑走路上で炎上
した。

燃料タンク
落下

航

3月5日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村 民家の庭先にﾊﾟﾗｼｭｰﾄ付信号筒が落下した。 信号筒落下 流

－ 396 －



発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

3月6日 普天間飛行場 宜野湾市
（大山）

宜野湾市大山にあるﾏﾝﾎｰﾙから、汚水が流出
して悪臭が生じ、付近住民に悪影響を与え
た。

汚水流出 廃

3月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 施設内で訓練に使用された催涙ｶﾞｽが基地外
に流出し、近くの琉球精神病院の患者と職員
及び付近の住民に被害を与えた。

催涙ガス流
出

他

4月3日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 演習場のGP312近くの沼地で、幼児(5才)が遊
んでいる途中、誤って溺死した。

沼地での幼
女溺死

他

4月18日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 施設内の黙認耕作地から車で帰宅しようとし
た農民が、米軍のﾄﾗｯｸに通行を妨害され、約
1時間半軟禁状態におかれた。

農民軟禁事
件

他

4月25日 普天間飛行場 石川市 普天間飛行場第1海兵航空団所属の小型ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙのため、沖縄電力石川発電
所構内に不時着した。

ヘリ不時着 航

5月13日 嘉手納弾薬庫地区 恩納村 恩納通信所内の黙認耕作地農道で、模擬地雷
が爆発した。

模擬地雷爆
発

他

5月19日 トリイ通信施設 読谷村 読谷村衛生課が、楚辺海岸にある施設の排水
溝を調査したところ、汚水がたれ流され海を
汚染していた。

汚水たれ流
し

廃

6月22日 嘉手納飛行場 海上 嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機2機が、海
上で訓練飛行中、翼と翼を接触する事故を起
こした。

空中接触事
故

航

7月24日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が通常の
訓練を終え、同飛行場に着陸する際、車輪が
傾いて滑走路からそれた。

着陸失敗 航

8月7日 嘉手納飛行場 那覇市 F-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が那覇空港に緊急着陸した
際、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝし車輪を破損した。

緊急着陸失
敗

航

10月2日 普天間飛行場 宜野湾市 通常の離着陸訓練中のOV-10ﾌﾞﾛﾝｺが、普天間
飛行場内の滑走路に墜落し、乗員1人が死
亡、1人が負傷した。

ブロンコの
墜落

航

12月19日 北部訓練場 北部訓練
場内

普天間基地所属のCH-46が、通常の訓練中に
北部訓練場内で墜落し、乗員3人のうち1人が
死亡、2人が重傷を負った。

ヘリの墜落 航

昭和56年
1月9日

キャンプ瑞慶覧 北中城村 施設内のﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから、油が流出した。 油流出 廃

2月5日 伊江島補助飛行場 伊江村
（真謝）

真謝区の民家のﾌﾞﾛｯｸ壁に、演習中の米軍ﾍﾘ
から銃弾2個がぶち当たり、転がっているの
が発見された。

機銃弾事故 流

3月16日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納基地から、ﾊﾟｲﾌﾟの腐食によって大量
の油が流出した。

廃油流出 廃

4月14日 嘉手納飛行場 恩納村沖
合い

嘉手納基地を発進したｼﾞｪｯﾄ戦闘機A-4ｽｶｲﾎｰｸ
が、恩納村沖で墜落した。

戦闘機墜落 航

4月20日 嘉手納飛行場 粟国空港 嘉手納基地所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、通常の飛
行訓練中、油圧系の故障により粟国空港に緊
急着陸した。

緊急着陸 航

5月24日 嘉手納飛行場 宮古空港 ｸﾗｰｸ基地所属のC-130輸送機が、嘉手納飛行
場向け弾薬輸送中、電気系統の故障により、
宮古空港に緊急着陸した。

緊急着陸 航

7月7日 嘉手納飛行場 金武町
（中川）

ｸﾞｱﾑ島から飛来したEA3B機から、着陸飛行中
に金武町中川の民家の庭先に主脚格納ﾄﾞｱが
落下した。

米軍機部品
落下

航

7月13日 嘉手納飛行場 沖縄市
（北美）

北美土地改良区において、空中投下式震動利
用侵入探知機(ｾﾝｻｰ)が発見された。

センサー発
見

他

8月18日 嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 嘉手納弾薬庫地区第6ｹﾞｰﾄ付近の県道14号線
で、ｿﾉﾌﾞｲが発見された。

ソノブイ発
見

他

昭和57年
1月12日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町 2ヶ所の民家の屋根と橋の上から、大小5個の
破片が発見された。

破弾破片発
見

流

1月27日 読谷補助飛行場 読谷村 米軍ﾍﾘがﾛｰﾌﾟに兵員を吊したまま、民間地域
上空を旋回した。

施設外訓練 演

1月28日 伊江島補助飛行場 伊江村 訓練中の海兵隊ﾍﾘから投下された照明弾が、
西崎と真謝の民家の庭先に落下した。

照明弾落下 流

1月31日 北部訓練場 国頭村
（安波）

施設外の国頭村安波で、米兵が空砲を発泡し
た。

空砲発砲事
件

他
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2月19日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 米軍ﾍﾘが、同演習場火災消火のため、辺野古
ﾀﾞﾑとゆかり牧場貯水池から無断で取水し
た。

無断取水 他

2月24日 嘉手納弾薬庫地区 石川市 嘉手納弾薬庫地区から出てきたと思われる米
兵数人が、施設外のｻﾄｳｷﾋﾞ畑に入って空砲を
発砲し、居合わせた農民を驚かせた。

空砲発砲事
件

他

3月20日 陸軍貯油施設 北谷町 ｷｬﾝﾌﾟ桑江内海軍病院前の国道58号沿いで、
汚水管の敷設工事中に、ｼﾞｪｯﾄ燃料ﾊﾟｲﾌﾟが破
損し、大量の油が海に流出した。

燃料パイプ
の破損

廃

4月6日 嘉手納飛行場 粟国島沖
合い

嘉手納基地所属のF-15戦闘機が空対空戦闘訓
練中、粟国島沖海上に墜落した。

墜落 航

4月9日 那覇港湾施設 那覇市 停泊中の海軍集積艦ﾐｰﾃｨｱから、油水混合物
が流出した。

廃油流出 廃

5月6日 普天間飛行場 宜野湾市 折からの降雨のため、普天間飛行場から汚水
が流出した。

汚水流出 廃

6月29日 嘉手納飛行場 金武湾 岩国基地所属のRF-4偵察機が、岩国から嘉手
納飛行場向け通常の飛行訓練中、燃料用補助
ﾀﾝｸを金武湾に落とした。ﾀﾝｸは同日、具志川
市字宇堅海岸で回収された。

燃料補助タ
ンク落下

航

7月8日 キャンプ・ハンセ
ン

宜野座村 100名余の米軍人が国道329号を行軍中、農道
で休けいした際に、農道わきのｷﾋﾞ畑をふみ
荒らした。

農作物被害 他

7月20日 普天間飛行場 具志川市
（志林
川)

普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、具志川市
字志林川の住宅地域に不時着した。

ヘリ不時着 航

8月19日 普天間飛行場 宜野湾市 普天間基地で訓練中の輸送ﾍﾘが、離陸する際
に滑走路のはずれに不時着した。場所は普天
間第二小学校からわずか200ｍ余の距離で
あった。

ヘリ不時着 航

8月27日 普天間飛行場 北谷町 普天間基地所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ﾊﾝﾋﾞｰ飛
行場跡に不時着した。

ヘリ不時着 航

10月22日 嘉手納飛行場 沖縄東南
東海上

嘉手納基地から発進したF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、沖縄
の東南東65ﾏｲﾙに墜落し、2人が救助された。

墜落 航

10月22日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 施設内から油が流出。排水溝の近くにﾓｰﾀｰ
ﾌﾟｰﾙがあり、流出源とみられる。

油流出 廃

11月12日 嘉手納飛行場 嘉手納町 施設内から油が流出。ｼﾞｪｯﾄ燃料(JP4)が流出
したと思われる。

油流出 廃

11月15日 嘉手納飛行場 嘉手納町 基地内から油混じりの汚水が流れ出した。 汚水流出 廃

12月5日 那覇港湾施設 那覇市 MSCの貨物船(ﾒﾃﾞｨｵ)が、那覇軍港入口で座礁
した。

座礁 他

12月29日 嘉手納飛行場 ホテル・
ホテル水
域

嘉手納基地から発進したF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機2機
が、空中戦闘訓練中海上に墜落し、1人が死
亡、1人が救助された。

墜落 航

昭和58年
1月19日

嘉手納飛行場 与那原町 米海軍のP-3C対潜哨戒機から、与那原町在の
上の森公園内にｿﾉﾌﾞｲ(無線浮標)が落下し
た。

ソノブイ落
下

航

3月5日 普天間飛行場 名護市
（豊原）

普天間飛行場所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが点検のた
め、名護市豊原の原野に緊急着陸した。

緊急着陸 航

4月1日 嘉手納弾薬庫地区 嘉手納町 県道74号線沿いの嘉手納弾薬庫地区内で、廃
棄物を土で埋める作業をしていた米軍のﾌﾞﾙ
ﾄﾞｰｻﾞｰが下水道管を破損。

下水道管破
損

他

4月4日 トリイ通信施設 読谷村 深夜、施設正面ｹﾞｰﾄ西側ﾌｪﾝｽの外側を通行中
の民間人を、不審に感じた米軍憲兵が、拳銃
を空へ向け発射した。

拳銃発射 他

4月27日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

F-14ﾄﾑｷｬｯﾄ(艦載機)が、嘉手納飛行場に着陸
する際に、ﾀｲﾔ1本がﾊﾟﾝｸした。

着陸失敗 航

5月20日 金武ブルー・ビー
チ訓練場

金武町 金武ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ訓練場近くの民間地域で、ﾃﾝﾄ
を張って無線通信設置訓練を実施。

施設外訓練 演

5月21日 －（陸軍） 各市町村 ﾘﾁｭｰﾑ夜光塗料を使用した米軍用の磁気ｺﾝﾊﾟｽ
が出回っていたため、県警でこれを回収し
た。

コンパス流
出

他

5月30日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

岩国基地所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、嘉手納基地に
着陸しようとしたところ、車輪が出ずに胴体
着陸し、胴体部分を破損した。

胴体着陸 航
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6月2日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

F-15ｲｰｸﾞﾙの風防ｶﾞﾗｽがはずれ、滑走路脇の
芝生に落下した。

風防ガラス
落下

航

7月6日 普天間飛行場 沖縄市 普天間基地所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが訓練飛行
中、油圧系統に故障が生じ、沖縄市の国体会
場造成地横の原野へ不時着した。

ヘリ不時着 航

9月21日 キャンプ瑞慶覧 宜野座村
（松田）

M60戦車を積んだ海兵隊所属のﾄﾚｰﾗｰが、宜野
座村松田の国道329号の急ｶｰﾌﾞで、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
を破損、戦車がずり落ちた。民家のひさし、
物置小屋の屋根、ﾄﾀﾝ小屋約7㎡、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ約
34mが破損した。

ガードレー
ル等破損

他

11月10日 普天間飛行場 沖縄市
（泡瀬）

普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行中、警
告ﾗﾝﾌﾟが点灯したため、沖縄市泡瀬の土地造
成地に不時着した。

ヘリ不時着 航

11月12日 普天間飛行場 西原町 普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行中、警
告ランプが点灯したため、西原町の宅地造成
地に不時着した。

ヘリ不時着 航

12月13日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 ﾗｲｶﾑﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴﾘｱから、民間地域の排水路へ油
が流出した。

油流出 廃

12月14日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 施設内のｽﾀｰｹｲｼﾞから、白比川に油が流出し
た。

油流出 廃

12月16日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴﾘｱ内の下水道管が破損し、施設外の
農業用湧水に汚水が混入した。

汚水流出 廃

12月19日 嘉手納飛行場 波照間空
港

嘉手納基地所属のHH-3ﾍﾘが、ﾌｨﾘﾋﾟﾝから嘉手
納基地へ帰還途中、ｴﾝｼﾞﾝ不調のため、波照
間空港へ緊急着陸した。

緊急着陸 航

昭和59年
1月12日
　～
1月14日

嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納飛行場の洗機場付近の排水溝から、油
まじりの洗浄水が比謝川に流れ、取水に影響
(活性炭の注入)を及ぼした。

油流出 廃

1月22日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納飛行場の洗機場付近の排水溝から油ま
じりの洗浄水が比謝川に流れ、取水に影響
(活性炭の注入)を及ぼした。

油流出 廃

2月21日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから油水分離槽の故障により、廃油
が普天間川へ流出した。

廃油流出 廃

5月11日 陸軍貯油施設 具志川市
（昆布）

具志川市混布在の陸軍貯油施設の油水分離槽
から、異臭を放つ汚水が排水溝へ流出した。

汚水流出 廃

5月16日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村
（漢那）

ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁからｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞへ向かう途中の水
陸両用車が、通常のｺｰｽからはずれ宜野座村
漢那明記原沖のﾘｰﾌで珊瑚礁の一部を破損し
た。

珊瑚礁破損 他

5月18日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 訓練中のM60A1型戦車M85重機関銃弾が、許田
の農道で停車中のﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸに被弾した。こ
れにより、ﾗｼﾞｴｰﾀｰ、ｸｰﾗｰ、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに被害
が生じた。

被弾事故 流

6月14日 普天間飛行場 名護市 伊江島から普天間基地向けに飛行中のCH-53ﾍ
ﾘｺﾌﾟﾀｰが、大雨による視界不良のため、名護
市の漁港構内の広場に不時着した。

ヘリ不時着 航

7月5日 トリイ通信施設 読谷村 ﾄﾘｲ通信施設に隣接した住宅地で、米軍ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが低空飛行した際の風圧で、ﾊﾟﾊﾟｲｱ1本、
植木鉢数個が吹き飛ばされ、室内の花びん1
個が壊された。

低空飛行に
よる風圧

航

9月19日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（伊芸
区)

155ミリ榴弾砲(M198型)による県道104号線越
え演習により、演習場内にある伊芸区の水資
源となっている森林に着弾した。

森林着弾 演

10月31日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
（天仁
屋)

ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞから北部訓練場向け飛行中の普
天間基地所属CH-53D大型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの後部ﾄﾞｱ
が、名護市天仁屋のｷﾋﾞ畑に落下した。

ヘリドア落
下

航

昭和60年
2月6日

金武レッド・ビー
チ訓練場

金武町 米海軍の上陸用舟艇が、金武ﾚｯﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁ訓練
場から南東約1.5㎞の沖合で､金武漁業協同組
合所有の定置網に接触し、ﾛｰﾌﾟ(30m2本)を切
断するとともに、ﾛｰﾌﾟ固定用の砂袋等を破損
した。

ロープ等切
断

他

2月6日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、着陸
後誘導路からはずれて機体を小破した。

着陸失敗 航
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3月9日 キャンプ・ハンセ
ン

石川市 米軍の大砲をけん引したﾄﾗｯｸ2台とｼﾞｰﾌﾟ1台
がｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ畑とｻﾄｳｷﾋﾞ畑に乗り入れ、畑作物
(227㎡)に被害を与えた。

畑作物被害 他

3月13日 嘉手納飛行場 嘉手納町 国道を走行中の民間人車両のﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽが嘉手
納飛行場内ｺﾞﾙﾌ場から飛んできたｺﾞﾙﾌﾎﾞｰﾙで
破損した。

ゴルフボー
ル飛来によ
る自動車破
損

他

3月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 同上(被害はﾘｱｶﾞﾗｽ) ゴルフボー
ル飛来によ
る自動車破
損

他

4月10日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 演習場から飛んできた小銃弾が、民家屋上に
設置された水ﾀﾝｸに貫通した。

被弾事故 流

7月12日 普天間飛行場 国頭村
（辺野
喜）

普天間基地所属のCH-53D型大型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、
国頭村字辺野喜大川の辺野喜ﾀﾞﾑ上流、500ｍ
付近に墜落炎上し、乗員4人全員が死亡し
た。

墜落 航

12月21日 － 那覇上空 米軍機が那覇上空で、民間航空機(全日空機)
とﾆｱﾐｽを起こした。

ニアミス 航

昭和61年
1月5日

普天間飛行場 那覇空港 普天間飛行場第152海兵給油輸送中隊所属の
C-130ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ輸送機が、岩国から普天間飛
行場向け飛行中、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙと悪天候によ
り、那覇空港に不時着した。これにより同空
港の滑走路が6分間閉鎖された。

不時着 航

1月19日 岩国飛行場 那覇空港 岩国飛行場所属の米海軍機A-7ｺﾙｾｱが飛行
中、無線機の故障及び近隣米軍飛行場の混雑
等により那覇空港に不時着。民間機への影響
はなかった。

不時着 航

3月22日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

ﾃｷｻｽ州ｹﾘｰ空軍基地所属のC5Aｷﾞｬﾗｸｼｰ輸送機
が、嘉手納飛行場で離発着訓練中、第1ｴﾝｼﾞﾝ
に火災が発生し、不時着した。

不時着 航

4月30日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の降下兵(陸軍)1人が目標
をはずれ、施設外に降下した。

施設外降下 演

5月30日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納飛行場第909空中給油飛行隊所属のKC-
135空中給油機が着陸する際、左翼端のｴﾝｼﾞﾝ
が滑走路と接触、着陸を中止し離陸した。そ
の際、左翼端ｴﾝｼﾞﾝに火災が発生した。

着陸失敗に
よるエンジ
ン火災

航

6月9日 嘉手納飛行場 ホテル・
ホテル水
域付近

嘉手納飛行場第67戦術戦闘中隊所属のF-15ｲｰ
ｸﾞﾙ戦闘機が、通常訓練中、沖縄の北東220㎞
の海上に墜落。乗組員は脱出後、救出され
た。

墜落 航

6月25日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の降下兵(陸軍)6人が施設
外に降下した。

施設外降下 演

7月23日 普天間飛行場 中城村 普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-46Eﾍﾘ
ｺﾌﾟﾀｰが飛行訓練中、計器に異常がみられた
ので、中城村久場の旧久場崎学校地区跡地に
不時着した。

不時着 航

9月20日 普天間飛行場 国頭村
（安田）

普天間飛行場所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、点検
のため国頭村安田の農道に不時着した。

不時着 航

10月9日 普天間飛行場 那覇空港 普天間飛行場所属第36海兵航空群所属のCH-
1Jﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、沖縄の西の海上で通常の訓練
飛行中、油圧系統に異常を来たし、那覇空港
の着陸帯芝生に不時着したため、同空港の滑
走路が28分間閉鎖された。

不時着 航

昭和62年
1月12日

嘉手納飛行場 那覇空港 嘉手納飛行場向け航行中の米海軍P-3Cｵﾗｲｵﾝ
が、強風のため那覇空港に不時着。民間機へ
の影響はなかった。

不時着 航

1月13日 普天間飛行場 那覇空港 普天間飛行場向け飛行中のC-12ｽｰﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴｱ
が、強風のため那覇空港に不時着。民間航空
機への影響はなかった。

不時着 航

1月13日 嘉手納飛行場 那覇空港 嘉手納飛行場向け飛行中のC-21ﾘｱｼﾞｪｯﾄが、
強風のため那覇空港に不時着。民間航空機へ
の影響はなかった。

不時着 航
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1月13日 嘉手納飛行場 那覇空港 嘉手納飛行場向け飛行中のC-130ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ
が、強風のため那覇空港に不時着。民間航空
機への影響はなかった。

不時着 航

1月28日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 県道104号線越え実弾射撃訓練の際、炸裂し
た砲弾破片が金武町字金武区内家畜小屋から
ﾄﾀﾝ屋根の上に落下。

砲弾破片落
下

流

4月6日 普天間飛行場 与那城村
（平安
座)

普天間飛行場第361重ﾍﾘ中隊所属のCH-53ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰが訓練飛行中、計器異常のため与那城村
平安座の西公園に不時着した。

不時着 航

4月10日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の降下兵(海兵隊)1人が施
設外に降下した。

施設外降下 演

4月15日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の降下兵(陸軍特殊部
隊)10人が施設外に降下した。

施設外降下 演

5月16日 普天間飛行場 北部訓練
場周辺
(国頭村
安田)

普天間飛行場所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、北部
訓練場内で訓練飛行中、ｴﾝｼﾞﾝ部分の故障の
ため、国頭村安田の農地開発地区の農道に不
時着した。

不時着 航

5月19日 嘉手納飛行場 ホテル・
ホテル水
域付近

嘉手納飛行場第18戦術戦闘航空団所属のF-15
ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、空対空訓練の途中、本島東
112㎞の太平洋上に墜落。ﾊﾟｲﾛｯﾄは救出され
た。

墜落 航

6月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納飛行場所属のRF-4ﾌｧﾝﾄﾑ偵察機が、嘉
手納飛行場で離陸直後に、ｶﾞｿﾘﾝﾀﾝｸ2個を落
とし滑走路で炎上した。

ガソリンタ
ンク落下

航

6月10日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場周辺

嘉手納飛行場所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が曲技
飛行中、ｱﾌﾀｰﾊﾞｰﾅｰの不完全燃焼により、爆
発音とともに噴射口から火炎を噴射したた
め、飛行を中止した。

火炎噴射 航

6月24日 普天間飛行場 伊計島 普天間飛行場所属のUH-1N指揮連絡用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、飛行中、悪天候のため与那城村伊計島の
空き地に不時着した。

ヘリ不時着 航

7月9日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（屋嘉）

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内にある金武町屋嘉の塩原水源地
の導水管が、M16ﾗｲﾌﾙ銃弾で撃ち抜かれ、取
水が一時ｽﾄｯﾌﾟした。

被弾事故 流

7月11日 普天間飛行場 北部訓練
場周辺
（国頭村
楚州）

普天間飛行場所属のAH-1J攻撃ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行
中、ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝのｵｲﾙ漏れのため、国頭村楚州
の畜産団地の牧草地に緊急着陸した。

緊急着陸 演

7月25日 嘉手納飛行場 嘉手納町 ｸﾞｱﾑ島から飛来したB52戦略爆撃機のうちの1
機が着陸する際、主輪ﾀｲﾔの1本がﾊﾟﾝｸした。

着陸失敗 航

7月27日 鳥島射爆撃場 鳥島射爆
撃場水域
周辺

米海軍第7艦隊ﾐｯﾄﾞｳｪｰの艦載機FA-18ﾎｰﾈｯﾄ
が、鳥島射爆撃場空域で夜間練習中に投下し
たMK訓練用模擬弾が、鳥島北方の訓練水域外
を航行中、ﾏﾚｰｼｱ船籍貨物船「ﾎﾟﾒｯｸｽ･ｻｶﾞ
号」に命中、甲板員が重傷を負った。

被弾事故 航

7月27日 岩国飛行場 北部訓練
空域

岩国飛行場の第12海兵航空群所属のA-6ｲﾝﾄﾙｰ
ﾀﾞｰ攻撃機が訓練中、沖縄の北西136㎞の海上
に墜落した。

墜落 航

9月21日 北部訓練場 国頭村
（安田）

北部訓練場上空で訓練中の海兵隊ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、誤って信号燈を施設外に投下し、国頭村
字安田の沖縄県乳用牛育成ｾﾝﾀｰ内の原野部分
約37㎡を焼失した。

信号燈投下 演

10月27日 キャンプ・シュワ
プ

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ演習場で発射されたM2重機関銃
弾が、恩納村の国道58号を走行中のﾀｸｼｰのﾌｪ
ﾝﾀﾞｰを貫通した。

被弾事故 流

11月2日 嘉手納飛行場 ホテル・
ホテル水
域

嘉手納飛行場第15戦術偵察中隊所属のRF-4C
ﾌｧﾝﾄﾑが、通常の飛行訓練中に、沖縄の東北
東60ﾏｲﾙ(ﾎﾃﾙ･ﾎﾃﾙ水域内)海上に墜落した。

墜落 航

昭和63年
2月26日

嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納飛行場所属第15戦術戦闘航空団所属の
F-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、着陸して誘導路に進入
後、ﾌﾞﾚｰｷが故障し、近くの芝生にはみ出し
た。

着陸失敗 航
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2月29日 普天間飛行場 浦添市 普天間飛行場所属CH-46ｼｰﾅｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、同
飛行場と牧港補給地区との間を飛行中、警告
ﾗﾝﾌﾟが点滅したため牧港補給地区の北1.6㎞
の浦添市民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに不時着した。

不時着 航

6月4日 北部訓練場 東村（高
江）

東村高江の県道70号線に近い訓練場内で、待
ち伏せ訓練中の第3海兵師団第6連隊の隊員が
使用した催涙ｶﾞｽが流出し、県道を通行中の
民間車両の乗員2人が目や喉に痛みを訴え
た。

催涙ガス流
出

演

6月6日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 M60軽機関銃の暴発事故が発生し、海兵隊員2
人が死亡した。

暴発死亡事
故

演

7月23日 － 宜野座村 在沖米海兵隊員が、演習の一環として宜野座
村民間地域で空砲を乱射した。

空砲乱射 演

7月26日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中止の連絡後、訓練を実施
し、高高度降下訓練兵(陸軍)2人が施設外に
降下した。

施設外降下 演

8月17日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の訓練兵(陸軍)1人が施設
外に降下した。

施設外降下 演

8月19日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

米軍の統合演習に参加していた米海兵隊のA-
4ｽｶｲﾎｰｸ攻撃機が、飛行中にﾌﾞﾚｰｷ系統にﾄﾗﾌﾞ
ﾙを生じ、嘉手納飛行場の滑走路上のﾜｲﾔに機
体下部のﾌｯｸを引っかけ緊急着陸した。

緊急着陸 航

8月19日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

RC-135V偵察機が誘導路上でｽﾄｯﾌﾟ。離陸を諦
めた。

離陸失敗 航

8月31日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の訓練兵(陸軍)1人が施設
外に降下した。

施設外降下 演

9月14日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

KC-135輸送機が、嘉手納飛行場に着陸する
際、車輪がﾊﾟﾝｸした。

着陸失敗 航

10月15日
　 ～
10月25日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（伊芸
区)

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ演習場に隣接する金武町伊芸地区
で、M16ﾗｲﾌﾙ弾8発、M249軽機関銃弾1発が発
見された。そのうち2発について、同演習場
のﾚﾝｼﾞ6から打ち込まれたものと確認され
た。

被弾事故 流

10月31日 北部訓練場 北部訓練
場

普天間飛行場第262中型ﾍﾘ中隊所属のCH-46ﾍﾘ
ｺﾌﾟﾀｰ2機が、編隊飛行訓練中衝突し、うち1
機が伊湯岳東側の山林に墜落、大破炎上し、
乗員4人が死亡した。他の1機は前脚と車輪を
損傷したが普天間飛行場に帰還した。

墜落 航

平成元年
１月31日

キャンプ瑞慶覧 北谷町 米軍ｼﾞｪｯﾄ燃料が流出。米軍は「原因は地盤
の緩みによるもの」と発表した。

燃料流出 廃

3月14日 嘉手納飛行場 伊江島補
助飛行場
第１空域
周辺

嘉手納飛行場第33空中救難回収中隊所属の
HH3ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、伊江島南方18㎞の海上(訓練
空域外)で訓練中に墜落し、3人が死亡、2人
が救助された。

墜落 航

4月13日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の訓練兵(陸軍)2人が施設
外に降下した。

施設外降下 演

4月19日 普天間飛行場 那覇市 普天間飛行場所属のKC-130輸送機が、厚木か
ら普天間飛行場向け飛行中、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙが発
生し、那覇空港に不時着した。これにより同
空港の滑走路が34分間閉鎖された。

不時着 航

4月21日 嘉手納飛行場 南シナ海 嘉手納飛行場第9戦略偵察航空団第1分遣隊所
属のSR-71戦略偵察機が、嘉手納飛行場から
離陸後ｴﾝｼﾞﾝの故障により、南ｼﾅ海に墜落し
た。

墜落 航

5月3日 普天間飛行場 佐敷町
（富祖
崎)

普天間飛行場所属のCH-53大型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、訓
練のため知念半島沖を飛行中、ｴﾝｼﾞﾝに異常
を感じ佐敷町富祖崎の野菜畑に緊急着陸し
た。

緊急着陸 航

5月30日 普天間飛行場 喜屋武岬
南の海上

普天間飛行場第265海兵中型ﾍﾘ中隊所属のCH-
46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、夜間上陸演習に参加中、喜屋
武岬南32㎞の海上に墜落した。

墜落 航
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6月15日 － 喜屋武岬
沖

喜屋武岬沖で操業中のﾏｸﾞﾛはえ縄漁船「祐生
丸」が、第11管区海上保安本部に対し、「付
近に上空から爆弾らしきものが落下、爆発音
があった」と通報。海上保安本部は「米軍機
によるｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ現象によるもの」と発表し
た。

ソニック
ブーム現象

他

12月10日 北部訓練場 辺野喜ダ
ム上流付
近

提供施設外の辺野喜ﾀﾞﾑ上流付近で、米軍が
携帯食品を食べ散らかしたり、電池や注射器
を放置していたことが判明した。

廃棄物放置 他

平成2年
1月26日

嘉手納飛行場 伊平屋島
沖

岩国飛行場第542海兵攻撃中隊所属のAV8Bﾊﾘ
ｱｰ攻撃機が、嘉手納飛行場から韓国向け飛行
中、伊平屋島の北北東36㎞の海上に墜落し
た。

墜落 航

4月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷﾞﾝﾊﾞﾙ訓練場入口からｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ第2ｹﾞｰﾄま
での道路約2㎞にわたって、米軍ﾄﾗｯｸが持ち
込んだ赤土で汚染された。

赤土汚染 他

5月10日 嘉手納飛行場 嘉手納町 集中的な豪雨に伴う嘉手納飛行場からの排水
で嘉手納町の国道58号が冠水した。

冠水 廃

6月5日 北部訓練空域 北部訓練
空域内

米軍と訓練業務の提供契約を締結している米
国の民間会社のF86ｼｪｲﾊﾞｰｼﾞｪｯｸ機が、訓練
中、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙを起こして墜落した。

墜落 航

6月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（中川）

金武町中川区のｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ312､313砲座入口
近くの牧草地に、演習のため移動中の米軍大
型輸送ﾄﾗｯｸが乗り入れ、牧草地が踏み荒らさ
れる。

牧草地乗り
入れ

他

11月29日 キャンプ・シュワ
ブ

キャン
プ･シュ
ワブ沖合

厚木飛行場から飛び立った第7艦隊所属のSH-
2Fｼｰｽﾌﾟﾗｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、那覇の北東46㎞の海
上に墜落した。

墜落 航

平成3年
3月7日

読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の訓練兵(陸軍)が目的地
点をはずれ、1人が読谷村字座喜味在の畑
に、3人が施設境界付近に降下した。

施設外降下 演

9月20日 キャンプ瑞慶覧 浦添市
（牧港）

浦添市牧港の国道330号で、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧所属
の海兵隊員が運転する5ﾄﾝﾄﾗｯｸがｽﾘｯﾌﾟして、
道路わきの電柱に衝突、水銀灯等を破損し
た。この影響で付近の住宅が約1時間にわた
り停電した。

水銀灯等破
損

他

11月12日 横田飛行場 伊江島補
助飛行場
内

伊江島補助飛行場内で、訓練飛行中の横田基
地所属C-130輸送機から投下された重量4千ﾎﾟ
ﾝﾄﾞの訓練物資が、目的を外れてﾌｪﾝｽ外の黙
認耕作地に落下した。

訓練物資落
下

航

11月22日 普天間飛行場 トリイ通
信施設沖

ﾄﾘｲ通信施設から伊江島補助飛行場向け飛び
立った普天間飛行場所属のCH-53型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰか
ら、宙づり輸送中の物資4箱のうち、重量
1,300ﾎﾟﾝﾄﾞの燃料補給用物資1箱が、誤って
読谷村都屋沖合に落下した。

燃料補給用
物資落下

航

平成4年
1月14日

－ 北谷町
（砂辺）

北谷町砂辺の国道58号の交差点で、南向け進
行中の米軍ﾄﾚｰﾗｰが急ﾌﾞﾚｰｷをかけた際、積載
物が落下し、散乱。同交差点は1時間にわた
り渋滞した。

積載物落下 他

3月7日 普天間飛行場 キャン
プ・ハン
セン

訓練飛行中の普天間飛行場所属AH-1W型ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが、ﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞに着陸する際、ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷｯ
ﾄﾞの損傷によりﾊﾞﾗﾝｽを崩して横転。この事
故に関連して破損したと思われるﾛｰﾀｰの一部
分(45㎏)が、宜野座大川ﾀﾞﾑの工事用資材置
場付近に落下した。

着陸失敗 航

5月19日 － 浦添市
（牧港）

浦添市牧港の県道で、米軍の大型ﾄﾗｯｸ(5ﾄﾝ)
に牽引されていた同型の無人ﾄﾗｯｸがｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
を突き破って横転。ﾄﾗｯｸの引き上げやｶﾞｰﾄﾞ
ﾚｰﾙの復旧作業のため、同県道は事故発生後5
時間にわたって通行止めとなった。

トラック横
転

他

5月20日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ5で火災が発生、約400㎡を
焼失。原因はえい光弾によるものである。

原野火災 火
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6月15日 － 北中城村
（安谷
屋)

北中城村安谷屋の県道で、米軍ﾄﾚｰﾗｰに積載
したﾃﾞｨｰｾﾞﾙ油3,000ﾘｯﾄﾙが入ったﾀﾝｸが、路
上に落下して破損。約2,000ﾘｯﾄﾙの油が流出
した。

ディーゼル
油タンク落
下

他

9月16日 ギンバル訓練場 金武町 原野火災が発生し、雑木など30㎡を焼失。原
因は照明弾と思われる。

原野火災 火

9月30日 伊江島補助飛行場 伊江島 施設内の黙認耕作地で火災が発生、1,428㎡
を焼失。原因は信号弾によるものである。

原野火災 火

10月13日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ﾚﾝｼﾞ5の着弾地で原野火災が発生、15haを焼
失。出火原因はえい光弾によるものである｡

原野火災 火

10月20日 普天間飛行場 宜野湾市 訓練終了後、第36海兵航空群第262中型ﾍﾘ中
隊所属のCH-46型輸送ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞに
着陸後、駐機場に移動中に横転し、大破し
た。

横転 航

10月24日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 原野火災が発生し、5,600㎡を焼失。原因は
不発弾処理作業によるものである。

原野火災 火

10月26日 北部訓練場 北部訓練
場内

信号弾による山林火災が発生し、1,132㎡を
焼失した。国有林(松29本、広葉樹43本)に被
害が出た。

原野火災 火

10月28日 北部訓練場 北部訓練
場内

山林火災が発生し、1,655㎡を焼失した。国
有林(松30本、広葉樹90本)に被害が出た。

原野火災 火

10月29日 伊江島補助飛行場 伊江村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の降下兵2人が目的地点を
はずれ、施設内の黙認耕作地に降下した。

目的地外降
下

演

11月25日 伊江島補助飛行場 伊江村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の訓練兵が目標地点をは
ずれ、1人が施設内の民家の屋根に、3人が施
設外に降下。事故に関し、米軍は地上と上空
での風速に対する判断ﾐｽが原因と発表した。

施設外降下 演

12月4日 那覇空港 伊江島上
空付近

那覇空港発の南西航空機が、米軍機と思われ
る戦闘機2機と異常接近した。

ニアミス 航

12月22日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練が通報時刻前に開始され、
訓練兵(陸軍)1人が施設外の民家の庭に降下
した。

施設外降下 演

平成5年
1月26日

キャンプ・ハンセ
ン

キャン
プ・ハン
セン内

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内で原野火災が発生し、約50,000
㎡を焼失した。曳光弾が原因。

原野火災 火

2月16日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（中川）

金武町中川で、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の海兵隊員が
運転する米軍ﾄﾚｰﾗｰが、民間修理工場に突っ
込み被害を与えた。

トレーラー
事故

他

4月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（金武）

金武町金武でｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の少年米兵によ
る金武町民殺害事件が発生した。

殺害事件 他

4月14日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で、原野火災が発
生し、約80,000㎡を焼失した。

原野火災 火

5月12日 キャンプ・ハンセ
ン

国道329
号
(金武 )

海兵隊員約30人が、信号を無視して国道329
号を行軍した。

行軍 演

5月29日 － － 在沖米陸軍人による婦女暴行事件が発生し
た。

暴行事件 他

6月4日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 金武町内の国道329号で、上陸用船舶を積ん
だ米軍大型ﾄﾚｰﾗｰが、NTTの電話線と役場の放
送用配線を切断した。

電話線等切
断

演

6月7日 － 宜野湾市
（伊佐）

宜野湾市伊佐の国道58号で、米軍ﾄﾗｯｸがｽﾘｯ
ﾌﾟして縁石に乗り上げ、ﾔｼの木やｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙを
破損した。

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ等
破損

演

6月14日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生し
た。

原野火災 火

6月23日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（金武）

金武町金武で、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝの大型ﾄﾚｰﾗｰがﾊﾝ
ﾄﾞﾙ操作を誤り、観葉植物畑に突っ込む。

トレーラー
事故

演

7月20日 嘉手納飛行場 － 婦女暴行事件の被疑者が逃亡した。 被疑者逃亡 他

8月4日 嘉手納飛行場 読谷沖 ｸﾞｱﾑから一時移駐の第353特殊作戦群が読谷
沖で施設外訓練(物資投下訓練)を行った。

施設外訓練 演

8月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生し、
約12,000㎡が焼失した。

原野火災 火
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8月29日
　～30日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生し、
約120haが焼失した。不発弾が原因と見られ
る。

原野火災 火

9月1日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

第18作戦群第33救難中隊所属のHH-3型ﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが、地上移動中に故障、機体が激しく損傷
し、空軍兵1名が死亡し、3名が負傷した。

ヘリ横転 航

9月14日 キャンプ・ハンセ
ン

キャン
プ・ハン
セン内

第1海兵航空団第36海兵航空群のCH-53型ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰが、ｸﾚｰﾝ車(7.5t)を宙づりにし、移動訓
練をしていた際、地上約60ｍからｸﾚｰﾝ車を落
下させた。被害なし。

クレーン落
下

航

9月21日 牧港補給地区 浦添市 浦添市内の国道で、牧港補給地区所属の米海
兵隊員運転の米軍ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟが、誤って対向車
線に侵入し、逆走、中央分離帯に乗り上げ
た。車両牽引まで、長時間にわたって渋滞が
続いた。

ピックアッ
プ事故

演

10月20日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生し、
約45,000㎡が焼失した。曳光弾が原因と思わ
れる。

原野火災 火

11月9日 読谷補助飛行場 読谷村 ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練中の陸軍特殊部隊員が、規
制対象区域外に降下。抗議の村役場職員らと
小競り合いとなる。

規制対象区
域外降下

演

11月13日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 沖縄市中央で、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧所属の海兵隊員
(少年兵)による傷害事件が発生した。

傷害事件 他

12月3日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生し、
約9haが焼失した。曳光弾が原因と思われ
る。

原野火災 火

12月7日 普天間飛行場 北中城村 北中城村の県道146号線の路上に、普天間飛
行場から飛び立った第369海兵軽ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊
所属のUH-1型ﾋｭｰｲ・ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから、重量約16
㎏の救難ｷｯﾄが落下した。

救難用具落
下

航

12月17日 岩国飛行場 マイク・
マイク訓
練区域

嘉手納基地から発信した岩国飛行場第115海
兵戦闘攻撃中隊所属のFA-18ﾎｰﾈｯﾄ戦闘攻撃機
2機が、通常の訓練中、空中衝突し、沖縄の
南東280㎞の公海上の訓練区域に墜落した。1
名は救助、1名は行方不明。

墜落 航

12月18日 － － 短銃取引を計画していた米高校生(米軍人家
族)を現行犯逮捕した。

短銃取引計
画

他

平成6年
2月23日

嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納飛行場内の消火関連施設から、ｼﾞｪｯﾄ
燃料が流出。原因はﾊﾞﾙﾌﾞの閉め忘れであ
る。

燃料流出 廃

3月26日 嘉手納飛行場 金武町 嘉手納基地飛行ｸﾗﾌﾞ所属のｾｽﾅ機が、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗ
ﾌﾞﾙのため金武ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ訓練場内駐車場に不
時着した。

不時着 航

4月4日 嘉手納飛行場 嘉手納弾
薬庫地区
内

第18航空団第44戦闘中隊所属のF-15C戦闘機
が、離陸直後に嘉手納弾薬庫地区内の黙認耕
作地に墜落、炎上した。乗員は脱出。

墜落 航

4月6日 普天間飛行場 宜野湾市 普天間飛行場で、第262中型ﾍﾘ中隊所属のCH-
46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、不時着訓練中に施設内に墜
落。ﾛｰﾀｰが吹き飛び、胴体がまっ二つに割け
た。乗員4名は自力脱出。

墜落 航

5月12日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞのｹﾞｰﾄで、米軍ﾄﾚｰﾗｰがﾊﾞﾗﾝｽを
崩しﾊﾟﾝｸ、国道329号をふさぐ形で停車し、
数時間にわたり交通規制が行われた。

トレーラー
パンクによ
る交通規制

演

5月12日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内で、曳光弾による火災が発生。
20,000㎡を焼失した。

原野火災 火

5月24日 キャンプ・マクト
リアス

具志川市 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾏｸﾄﾘｱｽから、走行中の車に少年が投
石。運転手にけがはなかった。

投石 他

6月2日 津堅島（提供施設
外）

津堅島 津堅島(提供施設外)に、米軍ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが2回に
わたり着陸。農作物に被害を与える。

施設外訓練 演

７月７日
頃

ホワイト・ビーチ
地区

－ ﾎﾜｲﾄ･ﾋﾞｰﾁに寄港した米海軍艦船の乗員によ
る事件(強盗・傷害)が、相い次いで発生し
た。

強盗・傷害
事件

他
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7月13日 嘉手納飛行場 嘉手納ラ
プコン管
轄空域

嘉手納飛行場のﾗﾌﾟｺﾝ(進入管制ﾚｰﾀﾞｰｺﾝﾄﾛｰﾙ)
が故障し、那覇空港及び久米島空港の民間航
空機の離発着に支障を来す。

ラプコン故
障

他

8月5日 ギンバル訓練場 金武町 金武町内で、ｷﾞﾝﾊﾞﾙ訓練場におけるﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
の離発着に伴い発生した粉塵により、近隣で
栽培していた観葉植物に被害を与える。

観葉植物へ
の被害

演

8月17日 岩国飛行場 粟国島北
西の海上

嘉手納飛行場を飛び立った岩国基地所属の
AV-8Bﾊﾘｱｰ戦闘攻撃機が、粟国島北西の海上
に墜落、乗員は空軍第33航空救難中隊に救助
された。

墜落 航

8月30日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生。800,000
㎡を焼失した。

原野火災 火

9月20日 キャンプ・シュワ
ブ

金武町
（伊芸
区)

金武町伊芸区で、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ所属の海兵隊
が、訓練のためｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝのﾚﾝｼﾞ5に向け進
行中、車輪を道路脇のｻﾄｳｷﾋﾞ畑に脱線させ、
ｻﾄｳｷﾋﾞに被害を与えた｡米軍車両は現場から
そのまま立ち去った。

米軍車両に
よるサトウ
キビ被害

他

10月4日 キャンプ桑江 北谷町 北谷町で、ｷｬﾝﾌﾟ桑江からの米軍家族(少年)
による投石、放火等悪質な事件が相次いで発
生していることが明らかになる。

投石等 他

11月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生し、約
96haが焼失した。

原野火災 火

11月4日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生した。 原野火災 火

11月13日 出砂島射爆撃場水
域

出砂射爆
撃場水域

海兵隊が、出砂島射爆撃場水域で指定期日外
に演習を実施した。

指定期日外
演習

演

11月14日 普天間飛行場 宮古空港 普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗ
ﾌﾞﾙを理由に、宮古空港に緊急着陸した。民
間航空機への影響はなかった。

緊急着陸 航

11月16日 普天間飛行場 キャン
プ・シュ
ワブ内

ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内で､普天間飛行場第267海兵軽
攻撃ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のUH-1ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが演習中
に墜落し、乗員1人が死亡し、乗員4人が重軽
傷を負った。

墜落 航

12月20日 － 宜野座村
（城原
区)

行軍中の海兵隊を先導していた米軍車両が、
方向転換の際、宜野座村城原区のｷｬﾍﾞﾂ畑に
乗り上げ、踏み荒らした。

農作物被害 演

平成7年
1月12日

横田飛行場 伊江島補
助飛行場

伊江島補助飛行場で訓練中の横田基地所属C-
130輸送機が、施設内の黙認耕作地に物資を
投下した。

物資投下 演

2月16日 － 金武町 金武町で、米軍の大型ﾄﾚｰﾗｰが方向転換の
際、畑に乗り入れ畑を踏み荒らす。

農作物被害 演

2月28日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼失
面積は、約9～12ha。

原野火災 火

3月21日 嘉手納飛行場 那覇空港 第18航空団所属のF-15C戦闘機2機が、悪天候
を理由に那覇空港に緊急着陸。民間航空機の
離発着に遅れが生じた。

緊急着陸 航

3月30日 － 具志川市 具志川市で米軍の大型ﾄﾚｰﾗｰが方向転換の
際、防災無線用電柱に衝突・横転。防災無線
設備に被害を与えた。

トレーラー
事故

演

4月11日 普天間飛行場 渡名喜村 渡名喜村の民家に、演習中の普天間航空基地
所属のKC-130輸送機から、照明弾用のﾊﾟﾗｼｭｰ
ﾄが落下した。

照明弾用パ
ラシュート
落下

演

5月10日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市 宜野湾市で米兵(海兵隊)による殺人事件が発
生した。

殺人事件 他

5月19日 普天間飛行場 久高島 久高島の海岸に、普天間基地所属のUH1ﾍﾘ
が、油圧警報のﾗﾝﾌﾟが点灯したため緊急着陸
した。人身被害なし。

緊急着陸 航

7月14日 普天間飛行場 北中城村 第164海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のUH1Nﾍﾘか
ら、北中城村の民家の屋上に重さ800ｇのﾍﾙ
ﾒｯﾄが落下した。

ヘルメット
落下

航

7月24日 キャンプ・コート
ニー

具志川市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰ内から天願川に油が流出した。
原因は、ﾏﾝﾎｰﾙの油水分離層の水がなくなっ
たためである。

油流出 廃

－ 406 －



発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

7月27日 普天間飛行場 知念村 普天間基地第262海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属の
CH46ﾍﾘが油圧警告のﾗﾝﾌﾟが点灯したため、知
念村の無人防波堤に不時着した。

不時着 航

9月1日 岩国飛行場 鳥島近海 沖縄本島の西方約50ﾏｲﾙ(約80㎞)の鳥島近海
に、嘉手納基地を発進した岩国基地第542海
兵航空攻撃中隊所属のAV-8Bﾊﾘｱｰ機1機が、空
対地模擬弾訓練中に墜落した。

墜落 航

9月4日 － 本島北部
地区

本島北部地区で、買い物帰りの女性が在沖米
兵3名に拉致され暴行されるという事件が発
生した。

暴行事件 他

9月12日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生し、
約2.5haが焼失した。

原野火災 火

9月18日 キャンプ桑江 北谷町 北谷町白比川に、ｷｬﾝﾌﾟ桑江から泥水が流れ
込んだ。

泥水流出 廃

9月19日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生し、
約3haが焼失した。

原野火災 火

10月18日 嘉手納飛行場 沖縄南方
海上

嘉手納基地の南方約65ﾏｲﾙの海上に、嘉手納
基地を発進した第44戦闘飛行中隊所属のF-
15C戦闘機1機が、訓練中に墜落した。

墜落 航

10月22日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内から、白比川(北谷町)上流に
油が流出した。ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾀﾝｸの地中に埋めてあ
るﾊﾟｲﾌﾟから漏出したものである。

油流出 廃

11月2日 キャンプ・コート
ニー

具志川市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰの家族住宅地域で、ﾀﾝｸとﾎﾞｲﾗｰ
を結ぶ3本のﾊﾟｲﾌﾟから、天願川へ軽油が流出
した。

油流出 廃

12月3日
～5日頃

北部訓練場 東村（高
江）

東村高江の施設外で、在沖米海兵隊が野戦演
習を実施した。

施設外訓練 演

平成8年
2月3日

牧港補給地区 浦添市 牧港補給地区内で、民間の建設作業員が掘削
作業中に、目や鼻に刺激を受け気分が悪くな
るという事故が発生した。

刺激物発生 他

2月22日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納飛行場にある社交ｸﾗﾌﾞで、舞踏室の天
井が落下し、作業中の日本人従業員と空軍兵
の2人が下敷きになった。2人は約2時間後に
救出された。

天井落下 他

3月26日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2及びﾚﾝｼﾞ5付近の2カ所
で火災が発生。焼失面積は、ﾚﾝｼﾞ2が56,000
㎡、ﾚﾝｼﾞ5が1,500㎡。

原野火災 火

4月30日 キャンプ瑞慶覧 勝連町 勝連町の与勝高校で、在沖米海兵隊所属の3
人が、無断で校内に立ち入り、測量調査を
行った。

無断立ち入
り

他

5月25日 嘉手納飛行場 糸満市 糸満市高嶺の中学校付近の路上に、飛行中の
在沖米海軍所属のP-3C機から、重さ約11㎏の
ｿﾉﾌﾞｲが落下した。

ソノブイ落
下

航

5月30日 嘉手納飛行場 那覇空港 第18航空団所属のF-15戦闘機1機が､嘉手納周
辺の悪天候を理由に、那覇空港に緊急着陸し
た。出発便の民間機1機に10分間の遅れが生
じた。

緊急着陸 航

5月31日 嘉手納飛行場 那覇空港 第18航空団所属のF-15戦闘機2機が、嘉手納
周辺の悪天候を理由に那覇空港に緊急着陸し
た。民間機への影響はなし。

緊急着陸 航

6月6日 金武ブルー・ビー
チ訓練場

金武町 金武ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ訓練場入り口付近で、米兵数
人が民間人に対し、銃口を向けるという事件
が発生した。

民間人への
銃口向け

演

6月19日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市 宜野湾市普天間の国道330号で、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧
に住む少年が発射したｴｱｶﾞﾝの球が、停車中
のﾊﾞｽの運転手に命中した。

エアガン発
射

他

７月11日
　～13日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝのﾚﾝｼﾞ2の着弾地からﾗｲﾌﾙﾚﾝｼﾞま
での付近で山林火災が発生。約101haが焼失
した。

原野火災 火

7月25日 キャンプ・ハンセ
ン

浦添市 浦添市西原の沖縄自動車道西原ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ出
口付近の国道330号で、米軍の大型ﾄﾚｰﾗｰから
二機の発電機が道路上に落下した。道路補修
まで、長時間にわたって渋滞が続いた。

トレーラー
事故

演
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８月19日
頃

嘉手納弾薬庫地区 沖縄市
（白川）

沖縄市白川の嘉手納弾薬庫地区内の黙認耕作
地で、米軍管理のﾏﾝﾎｰﾙから汚水が流出し
た。

汚水流出 廃

8月28日 キャンプ・シール
ズ

与那城町
（西原）

与那城町西原の県道で、米海軍ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｰﾙｽﾞ
所属の15ﾄﾝﾄﾗｯｸが、対向車線を越えて歩道に
乗り上げ、道路標識と歩道の植え込みをつぶ
した。

道路標識等
破損

演

8月29日 ホワイト・ビーチ
地区

与那城町
（西原）

与那城町西原の県道で、米軍の５ﾄﾝﾄﾗｯｸが、
重さ１ﾄﾝのｺﾝﾃﾅを落下させ、信号待ちの軽乗
用車のﾎﾞﾝﾈｯﾄやｴﾝｼﾞﾝの一部を押しつぶし
た。

ボンネット
等破損

演

9月11日 キャンプ・ハンセ
ン

石川市 石川市内のｽﾅｯｸで、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米兵2
名による現金強盗事件が発生。経営者の女性
に全治2週間のけがを負わせた。

強盗事件 他

9月21日 嘉手納飛行場 沖縄市
（上地）

沖縄市上地のｽﾅｯｸで、在沖米空軍(嘉手納基
地)所属の米兵2名による傷害事件が発生し
た。

傷害事件 他

10月2日 普天間飛行場 名護市 普天間基地所属のCH46ﾍﾘ1機が、油圧装置に
異常が発生したため、名護市の嘉陽小学校近
くのﾋﾞｰﾁに緊急着陸した。人身被害なし。

緊急着陸 航

10月9日 嘉手納弾薬庫地区 嘉手納弾
薬庫地区
内

嘉手納弾薬庫地区内で、F-15戦闘機に搭載す
る空対空ﾐｻｲﾙを積んだｺﾝﾃﾅが、移動中のﾄﾚｰ
ﾗｰから路上に落下した。

ミサイルコ
ンテナ落下

演

10月15日 普天間飛行場 宜野湾市 普天間飛行場内で、第152空中給油輸送部隊
所属の空中給油機が、ｴﾝｼﾞﾝﾃｽﾄの際、約100
ｶﾞﾛﾝのｶﾞｿﾘﾝ漏れを起こした。

ガソリン漏
れ

廃

11月4日 キャンプ・マクト
リアス

具志川市
（西原）

具志川市西原のｷｬﾝﾌﾟ･ﾏｸﾄﾘｱｽから、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
製の板が金網を飛び超えて市道に落下し、飛
び散った。けが人はなし。

施設外への
物品落下

他

11月8日 キャンプ瑞慶覧 北谷町
（北前）

ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧の国道58号沿い排水溝(北谷町北
前)に、約50ｶﾞﾛﾝの軽油(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料)が、
100ﾔｰﾄﾞにわたって流れているのが発見され
た。

油流出 廃

11月13日 － 宜野座村
（宜野
座)

宜野座村宜野座の国道329号で、米軍大型輸
送車が、路肩に駐車していた民間のﾜﾝﾎﾞｯｸｽ
ｶｰに接触し歩道に乗り上げた。けが人なし。

大型輸送車
事故

演

11月21日 嘉手納飛行場 嘉手納基
地周辺

第18航空団第33救難中隊所属のHH60ﾍﾘから、
重さ約1.3㎏のｷｬﾝﾊﾟｽ袋が落下した。落下地
点は、嘉手納基地と知花ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴﾘｱの間と思
われる。

キャンバス
袋落下

航

12月3日 トリイ通信施設 読谷村 ﾄﾘｲ通信施設内で、午後9時30分頃、概ね10～
15分間、第1大隊第1特殊部隊員1名が、約300
発の空砲を発砲した。

空砲発砲 演

12月10日 キャンプ・シュワ
ブ

浦添市
（牧港）

浦添市牧港の国道330号で、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼﾕﾜﾌﾞ第三
海兵役務支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ所属の5ﾄﾝﾄﾗｯｸが、道路
左側の表示灯に激突し転覆、兵士1人が死亡
した。

トラック事
故

演

12月10日 岩国飛行場 那覇空港
の西方海
上

岩国基地の第121海兵戦闘攻撃中隊に所属す
るFA-18ﾎｰﾈｯﾄが、ﾋﾞｰﾁｸﾚｽﾄ97の通常訓練の最
中に、爆弾投下に失敗し、その後、那覇空港
から西方約7ﾏｲﾙの海上に爆弾を投下した。爆
弾は、爆発しなかった。提供水域外。

爆弾投下失
敗

演

12月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5の着弾地付近で火災が
発生し、30,000㎡が焼失した。原因は機関銃
によるもので､主にかやが焼けた｡

原野火災 火

12月16日 キャンプ・シュワ
ブ水域

名護市大
浦湾沖

米海軍の水陸両用人員・物資輸送車(LARC)二
台が、大浦湾沖(ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ水域内)で上陸
訓練中に機械系統が故障し、沈没した。乗組
員（計21人)は、全員救助された。

水陸両用車
沈没事故

演

12月19日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町
（屋嘉）

金武町屋嘉の畑で、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米兵が
運転する米軍車両が、観葉植物の畑に乗り入
れた。ﾀﾏｼﾀﾞ約40本に被害がでた。

観葉植物被
害

演
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12月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4の着弾地と水源地付近
の2カ所で火災が発生し、それぞれ120,000
㎡、40,000㎡の計160,000㎡が焼失した。原
因は照明弾によるもので、主にかやが焼け
た。

原野火災 火

平成9年
1月24日

嘉手納飛行場 沖縄市 嘉手納空軍基地の第3ｹﾞｰﾄ付近から、約1,520
ﾘｯﾄﾙのﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料が流出した。

油流出 廃

2月10日 鳥島射爆撃場 鳥島射爆
撃場

平成7年12月～平成8年1月にかけて、鳥島射
爆撃場で劣化ｳﾗﾝを含有する徹甲焼夷弾を使
用していたことが判明した。

劣化ウラン
弾使用

演

2月20日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 北谷町のｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内から国道58号の側溝
に通じる配水管の沈殿槽より、平成9年1月、
PCBが検出されていたことがわった。

ＰＣＢ検出 廃

2月26日 泡瀬通信施設 沖縄市 泡瀬通信施設の南側の制限水域内護岸工事の
修復工事で、海に土砂が流れ出ているのが26
日までにわかった。

土砂流出 廃

3月13日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5Fに近いｺﾞﾐ広場付近で
火災が発生。約90,000㎡が焼失した。

原野火災 火

4月8日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝからﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料(軽油)約19ﾘｯﾄﾙ
(約5ｶﾞﾛﾝ)が民間地域に流れ出した。ﾎﾞｲﾗｰ室
の燃料ﾀﾝｸのﾊﾟｲﾌﾟが破損したのが原因であ
る。

燃料流出 廃

4月15日 普天間飛行場 渡嘉敷村
(無人島)

普天間基地第三海兵遠征部隊所属のCH-46ﾍﾘ1
機が、警告灯のﾗﾝﾌﾟが点灯したため、那覇の
西約30ﾏｲﾙの前島に不時着した。

不時着 航

4月21日 嘉手納飛行場 沖縄市 沖縄市に住む女性宅に米軍兵士が侵入、わい
せつ行為を働き、逮捕されるという事件が発
生した。

強制わいせ
つ事件

他

5月12日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、40,000㎡。曳光弾により発火し
た。

原野火災 火

5月14日 普天間飛行場 不明 普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから、重さ
約2㎏のｷﾞｱｰﾎﾞｯｸｽのｶﾊﾞｰﾊﾟﾈﾙが落下した。事
故当時は概ね海上を飛行中であったが、落下
場所は不明。

カバーパネ
ル落下

航

5月30日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機から、離
陸直後、同飛行場内に風防ｶﾞﾗｽが落下した。

風防ガラス
落下

航

5月30日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約1,200㎡。曳光弾により発火し
た。

原野火災 火

5月31日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の廃弾処理区域で火災が発生。
焼失面積は、約160,000㎡。廃弾処理火薬が
原因である。

原野火災 火

6月10日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の廃弾処理区域で火災が発生。
焼失面積は、約500,000㎡。廃弾処理火薬が
原因である。

原野火災 火

6月23日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生。焼
失面積は、約480,000㎡。曳光弾により発火
した。

原野火災 火

6月25日 キャンプ・ハンセ
ン

キャン
プ・ハン
セン内

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の地下に埋設している油送管か
ら、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｵｲﾙ1,900ﾘｯﾄﾙが漏れているのが
発見された。

ディーゼル
オイル漏れ

廃

7月3日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ7付近で火災が発生。焼
失面積は、約270,000㎡。曳光弾により発火
した。

原野火災 火

7月22日 普天間飛行場 － 普天間基地所属の米海兵隊員が、麻薬
LSD(240錠)を所持していたことから、軍警察
に逮捕されるという事件が発生した。

麻薬所持 他

8月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約30,000㎡。5.56㎜ﾏｼﾝｶﾞﾝ弾によ
り発火。

原野火災 火

8月29日 キャンプ瑞慶覧 キャンプ
瑞慶覧内

ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧のﾊｳｼﾞﾝｸﾞ地区(施設内)のﾏﾝﾎｰﾙ
から汚水が流れ出ているのが確認された。汚
水管に紙が詰まっていたのが原因。

汚水流出 廃

－ 409 －



発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

9月3日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ7付近で火災が発生｡焼失
面積は､約70,000㎡｡原因不明｡

原野火災 火

9月10日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼
失面積は、約1,600㎡。ﾗｲﾌﾙ銃により発火し
た。

原野火災 火

9月18日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約243,000㎡。迫撃砲により発火
した。

原野火災 火

9月30日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼
失面積は、約50,000㎡。SMAW(自動小銃)によ
り発火した。

原野火災 火

10月19日 － 石垣島南
西沖

石垣港の南西約6.5㎞の地点で、航行中の旅
客船の船員により、直径70㎝、長さ4.8ｍの
米軍航空機の燃料ﾀﾝｸが発見された。

燃料タンク
発見

演

11月13日 牧港補給地区 浦添市 牧港補給地区内の倉庫で火災が発生し、次亜
塩素酸化ｶﾙｼｳﾑが燃焼した。一時、近くの隊
員を避難させるなどの騒ぎが出た。

倉庫火災 火

11月13日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約10,000㎡。84ﾛｹｯﾄにより発火。

原野火災 火

12月3日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生。焼
失面積は、約562,500㎡。M16曳光弾により発
火。

原野火災 火

12月5日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ8付近で火災が発生。焼
失面積は、約140,000㎡。曳光弾により発
火。

原野火災 火

12月9日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼
失面積は、約3,000㎡。曳光弾により発火。

原野火災 火

12月19日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内のﾚﾝｼﾞ10付近で火災が発生。
焼失面積は、約5,000㎡。ﾛｹｯﾄ弾により発
火。

原野火災 火

平成10年
2月12日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生。焼
失面積は、約400㎡。5.56㎜曳光弾により発
火。

原野火災 演習・
火災

3月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ5付近の2ケ所で火災が発
生。焼失面積は、約45,000㎡と25,000㎡の計
70,000㎡。5.56㎜曳光弾により発火。

原野火災 演習・
火災

3月12日 － 竹富町黒
島沖

竹富町黒島の海岸に、直径33㎝、長さ1.7ｍ
の米軍のものと思われるﾎﾞﾝﾍﾞ状の金属製の
物体が発見された。

漂流物発見 その
他・そ
の他

3月25日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ8付近で火災が発生。焼
失面積は、約52,500㎡。7.62㎜口径機関銃に
より発火。

原野火災 演習・
火災

3月30日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ7付近で火災が発生。焼
失面積は、約35,000㎡。50㎜口径ﾏｼﾝｶﾞﾝによ
り発火。

原野火災 演習・
火災

3月31日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内で火災が発生。焼失面積は、約
1㎡。

原野火災 演習・
火災

4月15日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内廃弾処理区域で火災が発生。焼
失面積は、約45,000㎡。50㎜口径ﾏｼﾝｶﾞﾝによ
り発火。

原野火災 演習・
火災

4月20日 キャンプ瑞慶覧 キャンプ
瑞慶覧内

ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内で海兵隊上等兵の死体が発見
された。自分で撃ったとみられる銃創が確認
されていることなどから、自殺の可能性が高
い。

自殺 その
他・そ
の他

4月29日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼失
面積は、約900㎡。M16ﾏｼﾝｶﾞﾝにより発火。

原野火災 演習・
火災

5月9日 キャンプ瑞慶覧 勝連町
（南風
原)

勝連町南風原の県道10号で、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所
属の海兵隊員運転の大型ﾄﾗｯｸが前にあった車
を避けようとして急ﾌﾞﾚｰｷをかけた際に、道
路左側にあった雑貨店の日除けや自動販売
機、ﾌﾞﾛｯｸ壁に衝突し破損させた。けが人な
し。

交通事故 その
他・そ
の他
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5月16日 牧港補給地区 沖縄市 牧港補給地区所属の上等兵が、沖縄市空港通
りに駐車してあった車の窓ｶﾞﾗｽを割ったとし
て器物損壊罪で逮捕された。けが人なし。

器物損壊 その
他・そ
の他

6月19日 キャンプ瑞慶覧 キャンプ
瑞慶覧内

ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧のﾌﾟﾗｻﾞ地区(施設内)のﾏﾝﾎｰﾙか
ら汚水が流れ出ているのが確認された。汚水
管が何らかの原因で詰まっていたことによ
る。

汚水流出 演習・
廃

7月23日 キャンプ・ハンセ
ン

宜野座村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内中部訓練場で、米海兵隊所属の
UH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが墜落した。乗員4名は軽傷。
事故の定義や通報の遅れなど日米間で合意さ
れた通報基準の問題点が指摘された。

墜落 演習・
航空機

8月4日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼失
面積は、約87,500㎡。小型ﾛｹｯﾄ弾により発
火。

原野火災 演習・
火災

8月12日 ホワイト・ビーチ
地区

勝連町 ﾎﾜｲﾄ･ﾋﾞｰﾁ内で米海軍第7艦隊所属の駆逐艦
（ｸｯｼﾝｸﾞ）で爆発事故が発生し、1人死亡、1
人重体。艦内の蒸気ﾊﾟｲﾌﾟが破裂したことが
原因。

爆発事故 演習・
その他

8月12日 嘉手納弾薬庫 嘉手納町 嘉手納弾薬庫内の黙認耕作地に埋設されてい
る排水ﾊﾟｲﾌﾟが破裂し、汚水が流れ出ている
のが確認された。大雨により土砂が崩れたこ
とにより配水管が破裂したのが原因。

汚水流出 演習・
廃

8月13日 キャンプ・マクト
リアス

北谷町
（北前）

北谷町北前の輸入衣料品店で、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾏｸﾄﾘｱｽ
に住む米国籍の少年二人による強盗致傷事件
が発生した。店員は軽い擦り傷を負った。

強盗事件 その
他・そ
の他

8月13日 キャンプ・シュワ
ブ

キャン
プ・シュ
ワブ水域

名護市のｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ沖の大浦訓練区域で、
ﾊﾟﾗｼｭｰﾄ訓練に参加していた米空軍第353特殊
作戦群の隊員が訓練中の事故で死亡した。

パラシュー
ト訓練

演習・
その他

9月16日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ3付近で火災が発生。焼失
面積は、約2,000㎡。手りゅう弾により発
火。

原野火災 演習・
火災

9月18日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼失
面積は、約30,000㎡。曳光弾により発火。

原野火災 演習・
火災

11月12日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のEOD2付近で火災が発生。焼失
面積は、約30,000㎡。爆破訓練中に破片が飛
散し周辺に引火。

原野火災 演習・
火災

12月3日 キャンプ瑞慶覧 北谷町
（北前）

北谷町北前のｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧北前ｹﾞｰﾄ近くで、
自動車整備工場の油水分離器から約40ﾘｯﾄﾙの
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料があふれ出し、普天間川に流れ
た。

油流出 演習・
廃

12月4日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約6,500㎡。自動小銃により発
火。

原野火災 演習・
火災

12月6日 牧港補給地区 沖縄市
（上地）

牧港補給地区所属の一等兵が、沖縄市上地の
路上に駐車してあった車両を盗んだ。約5時
間半後、南風原町の国道で窃盗の疑いで逮捕
された。

車両窃盗 その
他・そ
の他

平成11年
1月5日

嘉手納飛行場 那覇市 嘉手納飛行場所属のF15戦闘機2機が、同基地
上空の悪天候を理由に、那覇空港へ緊急着陸
した。これにより同空港は点検のため2分間
閉鎖された。

不時着 演習・
航空機

1月5日 － 竹富町西
表島

竹富町の西表島北岸の西ｹﾞｰﾀ橋付近の海岸で
長さ240㎝、直径35㎝の空中標的と思われる
物体が漂着しているのを住民が発見した。

漂流物 その
他・そ
の他

1月6日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ2付近で火災が発生。焼
失面積は、約75,000㎡。M60曳光弾により発
火。

原野火災 演習・
火災

1月8日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のﾚﾝｼﾞ7付近で火災が発生。焼
失面積は、約1,000㎡。50㎜口径機関銃によ
り発火。

原野火災 演習・
火災

1月26日 浮原島訓練場 勝連町 浮原島訓練場で火災が発生。焼失面積は、約
25,000㎡。信号弾により発火。なお、同訓練
場での火災は復帰後はじめて。

原野火災 演習・
火災
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3月8日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内のEOD1(廃弾処理場)付近で火
災が発生。焼失面積は、約900㎡。爆破訓練
により発火。

原野火災 演習・
火災

3月11日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 北谷町のｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧北前ｹﾞｰﾄ近くのﾓｰﾀｰﾌﾟｰ
ﾙで、油水分離器からﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料があふれ出
し普天間川に流れた。

油流出 演習・
廃

4月19日 北部訓練場沖 北部訓練
場沖合い

午後9時40分頃、米海兵隊所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが北部訓練場の沖合に墜落し、乗員4名が
死亡する事故が発生する。

墜落 演習・
航空機

4月21日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼失
面積は、約1,000㎡。ﾗｲﾌﾙ銃の曳光弾により
発火。

原野火災 演習・
火災

4月29日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後6時20分頃、F-15C型機1機が後部左側ﾗﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞｷﾞｱが出ない状態で降陸装置に機体を
ﾌｯｸして、東ｼﾅ海側から内陸滑走路(南側)に
着陸した。

着陸失敗 演習・
航空機

5月3日 － 仲里村 漁民がﾘｰﾌ際で米軍のものと思われる漂流物
を発見し、役場駐車場で保管する。漂流物
は、5月28日、民間業者が久米島より泊港ま
で搬送後、米軍が同港で回収した。

漂流物 その
他・そ
の他

5月7日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼失
面積は、約4,550㎡。ﾛｹｯﾄ･ﾗﾝﾁｬｰにより発
火。

原野火災 演習・
火災

5月7日 泡瀬ゴルフ場 北中城村 泡瀬ｺﾞﾙﾌ場から飛んできたｺﾞﾙﾌﾎﾞｰﾙが乗馬ｸﾗ
ﾌﾞの馬に当たり、驚いた馬が暴れたため騎乗
していた3歳の子どもが落馬し、左手首を骨
折した。なお、施設局から県への連絡は事故
から6ヶ月経過後の12月3日であった。

ゴルフボー
ル飛来

その
他・そ
の他

6月4日 嘉手納飛行場 嘉手納町 米海兵隊所属のAV-8ﾊﾘｱｰ機が、嘉手納飛行場
を離陸しようとして、ｴﾝｼﾞﾝ部分から火を吹
き墜落する事故が発生する。

墜落 演習・
航空機

6月15日 － 石垣市
（平久
保)

石垣市平久保の海岸で米軍の漂着物が発見さ
れる。

漂流物 その
他・そ
の他

6月20日 － 国頭村 午前2時頃、米兵が民家に侵入する住居侵入
事件が発生する。その後、米兵は県警によっ
て身柄を拘束される。

住居侵入 その
他・そ
の他

7月12日 － 金武町
（金武）

午後3時15分頃、米兵運転のﾄﾗｯｸが、赤信号
で一時停止中の民間車両等に追突した。

交通事故 演習・
その他

8月11日 － 東村 午前10時25分頃、米海兵隊所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟ
ﾀｰが、東村営ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに緊急着陸する事故が
発生する。

不時着 演習・
航空機

8月13日 キャンプ瑞慶覧 北谷町
（北前）

北谷町北前付近のﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙから油が普天間川
及び海に流出した。

油流出 演習・
廃

8月28日 － 沖縄市
（照屋）

午前1時40分頃、米兵が車を盗難し、その5分
後に民間車両2台に衝突する事件が発生す
る。

窃盗及び当
て逃げ

その
他・そ
の他

9月8日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で火災が発生。焼失
面積は、約40,000㎡。ﾛｹｯﾄ･ﾗﾝﾁｬｰにより発
火。

原野火災 演習・
火災

9月13日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時30分頃、第909空中給油中隊所属の
KC-135のｺｯｸﾋﾟｯﾄから煙が出る。

不時着 演習・
航空機

9月22日 嘉手納飛行場 嘉手納町 台風18号による大雨で、嘉手納飛行場から大
量の雨水が国道58号に流れ込み冠水する。け
が人等はなかったが、車両7～8台が水没す
る。

国道冠水 その
他・そ
の他

9月24日 韓国オサン基地 渡名喜村 嘉手納基地を飛び立った韓国ｵｻﾝ基地所属の
MH-53Jﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、出砂島射爆場で訓練中、
油漏れを起こしたため渡名喜村の急患用ﾍﾘ
ﾊﾟｯﾄに緊急着陸した。

不時着 演習・
航空機

10月2日 － 那覇市 米海兵隊所属の米兵3名が、ﾀｸｼｰ料金を踏み
倒して逃げたとして、那覇署に逮捕される。

無賃乗車 その
他・そ
他
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10月8日 － 沖縄市 午後11時35分頃、沖縄市において米海兵隊所
属の米兵2名が、ﾀｸｼｰ料金を支払わずに逃走
し、追ってきた乗務員の顔等を殴り、負傷を
負わせる事件が発生する。

無賃乗車及
び傷害

その
他・そ
の他

10月19日 普天間飛行場 那覇市 普天間基地所属の米兵が男性2人に軽傷を負
わせたとして、傷害容疑で那覇署に逮捕され
る。

傷害 その
他・そ
の他

10月19日 嘉手納飛行場 嘉手納町 在沖米海軍所属のP-3C対潜哨戒機が4つのｴﾝ
ｼﾞﾝのうち1つがﾄﾗﾌﾞﾙを起こし、ﾄﾗﾌﾞﾙのあっ
たｴﾝｼﾞﾝ1つを止めて、嘉手納飛行場に緊急着
陸した。

不時着 演習・
航空機

11月1日 － 宜野湾市 那覇向けに進行していた米軍ﾄﾗｯｸの荷台から
大型ｼﾞｬｯｷが転落。現場一帯は、2時間以上に
わたって大渋滞となった。

ジャッキ落
下

演習・
その他

11月9日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 海兵隊員3名が酸素ｱｾﾁﾚﾝﾄｰﾁを用いて、展示
用のりゅう弾砲を解体作業中に事故が発生
し、1名が死亡、2名が負傷した。

作業事故 演習・
その他

11月11日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納ﾗﾌﾟｺﾝ(ﾚｰﾀﾞｰ侵入管制)の故障により、
那覇空港を離着陸する民間航空機に影響が出
る(翌12日午後5時50分頃復旧)。米軍は、原
因について建設作業員が誤ってｹｰﾌﾞﾙを切断
したためと発表した。

ラプコン故
障

その
他・そ
の他

12月8日 泡瀬ゴルフ場 北中城村 泡瀬ｺﾞﾙﾌ場の12番ﾎｰﾙから飛んできたｺﾞﾙﾌﾎﾞｰ
ﾙが施設外でﾊﾞｳﾝﾄﾞし、ｺﾞﾙﾌ場近くの会社員
の胸部に当たった。

ゴルフボー
ル飛来

その
他・そ
の他

12月9日 嘉手納弾薬庫地区 石川市 嘉手納ｴｱﾛｸﾗﾌﾞのｾｽﾅC-172型機が嘉手納飛行
場から離陸後、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙがあり、嘉手納弾
薬庫地区内の道路に緊急着陸した。乗員の米
軍人4名は無事。

不時着 演習・
航空機

12月10日 横田飛行場 嘉手納飛
行場内

横田基地所属のC-130型機が嘉手納から飛び
立ったが、約30分後に、4つあるうちの1つの
ｴﾝｼﾞﾝがｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄしたため、当該ｴﾝｼﾞﾝを止め
て3つのｴﾝｼﾞﾝで飛行し、予防措置として嘉手
納に着陸した。

不時着 演習・
航空機

12月21日 普天間飛行場 勝連町
（浮原
島)

普天間基地所属のCH-46型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが水力ﾎﾟﾝ
ﾌﾟの故障のため、浮原島へ緊急着陸した。救
援機1機が現場へ向かい、修理を終え普天間
基地へ無事帰還した。

不時着 演習・
航空機

平成12年
1月5日

嘉手納弾薬庫地区 沖縄市 知花住宅地区のﾎﾞｲﾗｰ室から油が漏れて比謝
川へ流れ出る。油流出事故により企業局の比
謝川ﾎﾟﾝﾌﾟ場で取水が1月5日午後8時から翌6
日午後2時まで18時間停止された。取水再開
にあたって企業局では活性炭を注入した。

油流出 廃

1月6日 伊江島補助飛行場 伊江村 伊江島補助飛行場でﾊﾟﾗｼｭｰﾄ降下訓練が行わ
れた際、重量物1個(270kg)が提供施設内黙認
耕作地に、兵士3名が提供施設外に降下し
た。降下により葉たばこ等の植え付け準備中
のﾏﾙﾁに破損等が生じた。

施設外降下 演

1月14日 普天間飛行場 沖縄市 沖縄市内のﾃﾞｨｽｺ内において普天間基地所属
の米海兵隊員による強姦未遂事件が発生す
る。被疑者は駆けつけた捜査員によって身柄
を拘束される。示談が成立し被害者が告訴を
取り下げたため被疑者は26日に釈放される。

強姦未遂 犯

1月18日 金武ブルー・ビー
チ訓練場

金武町 ﾌﾞﾙｰ･ﾋﾞｰﾁ訓練場への進入道路で、米海兵隊
第31海兵遠征部隊所属の車両が、収穫前のさ
とうきびを踏みつぶし、舗装工事中の縁石を
破損する等の被害を与える。

農作物等被
害

演習

1月19日 嘉手納飛行場 嘉手納町 米軍機C130輸送機のｺｯｸﾋﾟｯﾄ内でﾊﾟｲﾛｯﾄが異
臭を感じたため、予防着陸した。

緊急着陸 航空機

1月27日 嘉手納飛行場 嘉手納町 FA-18ﾎｰﾈｯﾄが模擬弾を使用して発射訓練を
行っていた際、4個のうち1個が発射できな
かったため、念のため予防着陸した。

緊急着陸 航空機

1月28日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ7付近で火災が発生。焼失
面積は、約2,000㎡。84㎜ﾛｹｯﾄ砲により発
火。

原野火災 火災
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2月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ5付近で火災が発生、消火
活動は夜間になり中断、その後自然鎮火。焼
失面積は、約350,000㎡。ﾏｼﾝｶﾞﾝ弾により発
火。

原野火災 火災

2月4日 沖縄北部訓練空域
付近

那覇市北
西の海上
上空

福岡発石垣行きのｴｱｰﾆｯﾎﾟﾝ機が那覇市の北西
40ﾏｲﾙの海上上空で、米海軍所属のFA-18ﾎｰﾈｯ
ﾄと異常接近したことが8日明らかになる。

異常接近 航空機

2月20日 － 沖縄市
（中央）

沖縄市中央の民家に酒に酔った米海軍兵が侵
入し被害者の通報で駆けつけた沖縄署員に現
行犯逮捕される。被疑者は事件送致後、22日
に釈放される。

住居侵入 その他

3月7日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約400㎡。実弾射撃訓練により発
火。

原野火災 火災

3月18日 泡瀬ゴルフ場 北中城村 泡瀬ｺﾞﾙﾌ場の12番ﾎｰﾙからｺﾞﾙﾌﾎﾞｰﾙが飛び出
し、ｺﾞﾙﾌ場近くの会社のｶﾞﾗｽを割り、中で作
業していた男性の額に当たる。

ゴルフボー
ル飛出

その他

3月19日 － 沖縄市 沖縄市の美容室(営業中)に酒を帯びた海兵隊
員が侵入し被害者の通報で駆けつけた沖縄署
員に現行犯逮捕される。被疑者は事件送致
後、22日には釈放される。

住居侵入 その他

3月22日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約200㎡。実弾射撃訓練により発
火。

原野火災 火災

3月30日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地で火災が発生し、
27時間以上経過後に鎮火。焼失面積は、約
105万㎡。実弾射撃訓練により発火。

原野火災 火災

4月7日 ギンバル訓練場 金武町 ｷﾞﾝﾊﾞﾙ訓練場で浜下りで開放中、原因不明の
火災が発生。人身等に被害なし。当日は住民
に開放していたため、訓練は実施していな
い。

原野火災 その他

4月18日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内ﾚﾝｼﾞ10着弾地で火災が発生。
鎮火時間は午後8時45分。焼失面積は、約5千
㎡。実弾射撃訓練により発火。

原野火災 火災

4月19日 嘉手納飛行場 嘉手納町 FA-18ﾎｰﾈｯﾄが訓練中、ｷﾞｱの故障で通常より
早く嘉手納飛行場に帰還した。

緊急着陸 航空機

4月27日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村 在沖米海兵隊の水陸両用車6台がｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ
から宜野座村潟原まで移動の際、誤って提供
水域外の共同漁場に進入し、ｻﾝｺﾞ等を損壊し
た。

施設外通行 その他

5月8日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内廃弾処理場(EOD2)で火災が発生
し、4時間以上経過後に鎮火。焼失面積は、
約940㎡。爆破訓練により発火。

原野火災 火災

5月20日 － 沖縄市
（中央）

沖縄市中央の衣料品店に米海兵隊員4名が侵
入し、現金及び衣類を窃取。付近を通りか
かった米軍捜査機関の捜査官が追跡し、ｷｬﾝ
ﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝのﾒｲﾝｹﾞｰﾄ前で憲兵隊員と停車させ車
内を確認したところ、盗品と思われる商品を
発見し、逮捕した。

窃盗 その他

5月20日 － 沖縄市
（胡屋）

沖縄市胡屋のｽｰﾊﾟｰに、酒に酔った米空軍兵
が侵入。店員に暴行し、調味料など商品を強
取し逃走。被害者などの情報により、被疑者
を任意同行して取り調べしたところ、自供、
逮捕する。

強盗致傷 その他

5月20日 － 沖縄市
（胡屋）

沖縄市胡屋の沖縄警察署前歩道上の沖縄警察
署掲示板のｶﾞﾗｽ等を酒に酔った米海兵隊員が
素手で損壊した。通報により駆けつけた沖縄
署員が逃走する被疑者を現行犯逮捕した。

器物損壊 その他

5月23日 北部訓練場 東村（高
江）

北部訓練場に隣接する東村高江の土地改良区
に米海兵部隊が誤って進入、そこでﾍﾟｲﾝﾄﾎﾞｰ
ﾙ模擬弾を試射する。

施設外立入 その他

5月24日 － 石垣市 石垣島、全日空ﾎﾃﾙ沖合に米軍の漂流物(標
的)が浮遊しているのが発見された。

漂流物漂着 演習・
その他
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5月29日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市 ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧の車両整備場に駐車していたﾌｫｰ
ｸﾘﾌﾄの油圧系統から油漏れがあり、下水を
通って基地外の河川へ流出。流出量は5ﾘｯﾄﾙ
未満。

油流出 廃

5月30日 牧港補給地区 西原町 西原町の古物業者に劣化ｳﾗﾝ弾の薬きょうが
流出していることが判明した。

放射線暴露 その他

6月6日 － 沖縄市
（胡屋）

沖縄市胡屋の県道20号線(通称：くすの木通
り)で米海軍兵が運転するﾄﾚｰﾗｰがくすの木3
本とｶｰﾌﾞﾐﾗｰに接触、くすの木1本が折れた。

道交法違反 演習・
その他

6月11日 － 那覇市
（曙）

那覇市曙の路上において交通事故を起こした
米海兵隊に職務質問を実施したところ突然殴
りかかり、警察官の眼鏡を破損させた。なお
同交通事故は警察官の停止指示を無視して逃
走中に衝突事故を起こしたものであり、車両
は盗まれたものである。

公務執行妨
害罪

その他

6月21日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約625㎡。実弾射撃訓練により発
火。

原野火災 火災

6月23日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ7着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約15,000㎡。実弾射撃訓練により
発火。

原野火災 火災

7月2日 － 北谷町 北谷町の国道58号の路上において、二人の海
兵隊員が器物損壊した白人の逃走の幇助を
行った。

逃走幇助 その他

7月3日 － 沖縄市 沖縄市内の民家に酒に酔った米海兵隊員が侵
入し、女子中学生にわいせつな行為を行う。

住居侵入、
準強制わい
せつ

その他

7月4日 － 宜野湾市 宜野湾市内のﾋﾞｰﾁで、閉じこめられた海兵隊
員が車をｹﾞｰﾄに押して開けようとして同ｹﾞｰﾄ
を損壊した。

器物損壊 その他

7月23日 北部訓練場 東村（高
江）

米海兵隊が東村高江の国有地を提供施設内と
誤って廃棄物を投棄した。

不法投棄 廃

8月4日 普天間飛行場 宜野湾市 普天間飛行場所属KC-130が4つのﾌﾟﾛﾍﾟﾗの
中、一つが不調だったため念のため普天間飛
行場に予防着陸した。

予防着陸 航空機

8月23日 嘉手納飛行場 嘉手納町 海軍VP-4部隊所属P-3Cｵﾗｲｵﾝが嘉手納飛行場
に着陸した際、ﾀｲﾔの一つがﾊﾟﾝｸした。

その他 航空機

8月25日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市 ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧の車両整備場でﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰのﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ(油ぬき取り作業)中に油が漏れ、下水を
通って基地外の河川へ流出。流出量は8ﾘｯﾄﾙ
未満。

油流出 廃

9月21日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約149㎡。実弾射撃訓練により発
火。

原野火災 火災

11月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のｴｱｺﾝ等が保管されている倉庫
から出火。怪我人はいない。

倉庫火災 火災

11月16日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約7,500㎡。実弾射撃訓練により
発火。

原野火災 火災

12月11日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内の野外照明器具等が保管されて
いる倉庫から出火。怪我人はいない。

倉庫火災 火災

12月28日 普天間飛行場 与那城町 普天間飛行場所属CH-46ﾍﾘが油圧系統のﾄﾗﾌﾞﾙ
で与那城町内の公園建設予定地に不時着し
た。

不時着 航空機

12月29日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4着弾地で火災が発生。焼
失面積は、約650,000㎡。実弾射撃訓練によ
り発火。

原野火災 火災

平成13年
1月9日

キャンプ・ハンセ
ン

金武町 金武町の屋外において、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の海
兵隊伍長が女子高校生のｽｶｰﾄをまくり上げ、
所持していたｶﾒﾗで下半身を写真撮影した。

強制わいせ
つ

その
他・刑
法犯等

1月12日 － 伊江村 大型車両5,6台が走行中、後方車両のﾌﾞﾚｰｷが
故障しﾀﾊﾞｺ畑(黙認耕作地)に侵入し、ﾀﾊﾞｺ畑
の8畝が踏みつぶされた。

車両事故 演習・
その他
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1月14日 キャンプ桑江 国頭村 国頭村内のｽﾅｯｸで在沖米国海軍病院勤務の一
等兵曹が、喧嘩の仲裁に入った経営者に対し
て右手人差指打撲の傷害を負わせた。

傷害 その
他・刑
法犯等

1月14日 普天間飛行場 国頭村 上記傷害事件の参考人として交番で事情聴取
されていた普天間基地所属の軍属が傷害事件
の被疑者と口論となり、交番備え付けの机を
手拳で破壊した。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

1月15日 キャンプ・ハンセ
ン

北谷町
（北前）

北谷町北前において、海兵隊員上等兵が屋台
小料理屋の屋根等に放火した。

放火事件 その
他・刑
法犯等

1月20日 キャンプ・ハンセ
ン

北谷町
（北前）

北谷町北前において、海兵隊員が屋台4件に
放火したとして沖縄署に身柄を拘束される。

放火事件 その
他・刑
法犯等

1月22日 普天間飛行場 宜野湾市 KC-135空中給油機が、4つのｴﾝｼﾞﾝのうち1機
の油の量が異常に低い値を示す警告ﾗﾝﾌﾟが点
灯したため、引き返して予防着陸した。

緊急着陸 演習・
航空機

1月25日 キャンプ・ハンセ
ン

名護市
（安部）

名護市安部の国道331号南行き単線で、ｷｬﾝ
ﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ第3海兵師団所属の車両からｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ
とみられる油が約1㎞に渡って流出した。

油流出事故 演習・
廃

2月4日 嘉手納飛行場 沖縄市 嘉手納空軍所属の3等軍曹が、貨物ﾄﾗｯｸを窃
盗し物損事故を起こし、被害車両から逃走す
るところを沖縄警察署に緊急逮捕された。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

2月5日 普天間飛行場 宜野湾市 午後9時40分頃、普天間海兵隊航空基地に帰
還するCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ2機が、同基地上空で接
触した。

接触 演習・
航空機

2月10日 － 那覇市 米海兵隊所属の上等兵が、ｶｰ用品店内におい
て自動車ﾃﾚﾋﾞ用ｱﾝﾃﾅ1個を万引きし、豊見城
署に逮捕される。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

2月14日 嘉手納飛行場 嘉手納飛
行場内

嘉手納飛行場内に埋設された汚水管から、汚
水が流れ出るという事故が発生した。

汚水流出 演習・
廃

2月17日 トリイ通信施設 北谷町
（美浜）

北谷町美浜の国道58号線で、在沖米陸軍第一
特殊部隊所属2等軍曹が、信号待ちのﾊﾟﾄｶｰを
破損しｶｰ用品店内において、自動車ﾃﾚﾋﾞ用ｱﾝ
ﾃﾅ1個を万引きし、豊見城署に逮捕される。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

2月25日 普天間飛行場 那覇市 上記傷害事件の参考人として交番で事情聴取
されていた普天間基地所属の兵長の乗用車
が、道路端の駐車中のﾀｸｼｰに接触し、逃走、
あて逃げ、無免許で逮捕された。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

3月9日 キャンプ瑞慶覧 キャンプ
瑞慶覧内

ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内のｶﾞｿﾝﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞのﾊﾟｲﾌﾟに生じ
た亀裂からｶﾞｿﾘﾝが漏れ、同地区内にある河
川の湧水に流出していることが判明した。

油流出事故 演習・
廃

3月19日 キャンプ・コート
ニー

具志川市 午後9時30分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰで海兵隊伍長
が、駐留軍従業員の車両に向けﾓﾃﾞﾙｶﾞﾝを発
砲する事件が発生した。

発砲事件 その
他・そ
の他

3月28日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 午前5時3分頃、沖縄市運動公園前市道付近
で、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧所属の米海兵隊上等兵が、
盗んだ乗用車で逃走中、検問していたﾊﾟﾄｶｰ
に衝突し現行犯逮捕された。

公務執行妨
害

その
他・刑
法犯等

3月31日 キャンプ瑞慶覧 浦添市 午前1時7分頃、海兵隊員の軍曹が浦添市内の
食料品店の駐車場に止めていた食料品店所有
の車両を窃盗し、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧の憲兵隊が身
柄を拘束している。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

3月31日 － 読谷村
（伊良
皆)

平成12年12月2日午前1時40分頃、読谷村字伊
良皆在のｺﾝﾋﾞﾆ駐車場で米国人少年2名が共謀
し、駐車中の乗用車を窃盗した。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

3月31日 － 名護市
（大西）

平成12年12月2日午前3時5分頃、米国人少年2
名が読谷村で窃盗した車両を名護市大西在の
衣料品店の正面出入口に突っ込み、建物のｱﾙ
ﾐ枠ﾄﾞｱ他11点を損壊した。

建造物損壊 その
他・刑
法犯等

3月31日 － 名護市
（大西）

平成12年12月2日午前3時5分頃、米国人少年2
名が読谷村で窃盗した車両を名護市大西在の
衣料品店の正面出入口に突っ込み、建物内に
ある衣類等31点を損壊した。

器物損壊 その
他・刑
法犯等
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4月1日 キャンプ・ハンセ
ン

沖縄市
（諸見
里)

午前4時40分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の一等兵
が、沖縄市諸見里の飲食店で酒に酔い同店の
出入り口ﾄﾞｱｶﾞﾗｽを破壊し沖縄署に現行犯逮
捕された。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

4月2日 － 具志川市
（栄野
比)

具志川市栄野比の具志川市資源ｺﾞﾐ保管所に
おいて、在沖米軍が使用するM16ﾗｲﾌﾙの実弾
及び空砲が多量発見された。

公火薬類取
締法違反容
疑

その
他・そ
の他

4月5日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納基地
を離陸の際、ﾊﾟｲﾛｯﾄが危険を感じ緊急に離陸
を中止した。

離陸失敗 演習・
航空機

4月11日 嘉手納飛行場 沖縄市 嘉手納基地所属の兵長が、沖縄市内の民家に
侵入し沖縄署に現行犯逮捕された。

住居侵入 その
他・刑
法犯等

4月23日 嘉手納飛行場 北谷町
（美浜）

午後8時頃、嘉手納空軍所属の二等軍曹他1名
が、北谷町美浜に在るｶｰ用品店からﾃﾚﾋﾞを窃
盗しよとし沖縄署に現行犯逮捕された。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

4月28日 － 沖縄市 午後6時45分頃、米人少年5名が沖縄市内のｽ
ﾎﾟｰﾂ店でﾊﾞｽｹｯﾄｼｭｰｽﾞ3足を窃盗、逃走し、そ
の内の一人が逮捕された。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

4月29日 － 石川市 石川市内に居住する海兵隊員の所有する飼い
犬が小学生に傷を負わせ、所有者の海兵隊員
が石川警察署に石川市飼犬条例違反で逮捕さ
れた。

条例違反 その
他・そ
の他

4月30日 トリイ通信施設 嘉手納町 ﾄﾘｲ通信施設の日本人従業員運転の米陸軍大
型特殊自動車からｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙが漏れ、現場から
那覇向けの国道58号線でそれが原因と思われ
る5件の物件事故が発生した。

油流出事故 演習・
廃

5月1日 嘉手納飛行場 沖縄市 午前0時45分頃、嘉手納空軍基地の軍属他1名
が、沖縄市内の駐車場に保管中の駐車違反の
車両を窃取しようとし、沖縄警察署に現行犯
で逮捕された。

窃盗未遂 その
他・刑
法犯等

5月16日 － 佐敷町
（兼久）

午前4時10分頃、佐敷町兼久の民家駐車場で
米国人少年2名がｶｰｺﾝﾎﾟ用品を窃盗中に被害
者に見つかり、被害者に暴行を加え、傷害を
負わせ逃走し与那原署に逮捕された。

強盗致傷 その
他・刑
法犯等

5月19日 － 宜野湾市
（新城）

宜野湾市新城のﾄｰﾏｽ･ﾏｲｹﾙ･ﾜｲﾄﾞﾅｰ(星条旗新
聞勤務)宅ﾍﾞﾗﾝﾀﾞにおいて栽培中の大麻草1本
を宜野湾署員が発見し、大麻取締法違反(栽
培)で現行犯逮捕した。

大麻取締法
違反事件

その
他・そ
の他

5月25日 － 沖縄市 午前2時56分頃、沖縄市内にある契約駐車場
に無断で車両を駐車し、料金を払わずに去ろ
うとした黒人男性2名が、被害者に向け車両
を衝突させ足首に軽傷を負わせ現場から逃走
した。

傷害事件 その
他・刑
法犯等

5月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前5時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米海兵隊
員が、金武町の路上に駐車中の車両からｺﾝﾊﾟ
ｸﾄﾃﾞｨｽｸ他4点を窃取し石川警察署に逮捕され
た。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

6月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前6時55分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米海兵隊
員が、金武在のｱﾊﾟｰﾄに侵入し、被害者に発
見され逃走した。被害なし。

住居侵入 その
他・刑
法犯等

6月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前7時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米海兵隊員
が、金武在のｱﾊﾟｰﾄに侵入し、逃走する際、
隣接する住宅の屋上に設置されたﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽを
損壊した。ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽの絹入りﾋﾞﾆｰﾙ破損(時価
1万円相当)。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

6月5日 普天間飛行場 屋久島 午前10時頃、鹿児島県鹿屋自衛隊基地に向か
う途中の普天間基地所属CH-46ﾍﾘ2機が、鹿屋
基地が天候不良のため屋久島空港に予防着陸
した。被害はなし。同日午後6時頃、普天間
基地に帰還した。

不時着 演習・
航空機

6月8日 － 浦添市
（港川）

午後2時45分頃、嘉手納空軍軍属の家族の自
動車整備工(21歳)と、在沖海軍軍属の家族少
年(18歳)が、浦添市港川で車中からﾋﾞｰﾋﾞｰ弾
を、被害者に対し数発発射した。

暴行事件 その
他・刑
法犯等
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6月8日 － － 午後4時40分頃、ﾋﾞｰﾋﾞｰ弾発射による暴行事
件を捜査中、在沖米海軍軍属少年(18歳)を取
調中、被疑者の車中から大麻を発見し大麻取
締法違反(所持)で逮捕した。

大麻取締法
違反事件

その
他・そ
の他

6月9日 キャンプ・シュワ
ブ

沖縄市
（上地）

後8時45分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ所属の米海兵隊員
が、沖縄市上地在の衣料品店で帽子１点を窃
盗し、沖縄警察署に逮捕された。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

6月11日 嘉手納飛行場 宮崎県 午後6時頃、嘉手納空軍基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ
6機が、嘉手納飛行場の天候不良のため宮崎
県航空自衛隊新田原基地に予防着陸した。被
害なし。6月12日に全機が帰還した。

不時着 演習・
航空機

6月13日 普天間飛行場 宜野湾市 午前7時18分頃、普天間基地所属CH-53Eﾍﾘか
ら宜野湾市大山1-7-1住宅隣にﾊﾞｯｸが落下し
た。人的・物的被害はない。

部品等の落
下

演習・
航空機

6月15日 普天間飛行場 沖縄市 午前5時20分頃、沖縄市内の一般住宅玄関先
に在沖米海兵隊員が侵入し、沖縄警察署が住
居侵入で逮捕した。被害なし。

住居侵入 その
他・刑
法犯等

6月15日 － キャンプ
瑞慶覧内

午後8時頃、在沖米海兵隊ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内にお
いて、覚せい剤を所持・使用したとして、空
軍兵士ら４名が覚せい剤取締法違反(所持・
使用・共同使用)で沖縄警察署に逮捕され
た。

覚せい剤取
締法違反
（所持・使
用・共同使
用）

その
他・そ
の他

6月23日 キャンプ瑞慶覧 北谷町
（北前）

午前4時42分頃、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧所属の海兵隊員
が、北谷町北前のｱﾊﾟｰﾄ1階女性の玄関に侵入
し、沖縄警察署に逮捕された。

住居侵入 その
他・刑
法犯等

6月24日 － 沖縄市
（知花）

午前4時40分頃、在沖米海軍兵員が、沖縄市
知花路上でﾀｸｼｰの後部窓ｶﾞﾗｽを破損し、沖縄
警察署に逮捕された。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

6月29日 嘉手納飛行場 北谷町 午前2時05分頃、嘉手納空軍基地所属兵長
が、北谷町の駐車場で女性に乱暴し、沖縄警
察署に逮捕された。

婦女暴行 その
他・刑
法犯等

7月21日 － 沖縄市
（上地）

午前2時40分頃、在沖米海軍兵員が、沖縄市
字上地先路上で第一種原動機付自転車を引き
倒してﾏﾌﾗｰｶﾊﾞｰを破損し、沖縄警察署に逮捕
された。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

7月21日 － 沖縄市
（山内）

午前5時35分頃、沖縄市山内の駐車場で在沖
米空軍兵長が普通乗用車1台に放火し、沖縄
警察署に現行犯逮捕された。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

8月2日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前11時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ5着弾地付近
において火災が発生、同日午後6時21分鎮
火。被災面積は61,229㎡である。

原野火災 演習・
火災

8月2日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 午前11時24分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ7着弾地
付近において火災が発生、同日午後12時45分
鎮火。被災面積は2,144㎡である。

原野火災 演習・
火災

8月9日 厚木飛行場 嘉手納町 午後4時45分頃、米海軍厚木基地所属のF-18
機1機が、嘉手納飛行場に予防着陸した。

緊急着陸 演習・
航空機

8月23日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 午後1時05分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内ﾚﾝｼﾞ10着弾地
付近において火災が発生、同日午後4時17分
鎮火。被災面積は17,684㎡である。

原野火災 演習・
火災

8月29日 キャンプ・ハンセ
ン

嘉手納町 午前11時4分頃、嘉手納基地第4ｹﾞｰﾄ付近にお
いて、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の大型ﾄﾚｰﾗｰの右後方
車輪から出火、同ﾄﾚｰﾗｰを第4ｹﾞｰﾄ進入路に乗
り入れ消火活動を行い、11時45分鎮火した。

車輪炎上 その
他・刑
法犯等

9月19日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後３時35分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地
付近において火災が発生、同日午後6時45分
鎮火。被災面積は調査中である。

原野火災 演習・
火災

10月9日 嘉手納飛行場 沖縄市 午後6時1分頃、嘉手納空軍所属の軍人・軍属
の息子ら4人が、沖縄市でﾋﾞｰﾋﾞｰ弾1発を発射
し、日本人男性に命中させ、沖縄警察署に逮
捕された。

暴行事件 その
他・刑
法犯等

10月10日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後12時15分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2着弾地
付近において火災が発生、同日午後8時40分
鎮火。被災面積は110,236㎡である。

原野火災 演習・
火災

－ 418 －
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10月11日 韓国テグ基地 国頭村
（安田）

午後8時30分頃、国頭村安田の沖縄県乳用牛
育成ｾﾝﾀｰ敷地内の牧草地に、韓国ﾃｸﾞ基地所
属のMH47型ﾍﾘが予防着陸した。被害等はな
し。

不時着 演習・
航空機

10月15日 キャンプ瑞慶覧 那覇市 午後3時30分頃、那覇市内の銀行に、ｷｬﾝﾌﾟ瑞
慶覧所属の海兵隊員が偽造米100ﾄﾞﾙ紙幣を換
金しようとし、偽造外国通貨行使罪で那覇警
察署に逮捕された。

偽造外国通
貨行使罪

その
他・そ
の他

10月20日 キャンプ・シール
ズ

沖縄市
（中央）

午前3時46分頃、沖縄市中央のﾃﾞｨｽｺ前で、ｷｬ
ﾝﾌﾟ・ｼｰﾙｽﾞ所属の海軍兵士が日本人男性に軽
傷を負わせ、傷害罪で沖縄警察署に逮捕され
た。

傷害罪 その
他・刑
法犯等

10月26日 － 浦添市
（西洲
島）

午前7時22分頃、浦添市西洲島2-9-5地先海岸
に、米軍用訓練弾らしき砲弾が漂着し浦添警
察署が保管した。

砲弾流出 その
他・そ
の他

10月28日 ホワイト・ビーチ
地区

勝連町 午後7時20分頃、ﾎﾜｲﾄ･ﾋﾞｰﾁ地区内で海兵隊員
が所持する銃が暴発した。被害はなし。

銃暴発事故 演習・
その他

11月2日 嘉手納飛行場 沖縄市
（山里）

午後5時30分頃、沖縄市山里の国道330号線沿
いの歩道に基地内から汚水が流出し、嘉手納
空軍施設技術部が流出を止めた。

汚水流出事
故

演習・
廃

11月21日 － 北谷町
（美浜）

午後9時10分頃、北谷町美浜地区において外
国人4人組が、帰宅途中の日本人女性から現
金8万円の入ったﾘｭｯｸｻｯｸをひったくり、徒歩
で逃走した。被害者にｹｶﾞはなかった。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

11月24日 － 北谷町
（美浜）

午前0時頃、北谷町美浜地区において外国人
らしき者が、団地1階ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ待ちの女性の現
金2,800円の入った手提げｶﾊﾞﾝをひったくり
徒歩で逃走した。被害者にｹｶﾞはなかった。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

11月24日 － 北谷町
（美浜）

午前0時45分頃、北谷町美浜地区において外
国人らしき2人組が、雑談中の女性の脇に置
いた現金4,000円の入ったﾊﾝﾄﾞﾊﾞｯｸをかっぱ
らい逃走した。被害者にｹｶﾞはなかった。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

12月17日 － 北谷町
（北谷）

午前7時45分頃、北谷町字北谷在の飲食店
で、黒人男性1名が、店舗のｼｬｯﾀｰを閉めよう
とした店主の顔面を殴打し、逃走した。

暴行被疑事
件

その
他・刑
法犯等

12月29日 － 北谷町
（美浜）

午後10時35分頃、北谷町美浜在の雑居ﾋﾞﾙ横
通路で、外国人白人男性2名が、女子高校生2
名のﾊﾞｯｸﾞをかっぱらい逃走した。

窃盗事件 その
他・刑
法犯等

12月29日 キャンプ・ハンセ
ン

沖縄市 午後11時40分頃、沖縄市在のﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店に
おいて、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の米海兵隊上等兵が
出入口のｶﾞﾗｽ1枚を足蹴りにし損壊させた。

器物損壊 その
他・刑
法犯等

12月30日 キャンプ瑞慶覧 宜野湾市
（普天
間)

午前7時23分頃、宜野湾市普天間在の路上に
おいて、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧所属の海兵隊員が駐車
中の普通乗用車を物色中に一般人に発見さ
れ、現行犯逮捕された。

窃盗未遂 その
他・刑
法犯等

平成14年
1月1日

－ 金武町
（金武）

午前1時頃、金武町金武在のｽﾅｯｸ前路上で、
白人男性4人のうち1人が被害者車両の左ｻｲﾄﾞ
ﾐﾗｰを損壊し、逃走した。

器物損壊 刑法犯

1月3日 キャンプ瑞慶覧及
び牧港補給基地

北谷町
（美浜）

午後11時頃、北谷町美浜地区においてｷｬﾝﾌﾟ
瑞慶覧及び牧港補給地区に居住する海兵隊員
の子供3名が北中城村在男性の乗用車を横転
させ、運転席側ﾄﾞｱﾐﾗｰ及び前後ﾄﾞｱを破損
し、車両で逃走した。

器物損壊 刑法犯

1月4日 － 北谷町
（美浜）

午後7時30分頃、北谷町美浜地区にある衣料
品店で、17～18歳の外国人男女4名が立ち
去った後につけ爪2個(時価3千円相当)が紛失
していることが判明した。

窃盗事件 刑法犯

1月5日 － 北谷町
（北前）

昨年12月21日午後10時頃～22日午前0時30分
頃にかけ、北谷町北前地区において、軍属の
子弟(高校生)が普通貨物自動車1台を窃盗し
沖縄警察署に逮捕された。

窃盗事件 刑法犯

1月7日 － 北谷町
（吉原）

午前4時40分頃、北谷町吉原の女性ｱﾊﾟｰﾄに20
歳の在沖米海軍兵が侵入し、沖縄警察署に逮
捕された。

住居侵入 刑法犯

－ 419 －
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1月13日 － 沖縄市
（中央）

午前4時頃、沖縄市中央在の風俗飲食店内で
友人と飲酒していた被疑者が、ｺｯﾌﾟを投げつ
けｶｳﾝﾀｰ内の鏡を損壊し、沖縄警察署が捜査
中である。

器物損壊 刑法犯

1月20日 － 北谷町 午後8時50分頃、基地内居住の軍属の子供1名
が、県内高校生2名のﾊﾞｯｸﾞを窃取し逃走し
た。被害者らが追跡したところﾊﾞｯｸﾞを放置
した。その直後、基地内在住の軍属と海兵隊
員の子供の2名が被害者らの頭部を素手で数
回殴打し、2月5日に沖縄警察署に逮捕され
た。

事後強盗 刑法犯

1月25日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 午後0時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内EOD2付近で爆
破訓練による原野火災が発生、午後1時38分
鎮火した。被災面積は16㎡である。

原野火災 演習・
火災

1月26日 － 北谷町
（美浜）

午後10時25分頃、北谷町美浜地区において、
17歳くらいの白人・黒人男性2名が会社員男
性に暴行を加え逃走し、沖縄警察署が捜査中
である。

傷害事件 刑法犯

2月4日 キャンプ・シール
ズ

沖縄市 午前4時30分頃、沖縄市内の駐車場におい
て、在沖米海軍ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｰﾙｽﾞ所属の一等水
兵、三等兵曹が軽貨物自動車を横転させ、沖
縄警察署に逮捕された。

車両横転 刑法犯

2月5日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 午前9時20分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内ﾚﾝｼﾞ10付近で
実弾射撃訓練による原野火災が発生、午後0
時37分鎮火した。被災面積は14,000㎡(目視
による概数)である。

原野火災 演習・
火災

2月8日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 午前、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ沖海底から発見された空
砲模擬弾17個、空砲銃弾16箱が米軍のもので
あることをｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞが確認した。当該弾
は音は出るが殺傷能力はないとのことだが、
流出経路等については米軍が調査中である。

砲弾流出 演習・
その他

2月13日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前11時40分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で
実弾射撃訓練による原野火災が発生、午後2
時42分鎮火した。被災面積は46,875㎡の範囲
内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

2月14日 嘉手納飛行場 渡名喜村 午後0時7分頃、渡名喜村の急患用ﾍﾘﾎﾟｰﾄに嘉
手納基地第33救難中隊所属のHH-60型ﾍﾘが油
圧ﾎﾟﾝﾌﾟの一部に不具合が生じ、予防着陸し
た。

不時着 演習・
航空機

2月20日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 午前10時25分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内ﾚﾝｼﾞ10付近
で実弾射撃訓練による原野火災が発生、午後
6時30分鎮火した。被災面積は285,000㎡の範
囲内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

2月20日 － 恩納村 午後5時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝへの進入路上で、近
くに住む小学生が米軍のﾗｲﾌﾙ弾らしい実弾1
個を発見した。

実弾流出 その他
の事
件・事
故

2月21日 キャンプ・ハンセ
ン

恩納村 午前9時07分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内EOD2付近で爆
破訓練による原野火災が発生、午後2時41分
鎮火した。被災面積は18,750㎡の範囲内で延
焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

2月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前10時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で
実弾射撃訓練による原野火災が発生、午後4
時48分鎮火した。被災面積は130,000㎡の範
囲内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

3月6日 米国オハイオ州在
ヤングスタウン米
軍基地

那覇市 午前11時11分頃、ｵﾊｲｵ州ﾔﾝｸﾞｽﾀｳﾝ米空軍予備
部隊第910航空団所属のC-130機が、第4ｴﾝｼﾞﾝ
のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｵｲﾙの低下を示すﾗﾝﾌﾟが点灯したた
め、那覇空港に緊急着陸した。

不時着 演習・
航空機

3月7日 普天間飛行場 宜野湾市 午前11時頃、普天間飛行場内におけるCH-53E
型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの通常整備中に、ﾋｰﾀｰに引火した
が、整備士及び海兵隊普天間緊急ﾁｰﾑによっ
て11時30分頃、鎮火された。

その他 演習・
航空機

－ 420 －
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3月8日 キャンプ瑞慶覧 北中城村 午前1時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧喜舎場ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴ
ﾘｱ入口付近の民間地域で、米軍警備兵4名
が、非常時に基地ｹﾞｰﾄ周辺を警備するための
出動練習を行った。

施設外立ち
入り

演習・
その他

3月11日 － 沖縄市 午後5時30分頃、沖縄北ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ付近の雑木
林内で、米軍の訓練用空砲3,276発、模擬仕
掛け地雷6個、模擬手榴弾2個及び信号弾1個
が発見された。

訓練用空砲
等流出

演習・
その他

3月24日 － 北谷町
（美浜）

午前11時50分、午後0時20分頃、北谷町美浜
地区のｽｰﾊﾟｰで、米軍ﾊｲｽｸｰﾙに通う高校生2名
が、靴2足と薬5瓶を万引きし、その場で逮捕
された。

窃盗事件 刑法犯

3月30日 － 宜野湾市
（大山）

午後7時15分頃、宜野湾市大山のｽｰﾊﾟｰにおい
て、在沖米海兵隊員が窓ｶﾞﾗｽ1枚を損壊し、
宜野湾警察署が任意同行後、目撃者等確認の
うえ、緊急逮捕した。

器物損壊 刑法犯

4月4日 － 那覇市 午前0時20分ころ、外国人(黒人男性)と思わ
れる4名組が、被害者(女性)の友人の車両ﾎﾞﾝ
ﾈｯﾄに置いた財布を置き引きしたもの。4月22
日に、犯人を特定し、事件送致した。

窃盗事件 刑法犯

4月5日 キャンプ・シュワ
ブ

那覇市 午後6時5分ころ、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ所属の一等兵
が、県道82号線を鳥堀交差点から上間交差点
向け進行中、前方で信号待ち中の車両に追突
し、その後、順次合計9台に追突したもの。

車両追突 演習・
その他

4月6日 陸上自衛隊白川分
屯地

沖縄市
（白川）

午前10時頃、陸上自衛隊白川分屯地内(沖縄
市白川)において、実包1発、弾頭付き薬きょ
う6発、薬きょう3個、弾頭1個が発見され
た。

銃弾発見 その他
の事
件・事
故

4月7日 － 宜野湾市
（大山）

午前0時35分ころ、在沖米海兵隊員が、宜野
湾市大山の駐車場に駐車中の被害者所有の普
通乗用車のﾜｲﾊﾟｰ1本を折り曲げ、更に、手拳
でﾎﾞﾝﾈｯﾄを殴打し、凹損させ損壊し、宜野湾
警察署が現行犯逮捕したもの。

器物損壊 刑法犯

4月7日 － 北谷町
（美浜）

午後3時10分頃から午後5時10分頃の間、北谷
町美浜の公園内の野球場において落書きがあ
り、沖縄警察署が広く情報提供を求め被疑者
を特定し、検挙したもの。

建造物損壊 刑法犯

4月7日 キャンプ・シュワ
ブ

宜野座村
（松田）

午後9時30分頃、宜野座村松田において、米
軍の水陸両用車両2台が訓練移動中に民間道
に侵入。

施設外立ち
入り

演習・
その他

4月8日 － 金武町
（金武）

午前0時ころ、金武町字金武の路上で、被害
者が歩行中、前方から徒歩で近づいて来た白
人2名からﾀﾊﾞｺを提示され、被害者は火を要
求されたと思い、「火は持っていない」と答
えたところ、同白人2名にいきなり顔面を殴
打されたもの。

傷害事件 刑法犯

4月8日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時20分頃、嘉手納飛行場上空におい
て、嘉手納基地所属のF-15戦闘機から訓練用
照明弾が落下。

部品の落下 演習・
航空機

4月8日 － 北中城村 午後4時30分頃から翌9日午前8時30分の間
に、北中城村内の教会事務所に海兵隊軍属の
家族2名、空軍軍属の家族2名が侵入し、現金
19万6,630円及び米国通貨438ﾄﾞﾙ他158点(時
価合計9万5,800円相当)を窃盗し、4月15日に
逮捕されたもの。

窃盗事件 刑法犯

4月11日 － 沖縄市 午後4時40分頃、外国人少年らしき2名が、沖
縄市のｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内で、ｷｬﾝﾌﾟﾌｫｽﾀｰ在住の
少年を恐喝し、100円を奪い取ったもの。

恐喝事件 刑法犯

4月11日 － 北中城村 午後5時頃、白人少年らしき者2名が、北中城
村在住の高校生を脅して金品を要求したもの
で、現在、宜野湾署が捜査中である。

恐喝未遂 刑法犯

4月11日 － 宜野湾市 午後11時2分頃、外国人が、薬局からｴｽｴｽﾌﾞﾛ
ﾝ錠8個を持って逃走したもので、現在、宜野
湾署が捜査中である。

窃盗事件 刑法犯
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4月12日 － 石川市
（石崎）

午前0時10分頃、外国人少年2名が、石川市石
崎の石川公園公衆便所内壁等にｽﾌﾟﾚｰを吹き
付け、もって器物を損壊し、石川警察署が現
行犯逮捕したもの。

器物損壊 刑法犯

4月12日 － 沖縄市
（中央）

午後4時8分頃、嘉手納空軍基地内ﾊｲｽｸｰﾙ11年
生が、沖縄市中央のﾌﾟﾘｸﾗｼｮｯﾌﾟからﾌﾟﾘｸﾗｹﾞｰ
ﾑ機に設置されたｶｰﾃﾝ2枚を窃取し、検挙され
たもの。

窃盗事件 刑法犯

4月17日 普天間飛行場 宜野湾市 午後1時頃、普天間飛行場において、普天間
基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから2個の燃料補助
ﾀﾝｸが落下。

部品等の落
下

演習・
航空機

4月22日 － 北谷町
（北前）

午後12時15分頃、軍属の子弟が、北谷町北前
のｽｰﾊﾟｰで、弁当1個他3点(定価合計1,076円
相当)を万引きし、現行犯逮捕したもの。

窃盗事件 刑法犯

4月24日 嘉手納飛行場 沖縄南東
海上

午前9時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、通常飛行訓練中、沖縄南東海上約80ﾏｲﾙ
地点で、風防ｶﾞﾗｽを落下。

部品の落下 演習・
航空機

4月25日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後4時50分頃、空母ｷﾃｨ･ﾎｰｸ搭載機C-2が燃
料漏れのまま嘉手納基地に緊急着陸したも
の。

不時着 演習・
航空機

4月30日 － 金武町 午前0時15分頃、金武町の飲食店において、
飲食代金のﾄﾗﾌﾞﾙから店を追い出されたこと
に憤慨し、従業員の鼻部を打撲し、現行犯逮
捕された。また、刃渡り7㎝のﾅｲﾌも所持して
いた。

傷害・銃刀
法違反事件

その他
の事
件・事
故

5月1日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前8時頃、嘉手納基地外所属のC-17輸送機
が嘉手納飛行場滑走路を移動中、後輪ﾀｲﾔが
ﾊﾟﾝｸしたもの。

その他 演習・
航空機

5月1日 － 国頭村 国頭村辺土名のｺﾞﾐ置き場から618個の空の薬
きょうと銃弾を入れる金属製の箱2個が発見
された。

薬きょう等
流出

その他
の事
件・事
故

5月11日 － 北中城村 午後11時35分頃、北中城村の雑貨店におい
て、外国人の男2名のうち一人が、持ってい
たﾊﾞｽﾀｵﾙを店番の女性の頭からかぶせたが、
女性に騒がれ何もとらず現場から逃走したも
の。

強盗未遂事
件

刑法犯

5月27日 － 座間味村 午前10時頃、座間味村新田海岸に、米海軍の
訓練用標的が漂着し、住民から通報があった
もの。

標的漂着 演習・
その他

5月29日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時50分頃、F-15戦闘機が嘉手納飛行場
に緊急着陸した。

緊急着陸 演習・
航空機

6月1日 － 宜野座村 午前10時頃、宜野座村内の民家敷地でﾍﾞﾙﾄに
入った空砲171個が発見された。空砲は、ﾗｲﾌ
ﾙのものと思われ、全長4.9㎝、直径0.95㎝、
底にLCとの刻印がある。

空砲発見 その他
の事
件・事
故

6月2日 キャンプ・シュワ
ブ

那覇市
（久茂
地)

午前4時30分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ所属の在沖海兵
隊1等兵が、那覇市久茂地の路上において、
通行中の被害者2名に対し殴りかかり、顔面
を殴打するなど暴行を加え、現行犯逮捕した
ものである。

暴行被擬事
件

刑法犯

6月9日 － 北谷町 午後6時45分頃、北谷町在の軍人軍属の家族
(少年3名)が、北谷町在の民家にあった小学
生所有の自転車を解体しているところを、現
行犯逮捕されたもの。

窃盗被疑事
件

刑法犯

6月15日 普天間飛行場 宜野湾市 午前4時35分頃、普天間基地所属の海兵隊員
が、外国人風男性2名と共謀し、宜野湾市在
のｶﾞｿﾝﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞの営業所に侵入したところ
を、現行犯逮捕されたもの。

建造物侵入 刑法犯

6月16日 米国カリフォルニ
ア州在米軍基地

那覇市 午前2時30分頃、米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州在米軍基地所
属の整備士が、那覇市内の飲食店内から時価
1,500円相当のﾗｲﾀｰ1個を窃取し緊急逮捕した
が、米軍の急使であることが判明したことか
ら、翌日釈放したもの。

窃盗被疑事
件

刑法犯
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6月16日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 午前3時5分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所属の海兵隊員
が、沖縄市内の民家に正当な理由がなく侵入
したところを、現行犯逮捕したもの。

住居侵入事
件

刑法犯

6月16日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 早朝、ｷｬﾝﾌﾟ瑞慶覧内から公共下水道へ接続
する管がつまり、生活汚水が白比川に流出し
たもの(6月20日に原因究明し対処した)。

生活汚水流
出

演習・
廃油等

6月18日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前9時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝの給油施設にて、契
約業者が地下ﾀﾝｸのﾊﾞﾙﾌﾞを完全に閉めなかっ
たため、約600ｶﾞﾛﾝのｶﾞｿﾘﾝが流出したもの。

油流出 演習・
廃油等

6月18日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後8時頃、患者輸送中の嘉手納基地外所属
のKC-135が、患者の安全を考慮し、嘉手納基
地に着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

6月19日 － 北谷町
（美浜）

午後9時30分頃、ｷｬﾝﾌﾟｷﾝｻﾞｰ内から乗車した
20歳前後の黒人5人組が、沖縄市胡屋を経由
し北谷町美浜まで乗車し、料金を支払わずに
逃走したもの。

詐欺事件 刑法犯

6月23日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 午前0時35分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所属の海兵隊員
が、沖縄市内の飲食店への入店を断られたこ
とに憤慨し、店主の左顔面を手拳で殴打して
傷害を負わせたもの。

傷害事件 刑法犯

6月24日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納基地に緊急着陸したもの(機体
及び周囲への被害なし)。

緊急着陸 演習・
航空機

6月30日 普天間飛行場 北中城村 午前4時30分頃、普天間基地所属の海兵隊員
が、北中城在の飲食店駐車場内において、注
文した飲食物が出てくるのが遅いことに憤慨
し、乗車していたﾀｸｼｰのﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽ1枚を手拳
で殴打し損壊したもの。

器物損壊 刑法犯

6月30日 － 浦添市 午前10時頃から10時15分までの間、在沖海兵
隊の上等兵が、交際相手の女性に傷害を負わ
せたことで通常逮捕したが、米軍憲兵隊への
照会の結果、平成7年11月20日に脱走兵とし
て手配されていたことが判明したもの。

傷害事件 刑法犯

7月4日 － 金武町 午後9時15分頃、金武町の飲食店において、
店内で玉突きをしていた被害者(外人兵)と口
論になり手拳で顔面を殴打し、さらに別の被
疑者が玉突き用の玉を投げつけ、店内のｵｰﾌﾞ
ﾝﾚﾝｼﾞのｶﾞﾗｽを損壊したもの。

器物損壊 刑法犯

7月5日 － 座間味村 慶留間島の海岸で、長さ47㎝、直径７㎝の漂
着物が発見された。当該漂着物には英語の文
字があることから、那覇防衛施設局は米軍に
対して照会中。

漂着物発見 演習・
その他

7月下旬 厚木飛行場 久米島沖
合

7月22日、24日、25日、29日、30日に、神奈
川県厚木基地所属の米海軍のﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに、公
海上において、操業中の漁船の上空を米軍ﾍﾘ
が旋回飛行する等、操業を妨害される事案が
発生した。

漁業操業妨
害

演習・
その他

7月23日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市
（数久
田)

午後1時15分頃、名護市数久田のﾊﾟｲﾝ畑で、
ｷｬﾝﾌﾟ・ｼｭﾜﾌﾞ内のﾚﾝｼﾞ10から発射されたと思
われる50口径M2重機関銃の弾が発見されたも
の。

被弾事故 演習・
流弾等

7月26日 普天間飛行場 宜野湾市 午後4時50分頃、普天間飛行場において、駐
機中のF-18戦闘機から85ｶﾞﾛﾝのｶﾞｿﾘﾝが漏れ
たもの。

油漏れ 演習・
廃油等

7月31日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時頃、駐機中のF-15戦闘機ｴﾝｼﾞﾝに火災
が生じていることが判明し、すぐにｴﾝｼﾞﾝを
停止し、短時間で鎮火したもの。

エンジン火
災

演習・
航空機

8月1日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前11時頃、屋根付き屋外駐機場において、
F-15戦闘機のｴﾝｼﾞﾝの先端部分の出力を調整
するﾃｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ(尾管)に付着した僅かな燃料が
引火し、戦闘機搭載の消化剤でﾊﾟｲﾛｯﾄが消火
したもの。

エンジン火
災

演習・
航空機

8月2日 普天間飛行場 宜野座村
（松田）

午前8時頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、3発中の1発のｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙにより、宜野座
村松田の海岸に緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機
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8月3日 － 那覇市
（牧志）

午後5時10分頃、在沖海兵隊員が、那覇市牧
志在の露店からｼｰﾙ1枚(時価1,500円相当)を
窃取し、一般人が逮捕し、警察に身柄を引き
渡したもの。

窃盗被疑事
件

刑法犯

8月4日 － 沖縄市
（中央）

午前1時10分頃、沖縄市中央の飲食店におい
て、黒人2名が宜野湾市在住の女性の携帯電
話(時価約1万円相当)を窃取したもの。

窃盗被疑事
件

刑法犯

8月7日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時30分頃、普天間基地所属のUH-1ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰが、航空機のﾌﾗｲﾄ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ(操縦桿)に異
常を感じ、嘉手納飛行場へ緊急着陸したも
の。

緊急着陸 演習・
航空機

8月8日 － 北谷町
（宮城）

午後、嘉手納基地内の高校生2人が、北谷町
宮城の路上で、駐車中の乗用車の運転席ｼｰﾄ
を工具などを使用して盗もうとしたところ
を、通行人に発見され、乗ってきた乗用車で
逃走しようとし、逮捕されたもの。

窃盗未遂事
件

刑法犯

8月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時40分、海兵隊のFA-18戦闘機が、嘉
手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時50分、米空軍のC-130輸送機が、嘉
手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月9日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後0時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で実弾射
撃訓練による原野火災が発生、午後3時26分
鎮火した。被災面積は120,000㎡の範囲内で
延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

8月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時30分、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月10日 － 沖縄市
（園田）

午前1時45分頃、在沖海兵隊福利厚生関係職
員が、沖縄市園田の駐車場で、ﾚｯｶｰ移動され
た自分の車を窃取しようとしたが、従業員に
制止され、駆け付けた警察官に現行犯逮捕さ
れたもの。

窃盗未遂事
件

刑法犯

8月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時50分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月21日 嘉手納飛行場 沖縄南方
海上

午前10時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、沖縄本島南方約60ﾏｲﾙ(約100㎞)の海上に
墜落したもの。ﾊﾟｲﾛｯﾄは軽傷。

墜落 演習・
航空機

8月23日 － 沖縄市 午前1時頃、沖縄市内の海岸で、弾頭部のな
い火薬入りの空砲640発が発見された。空砲
は2種類あり、長さ4.8㎝、直径0.9㎝のもの
が388発、長さ6.5㎝、直径1.2㎝のものが252
発であり、沖縄署は火薬取締法違反(廃棄)の
疑いで捜査を始めた。

空砲発見 その他
の事
件・事
故

8月24日 キャンプ・ハンセ
ン

沖縄市
（山内）

午前1時55分頃、在沖米海兵隊ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所
属の上等兵が、沖縄市山内の民家に侵入した
もの。被疑者は酒に酔っており、1階の寝室
で寝ているところを現行犯逮捕。

住居侵入 刑法犯

8月24日 普天間飛行場 北谷町
（港）

午前3時20分頃、在沖米海兵隊普天間基地所
属の伍長が、北谷町港の民家駐車場で、鍵が
付いている乗用車を盗もうとした疑い。被疑
者は現行犯逮捕。

窃盗未遂事
件

刑法犯

8月24日 横田飛行場 嘉手納町 午後7時15分、横田基地所属のC-9輸送機が、
嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月26日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時30分、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月26日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時30分、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月27日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月27日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前12時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月27日 普天間飛行場 宜野湾市 午後5時頃、普天間基地所属のKC-130輸送機
が、空中給油後、ﾎｰｽが戻らなくなったため
普天間飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機
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8月28日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

8月28日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後3時54分、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で実弾
射撃訓練による原野火災が発生、午後7時30
分鎮火した。被災面積は62,500㎡の範囲内で
延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

8月29日 キャンプ・ハンセ
ン

－ 午前、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の上等兵が、演習参加
のため訪れていたﾌｨﾘﾋﾟﾝで入手した密造拳銃
一丁を、軍事郵便路線を利用して輸入したも
の。

銃刀法及び
関税法違反

その他
の事
件・事
故

8月30日 泡瀬ゴルフ場 － 交際中の飲食店従業員女性宅に乾燥大麻を保
管させたとして、米軍泡瀬ｺﾞﾙﾌ場勤務の米軍
属が、大麻取締法違反の容疑で逮捕されたも
の。

大麻取締法
違反

その他
の事
件・事
故

9月3日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時17分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月3日 普天間飛行場 奄美大島 午後3時30分頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰが、油圧系統のﾄﾗﾌﾞﾙが生じ、随行機1機
とともに奄美大島に緊急着陸し、翌日修理を
終え、離陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月6日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後、台風通過後の点検中、嘉手納飛行場第
４ｹﾞｰﾄ付近の陸貯ﾀﾝｸに入っていたﾃﾞｨｰｾﾞﾙｵｲ
ﾙ396ｶﾞﾛﾝが漏れていることが判明したもの。
原因は、台風時における不可抗力によるもの
と思われる。

油流出 演習・
廃油等

9月7日 － 那覇市
（久茂
地)

午前5時10分頃、在沖米海兵隊1等兵が、料金
を支払う意思も能力もないのに、北谷町北前
から那覇市久茂地までﾀｸｼｰに乗車し、料金
2,490円の財産上不法の利益を得たもの。

詐欺事件 刑法犯

9月7日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時25分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月9日 － 宜野湾市
（真志
喜)

午前2時頃、米軍属の子供1人と日本人の少年
3人が共謀し、宜野湾市真志喜の路上に駐車
していた普通自動車1台を窃取し、後日逮捕
されたもの。

窃盗事件 刑法犯

9月9日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前11時15分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月10日 キャンプ瑞慶覧 名護市
（豊原）

午前5時15分頃、名護市豊原の国道329号にお
いて、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所属の上等兵運転の米軍3
ﾄﾝﾄﾗｯｸが、公務でｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞへ向かう途
中、居眠り運転のため、道路左側の縁石に乗
り上げ、標識をなぎ倒し、水銀灯へ衝突した
もの。

衝突事故 演習・
その他

9月10日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月11日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月12日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後4時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月12日 米本国海軍 嘉手納町 午後5時10分頃、米本国海軍所属のP-3C対潜
哨戒機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したも
の。

緊急着陸 演習・
航空機

9月13日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月14日 － 那覇市
（前島）

午前1時10分頃、那覇市前島3丁目の路上で、
乗車したﾀｸｼｰ内でつばを吐く行為を行い、ﾀｸ
ｼｰ運転手から乗車を拒否されたことに憤慨
し、腰への足蹴りや顔面を殴る等の暴行を加
えたもの。

暴行被擬事
件

刑法犯

9月16日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前11時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月19日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前11時頃、P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

9月19日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時頃、P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機
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9月20日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時から0時15分の間、在沖空軍所管の嘉
手納ﾏﾘｰﾅにおいて、救難訓練の際に発射した
小型の信号発射装置(ﾍﾟﾝﾌﾚｱｰ)の信号弾6発
が、嘉手納町兼久海浜公園へ落下したもの。

信号弾落下
事故

演習・
流弾等

9月27日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後5時、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ2付近で実弾射撃
訓練による原野火災が発生、翌28日午前9時
55分鎮火した。被災面積は200,000㎡の範囲
内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

9月30日 － 沖縄市 午前0時30分頃、沖縄市内の歩道で、外国人
とみられる男が、女性を突き倒して地面に転
倒させたまま逃走した。女性は左足に打撲と
擦過傷を負った。

暴行被疑事
件

刑法犯

10月6日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前1時30分頃、金武町内の駐車場におい
て、米国海兵隊伍長3人が、酒に酔った状態
で、軽貨物自動車を横転させ、犯行を目撃し
たｷｬﾝﾌﾟｶﾞｰﾄﾞ2名に現行犯逮捕され、石川警
察署に身柄を引き渡したもの。

車両横転 刑法犯

10月10日 － 金武町 午前8時35分頃、金武町付近の国道329号沿い
で、米海兵隊所属のﾄﾗｯｸが、国道329号を那
覇向けに進行中、前の乗用車を避けようとし
てﾌﾞﾚｰｷを踏んだところｽﾘｯﾌﾟし、道路左側の
1.5ｍ下の空き地に転落したもの。

車両転落事
故

演習・
その他

10月11日 普天間飛行場 石垣市 午後1時30分頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰ2機が(1機は同伴機)、演習参加の為ﾌｨﾘ
ﾋﾟﾝへ移動中、計器に異常が発生したため、
石垣空港に緊急着陸したもの。

不時着 演習・
航空機

10月13日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 午後10時35分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所属の海兵隊
員が、正当な理由が無く、沖縄警察署東側ﾌｪ
ﾝｽスを乗り越えて庁内敷地内に立ち入り、
もって人の看守する建造物に侵入したもの。

建造物侵入
被疑事件

刑法犯

10月15日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時30分頃、嘉手納基地所属のC-130特殊
作戦機1機が、滑走路を移動中にﾀｲﾔがﾊﾟﾝｸし
たもの。

パンク 演習・
航空機

10月16日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後4時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月17日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後6時30分頃、C-130輸送機から燃料ﾄﾗｯｸに
燃料を移す際に、燃料ﾎｰｽが避け、少量の燃
料が漏れたもの。

燃料漏れ 演習・
廃油等

10月17日 キャンプ・ハンセ
ン

宜野座村 午後10時頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内のｵｽﾌﾟﾚｲ･ﾍﾘ着陸
帯付近で一般演習による原野火災が発生、翌
18日午前7時8分鎮火した。被災面積は30,000
㎡の範囲内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

10月18日 － 北谷町 午後10時30分頃、嘉手納基地所属の空軍一等
兵が、北谷町内の飲食店において、宣伝用の
垂れ幕(1万5千円相当)を盗んだ疑いがあるも
の。

窃盗被疑事
件

刑法犯

10月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月23日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時45分頃、嘉手納飛行場において、空
軍が契約しているﾎﾞｰｲﾝｸﾞ747から、給油中に
燃料が4～5ｶﾞﾛﾝ漏れたもの。

燃料漏れ 演習・
廃油等

10月23日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後4時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月23日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後5時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月25日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後1時頃、嘉手納基地所属のKC-135空中給
油機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機
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10月25日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

10月25日 伊江島補助飛行場 伊江村 午後6時15分頃、伊江島補助飛行場におい
て、嘉手納基地所属のMC-130機によるﾊﾟﾗｼｭｰ
ﾄ降下訓練が行われた際、段ﾎﾞｰﾙで梱包した
水入りのﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器3個(75.3kg)が提供施
設区域外に落下した。人身等への被害はな
し。

パラシュー
ト降下訓練

演習・
その他

10月29日 キャンプ・シュワ
ブ

名護市 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙ(車両整備場)の油分
離槽から約35ｶﾞﾛﾝの油が流出した。施設外へ
の流出はなし。

油流出 演習・
廃油等

10月30日 － 宜野湾市 午後1時20分頃、北谷町在の軍属が、宜野湾
市内の路上において、運転ﾏﾅｰを注意するた
め沖縄市在の男性の襟首を片手で引き寄せる
などの暴行を加え、頸椎捻挫による加療2週
間の傷害を負わせたもの。

傷害披疑事
件

刑法犯

11月2日 キャンプ・コート
ニー

沖縄本島
内

午前1時30分頃、沖縄本島内で、駐車した車
両内において、女性に暴行を加え乱暴しよう
としたが、被害者に激しく抵抗されたため、
その目的を遂げなかったもの。更に、被害者
の携帯電話を取り上げ投げ捨て損壊(時価
2,000円相当)したもの。

強姦未遂・
器物損壊事
件

刑法犯

11月4日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午後0時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ4付近で実
弾射撃訓練による原野火災が発生、同日午後
3時45分鎮火した。被災面積は20,000㎡の範
囲内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

11月5日 嘉手納飛行場 嘉手納町 嘉手納飛行場内のKC-135駐機場付近の燃料貯
蔵建物から航空機燃料約200ｶﾞﾛﾝが流出し
た。施設外への流出はなし。

油流出 演習・
廃油等

11月12日 キャンプ・ハンセ
ン

金武町 午前11時40分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内ﾚﾝｼﾞ5付近で
実弾射撃訓練による原野火災が発生、同日午
後4時40分鎮火した。被災面積は80,000㎡の
範囲内で延焼(目視による概数)。

原野火災 演習・
火災

11月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時頃、C-135が、嘉手納飛行場へ緊急着
陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

11月21日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時頃、F-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

11月26日 キャンプ瑞慶覧 沖縄市 午前0時5分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾌｫｽﾀｰ所属の海兵隊員
が、沖縄市内の路上において、ﾀｸｼｰの助手席
ｼｰﾄｶﾊﾞｰ(時価5千円相当)を両手で引き裂くと
ともに、被害者の顔面を手拳で殴打し、顔面
打撲の傷害を負わせたもの。

器物損壊・
傷害事件

刑法犯

11月29日 キャンプ・シュワ
ブ

沖縄市 午前0時50分頃、ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ所属の海兵隊員
が、沖縄市内の路上に駐車してある軽乗用車
の屋根に、平屋店舗のひさしから飛び降り
て、凹損させたもの(時価約5万円相当)。

器物損壊 刑法犯

11月29日 － 石川市 午後4時40分頃、石川市内の沖縄自動車道の
路肩に、空砲と思われる銃弾193発が落ちて
いるのをﾊﾞｽの運転手が発見。空砲は、長さ
4.8㎝、直径0.9㎝であり、底にはLC99と刻印
されている。石川署は火薬が微量でも入って
いれば、火薬取締法違反(廃棄)の疑いで捜査
を始める予定。

空砲発見 その他
の事
件・事
故

11月30日 － 沖縄市 午前6時30分頃、海兵隊員が、沖縄市内の民
家に侵入し、同所に設置された電気ﾒｰﾀｰｶﾊﾞｰ
1個(被害額1,826円)を木製棒で叩き割り損壊
させたもの。

住居侵入・
器物損壊

刑法犯

12月3日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月3日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前9時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月4日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時30分頃、在沖海軍所属(嘉手納基地所
属)P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機
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発生月日 　関 連 施 設 名 発生場所 概　　　　　　要 事故の種類 備考

12月9日 嘉手納弾薬庫地区 嘉手納弾
薬庫地区
内

午後2時頃、泡瀬ｺﾞﾙﾌ場の移設先である嘉手
納弾薬庫地区において、文化財の調査中に、
ｹｰｽに入った機関銃弾1ｹｰｽ(200発)が発見され
た。

機関銃弾発
見

その他
の事
件・事
故

12月10日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月10日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後3時15分頃、在沖海軍所属(嘉手納基地所
属)P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月10日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後0時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月13日 普天間飛行場 宜野湾市 午後3時16分頃、C-130輸送機が、普天間飛行
場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月14日 － 宜野湾市 午前1時頃、宜野湾市内の駐車場において、ｴ
ﾝｼﾞﾝ鍵付きで駐車中の軽四輪自動車一台(時
価100万円相当)を窃取したもの。

窃盗被疑事
件

刑法犯

12月14日 キャンプ・マクト
リアス

具志川市 午後9時45分頃、具志川市のｷｬﾝﾌﾟ･ﾏｸﾄﾘｱｽ内
において、開催中のｺｰﾄﾆｰｸﾘｽﾏｽﾌｪｽﾀ2002の会
場から被害者の運転するﾀｸｼｰに乗車し、目的
地のｷｬﾝﾌﾟ･ﾏｸﾄﾘｱｽ内でﾀｸｼｰ料金を支払った
後、いきなり3名で被害者の顔面等を殴打
し、傷害を負わせ逃走したもの。

傷害事件 刑法犯

12月20日 キャンプ瑞慶覧 北谷町 午前3時40分頃、海兵隊員が、北谷町内の民
家に侵入したもの。

住居侵入 刑法犯

12月20日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午前10時頃、E-3が、嘉手納飛行場へ緊急着
陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月20日 嘉手納飛行場 嘉手納町 午後2時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘
機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸したもの。

緊急着陸 演習・
航空機

12月23日 キャンプ・ハンセ
ン

名護市
（二見)

午前0時45分頃、名護市二見の国道331号線に
おいて、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ所属の軍人が、北部訓練
場向けに、大型ﾄﾚｰﾗｰでﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰを運搬中
に、道路幅の判断を誤り、積載していたﾌﾞﾙ
ﾄﾞｰｻﾞｰを電柱に接触させて、電柱を倒した。

物損事故 演習・
その他

12月28日 － 北中城村 午前3時42分頃、北中城村内において、西原
町在住の女性が歩いているところを、外国人
風の男性が、いきなり背後から抱きつき、逃
走した。

強制わいせ
つ

刑法犯

12月30日 普天間飛行場 那覇市 午前8時頃、那覇空港内の手荷物検査で、搭
乗予定だった米軍普天間航空隊所属の海兵隊
軍曹が所持していた軍用ﾊﾞｯｸﾞから、機関銃
の実弾(長さ74㎜、直径7.62㎜)18発が発見さ
れた。

実弾持ち込
み

演習・
その他

12月30日 嘉手納飛行場 沖縄市
（知花）

午後4時45分頃、沖縄市知花在のﾎｰﾑｾﾝﾀｰにお
いて、嘉手納航空基地在の軍人の家族が、商
品棚に陳列されていたｶｰ用品(定価2,980円)1
個を窃取したもの。

窃盗 刑法犯

注１：件数は県によって確認されたものである。
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（２）自衛隊関連事故等の概要

発生月日 自衛隊別 発生場所 概　　　　　　　　要 事故種類 備考

昭和48年
3月17日

航空自衛
隊

那覇空港 F-104J機が那覇空港で離陸に際し、両翼ﾀﾝｸを
落下燃焼させ滑走路を走り抜け、北側ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ
地帯で停止した。この事故により滑走路が約
30分間閉鎖され、南西航空隊の一部が遅延し

タンク落
下燃焼

航

7月20日 航空自衛
隊

糸満市（喜
屋武）

那覇基地所属の臨時第1混成群第101飛行隊のﾍ
ﾘｺﾌﾟﾀｰがｴﾝｼﾞﾝの故障により、糸満市喜屋武の
畑地に墜落し、1人が重傷、3人が軽傷を負っ

墜落 航

10月5日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊臨時第83航空隊所属のF-104J機が
那覇空港に胴体着陸した。この事故より、約1
時間滑走路が閉鎖された。

胴体着陸 航

昭和49年
9月10日

航空自衛
隊

沖縄本島北
西海上

南西航空混成団第83航空隊のF-104J戦闘機
が、那覇基地(那覇空港)の北西約28㎞の海上
で、乗員とともに行方不明となった。

墜落 航

昭和55年
1月25日

航空自衛
隊

那覇市 那覇基地内弾薬作業所で、ｻｲﾄﾞ･ﾜﾝﾀﾞｰﾐｻｲﾙを
点検中に同ﾐｻｲﾙの推進薬が爆発し、隊員1人が
死亡、3人が負傷した。

ミサイル
爆発

他

6月10日 航空自衛
隊

那覇空港 ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙから帰投した自衛隊機F-104J迎撃戦闘
機が着陸に失敗し大破、乗員1人が死亡した。

着陸失敗 航

昭和58年
5月23日

航空自衛
隊

那覇空港上
空

南西航空機と航空自衛隊のF-104戦闘機が、那
覇空港上空で異常接近した。

異常接近 航

6月6日 陸上自衛
隊

那覇空港 那覇空港内で陸上自衛隊のﾍﾘｺﾌﾟﾀｰV-107が訓
練中に墜落炎上した。この事故により南西航
空機1便が15分間遅延した。

墜落 航

昭和59年
6月21日

航空自衛
隊

那覇空港 練習機T33Aが離陸に失敗、滑走路北側の消波
ﾌﾞﾛｯｸに衝突し炎上した。この事故により滑走
路が19分間閉鎖され、民間機6機の運航に遅延
が生じた。

離陸失敗 航

昭和60年
5月28日

航空自衛
隊

那覇空港 着陸滑走中の全日空機と、離陸の為誘導路か
ら滑走路へ進入中の航空自衛隊MU-2救難捜索
機が接触。両機とも一部が損傷した。

民間機と
の接触

航

11月7日 陸上自衛
隊

勝連町 ﾐｻｲﾙｺﾝﾃﾅに圧縮空気を注入中ｺﾝﾃﾅのふたが
吹っ飛び、側に立っていた作業中の隊員1名が
死亡した。

コンテナ
作業事故

他

平成2年
2月17日

陸上自衛
隊

宮古島沖 宮古島沖で、救急患者空輸のため県の要請に
より医師を添乗させて出動した陸上自衛隊の
遭難事故が発生。同年５月、陸上自衛隊は事
故の原因は断定出来ないと発表した。

墜落 航

平成6年
5月30日

航空自衛
隊

那覇空港 那覇空港で、航空自衛隊T-33練習機がｵｰﾊﾞｰﾗﾝ
し、滑走路が一時閉鎖され、民間航空機の運
行に支障をきたした。

オーバー
ラン

航

11月21日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊のT-33練習機が、那覇空港誘導路
を走行中、左輪がﾊﾟﾝｸした。この事故により
誘導路が封鎖され、民間機の離発着に支障を
きたした。

タイヤパ
ンク

航

平成8年
1月10日

航空自衛
隊

那覇空港 ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙを起こした航空自衛隊機が那覇空
港に緊急着陸し、これにより滑走路が4分間閉
鎖された。

緊急着陸 航

4月19日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、着陸滑走中、左
右のﾒｲﾝﾀｲﾔがﾊﾟﾝｸし、これにより約60分間滑
走路が閉鎖され、民間機の離発着に支障をき
たした。

タイヤパ
ンク

航

12月12日 航空自衛
隊

那覇空港上
空

那覇空港の滑走路上空約150ｍの付近で、航空
自衛隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機2機と離陸中のｴｱｰﾆｯﾎﾟﾝの
旅客機とが異常接近した。F-4ﾌｧﾝﾄﾑ機は、旅
客機の真上を通過した。

異常接近
（ニアミ
ス）

航

平成9年
11月10日

航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊第83航空隊所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が那
覇空港に着陸した際、車輪が破損し、滑走路
中央付近の東側の草地で停止した。これによ
り1時間15分以上にわたって滑走路が閉鎖さ
れ、民間機の離発着に支障をきたした。

タイヤ破
損

航
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発生月日 自衛隊別 発生場所 概　　　　　　　　要 事故種類 備考

平成10年
5月11日

航空自衛
隊

伊江島沖 航空自衛隊第83航空隊302飛行隊所属のF-4ﾌｧﾝ
ﾄﾑ機が那覇市の北約160㎞の海上に墜落した。
隊員2名は救出された。

墜落 航

7月24日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊機が故障(右翼に入っていた燃料が
本体のﾀﾝｸにうまく流れなかった)により那覇
空港に緊急着陸し、これにより滑走路が10分
間閉鎖された。

緊急着陸 航

10月13日 航空自衛
隊

那覇空港 燃料計に異常が見つかったとして、航空自衛
隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘機が那覇空港に緊急着陸し
た

緊急着陸 航

10月27日 航空自衛
隊

那覇空港 燃料計に異常が見つかったとして、航空自衛
隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘機が那覇空港に緊急着陸し
た

緊急着陸 航

12月17日 航空自衛
隊

那覇空港 車輪の計器表示に異常が見つかったとして、
航空自衛隊F-4ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘機が那覇空港に緊急
着陸した。

緊急着陸 航

平成11年
1月7日

海上自衛
隊

那覇空港 海上自衛隊第5航空群のP-3C対潜哨戒機1機が
電源系統のﾄﾗﾌﾞﾙで那覇空港に緊急着陸した。

緊急着陸 航

6月8日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属のF-4EJ改戦闘機が沖
永良部島付近上空でｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙを起こし、那
覇空港に緊急着陸した。

緊急着陸 航

7月10日 陸上自衛
隊

東恩納弾薬
庫

後方支援隊補給整備隊が、普通科連隊が実施
する即応予備自衛官射撃訓練実施のため、東
恩納弾薬庫において、5.56㎜機関銃弾592発を
交付する際、弾薬1発の不符号があった。

弾薬不符
号

他

平成12年
6月20日

海上自衛
隊

那覇空港 海上自衛隊第5航空群所属のP-3C対潜哨戒機が
那覇空港から長崎空港へ向かう途中、操縦席
の窓ｶﾞﾗｽに数本の亀裂が入ったために、那覇
空港へ引き返した。

緊急着陸 航

7月13日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属T-4型練習機が那覇空
港に着陸し、滑走中にﾌﾞﾚｰｷの油圧配管部に不
具合が発生し、滑走路から逸脱した。

着陸失敗 航

9月19日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属のF-4EJ改ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘
機のｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟから漏れたｵｲﾙがｴﾝｼﾞﾝに流れ込
み、左ｴﾝｼﾞﾝから黒煙が発生し、那覇空港に緊
急着陸した。

緊急着陸 航

9月25日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属のF-4EJ改ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘
機の全ての車輪が格納できないとして、着陸
時の安全確保のため、燃料を海上で投棄し、
那覇空港に緊急着陸した。

緊急着陸 航

10月12日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属のF-4EJ改ﾌｧﾝﾄﾑ戦闘
機が着陸時にﾌﾞﾚｰｷを踏んだが減速できなかっ
たため、停止装置(ﾋｯﾄﾊﾞﾘｱ)を使用し停止し

着陸失敗 航

11月10日 航空自衛
隊

那覇空港 航空自衛隊那覇基地所属の救難用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ(ﾎﾞｰ
ｲﾝｸﾞ107)が訓練中、2基在るｴﾝｼﾞﾝのうち1基の
回転が不安定になったため､那覇空港に緊急着
陸した。

緊急着陸 航

平成13年
2月8日

航空自衛
隊

嘉手納飛行
場

午前10時04分、ﾆｭｰ田原基地(宮崎県)での訓練
に参加した第83航空隊所属のF-4EJ改戦闘機の
1機の油圧計に異常が生じ、嘉手納飛行場に緊
急着陸した。

緊急着陸 演習・
航空機

3月12日 航空自衛
隊

－ 午後6時頃、県内において、航空自衛官二等空
尉が女子を暴行し、逮捕された。

婦女暴行 その
他・刑
法犯等

5月9日 航空自衛
隊

那覇空港 午前8時49分、那覇基地所属のF-4EJ改戦闘機
がBLCﾗｲﾄが点灯したため、那覇空港に緊急着
陸した。

緊急着陸 演習・
航空機

6月25日 航空自衛
隊

北海道 午前10時55分頃、那覇基地所属のF-4EJ機が、
訓練中の北海道北広島市上空で20㎜訓練弾を
188発を不時発射した。

訓練弾の
発射事故

演習・
航空機
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発生月日 自衛隊別 発生場所 概　　　　　　　　要 事故種類 備考

11月27日 航空自衛
隊

那覇空港 午後2時25分頃、訓練から帰還中の那覇基地所
属U-125A型救難捜索機1機が、出発中の日本近
距離航空B-737型機と異常接近した日本近距離
航空機の機長が運輸省に報告した。

異常接近 演習・
航空機

平成14年
1月24日

航空自衛
隊

那覇空港 午後0時7分から11分までの間、航空自衛隊の
F-4戦闘機がｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ系統の故障のため、那覇
空港に緊急着陸し、一時空港を閉鎖した。

緊急着陸 演習・
航空機

1月29日 航空自衛
隊

那覇空港 午後4時8分から11分までの間、航空自衛隊の
F-4戦闘機が離陸後の脚上げが確認できないた
め、那覇空港に緊急着陸し、一時空港を閉鎖
した。

緊急着陸 演習・
航空機

5月8日 航空自衛
隊

那覇空港 午後0時55分から58分までの間、航空自衛隊の
F-4EJ改戦闘機が帰投中異音を感じ、那覇空港
に緊急着陸し、一時空港を閉鎖した。

緊急着陸 演習・
航空機

6月11日 航空自衛
隊

那覇空港 午後0時19分に離陸し、午後1時27分に着陸し
た航空自衛隊のF-4EJ改戦闘機の模擬ミサイル
先端部分(強化ｶﾞﾗｽ製)の一部が不時落下し

部品等の
落下

演習・
航空機

6月19日 航空自衛
隊

那覇空港 午前9時28分から34分までの間、航空自衛隊の
F-4EJ改戦闘機が高揚力装置(ﾌﾗｯﾌﾟ)の不具合
により、那覇空港に緊急着陸し、一時空港を
閉鎖した。

緊急着陸 演習・
航空機

6月26日 埼玉県入
間基地

那覇空港 午前10時47分から52分までの間、埼玉県入間
基地所属(自衛隊)のYS-11機が空調の不具合に
より、那覇空港に緊急着陸し、一時空港を閉
鎖した。

緊急着陸 演習・
航空機

7月18日 航空自衛
隊

那覇空港 午後3時24分から28分までの間、航空自衛隊の
F-4EJ改戦闘機が脚の不具合により、那覇空港
に緊急着陸し、一時空港を閉鎖した。

緊急着陸 演習・
航空機

8月15日 海上自衛
隊

那覇空港 海上自衛隊所属のP-3C対潜哨戒機の補助ｴﾝｼﾞﾝ
についている5×8cmのｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(重さ約10ｇ)
の部品が1個なくなっているのを発見した。同
機の最終ﾌﾗｲﾄは、8月12日である。

部品等の
落下

演習・
航空機

8月16日 陸上自衛
隊

那覇空港 午後4時17分から21分までの間、陸上自衛隊の
LR-2機が右ﾌﾟﾛﾍﾟﾗの回転力が低下したため、
那覇空港に緊急着陸し、一時空港を閉鎖し

緊急着陸 演習・
航空機

9月2日 航空自衛
隊

那覇空港 午後0時33分から1時21分までの間、航空自衛
隊のF-4EJ改戦闘機が着陸の際にﾊﾟﾝｸし、一時
空港を閉鎖した。ﾊﾟﾝｸの原因は、ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾞﾚｰﾆﾝ
ｸﾞ現象と判明した。

緊急着陸 演習・
航空機
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（３）復帰後の米軍航空機事故等

平成14年12月末現在
固定翼機 計138件 ヘリコプター 計79件 合計

Ｆ－１５イーグル 56 ＣＨ－４６ 26

Ｆ－４ファントム 12 ＣＨ－５３ 24

Ｃ－１３０ 14 ＵＨ－１ 14

Ａ－４Ｅスカイホーク 5 Ｈ－３ 4

ＡＶ－８ハリアー 6 ＡＨ－１Ｊ 3

ＫＣ－１３５ 8 ＣＨ－１Ｊ 1

Ｂ－５２ 2 ＳＨ－２Ｆ 1

Ｐ－３Ｃ 10 ＨＨ－６０ 2

ＯＶ－１０ 2 ＭＨ－５３Ｊ 1

ＦＡ－１８ 7 ＭＨ－４７ 1

その他 15 不明 2

不明 1

墜落 25 墜落 15

空中接触 1 移動中損壊 2

部品落下 18 部品等落下 11

着陸失敗 14 低空飛行 1

火炎噴射 1 着陸失敗 1

不時着 67 不時着 47

爆弾投下失敗 1 接触 1

その他 11 その他 1

空軍 86 海兵隊 70

海兵隊 24 空軍 8

海軍 13 海軍 1

不明 12

その他 3

基地内 90 基地内 19

嘉手納飛行場 79 北部訓練場 4

伊江島補助飛行場 3 普天間飛行場 6

普天間飛行場 5 キャンプ・ハンセン 4

キャンプ・ハンセン 1 嘉手納飛行場 2

嘉手納弾薬庫地区 2 キャンプ・シュワブ 2

浮原島訓練場 1

基地外 48 基地外 60

住宅付近 4 住宅付近 13

民間空港 16 民間空港 8

空き地、その他 3 畑など 13

畑など 1 空き地、その他 17

海上 24 海上 8

不明 1

死亡 6 死亡 20

行方不明 5 行方不明 19

重傷 3 重傷 6

軽傷 2 軽傷 12

計（件数） 9 計（件数） 12

計（人員） 16 計（人員） 57

機
種
別

217件

態
様
別

217件

所
属
別

217件

発
生
場
所
別

217件

人
身
事
故
等

21件

備
考

主な事故 主な事故
・1996年12月10日　爆弾投下失敗
FA-
　18　那覇空港の西方約7マイルの海
上
・1997年5月30日　風防ガラス落下
嘉
　手納飛行場内　F-15
・1999年6月4日　離陸の際、墜落炎上
嘉手納基地 AV-8

・1997年5月14日　カバーパネル落下
　落下場所不明 CH-53E
・1998年7月23日　ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内　UH-
　1Nヘリコプター墜落
・1999年4月19日　北部訓練場沖　CH-
　53Eヘリコプター墜落
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（４）復帰後の米軍航空機事故の概要

平成14年12月末現在

発生年月日 発生場所 事故の種類 概　　　　　　要

昭和47年12月4日 宜野湾市 部品落下 宜野湾市の沖縄国際大学建築現場に、普天間飛行場所属のOV10-A
ﾌﾞﾛﾝｺの燃料ﾀﾝｸが落下し、作業員がｶﾞｿﾘﾝ浸しになり、建設中の鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁に亀裂が生じた。

昭和48年2月6日 那覇空港 墜　落 米海軍A-4Eｽｶｲﾎｰｸ機が那覇空港で着陸に失敗し、滑走路南側200m
の進入灯用地内に墜落炎上した。この事故のため、那覇空港の滑
走路が一時閉鎖され、同空港に着陸する予定の航空機は嘉手納飛
行場へ着陸した。

昭和48年8月2日 北部訓練場
内

墜　落 普天間飛行場第36海兵航空群第164ﾍﾘ中隊所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、
北部訓練場内の国頭村伊湯岳頂上付近で墜落し、乗員3人が死亡、
1人が行方不明となった。

昭和48年8月8日 国頭村（安
波）

不時着 普天間飛行場所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが国頭村安波海岸付近を飛行
中、高圧線に接触して安波部落から約300m離れた畑地に不時着し
た。その際、高圧線が破損し、国頭村全域が3時間余にわたり停電
した。

昭和48年9月7日 那覇空港 着陸失敗 ﾀｲ国から一時移駐してきた海兵隊第15海兵航空群第115攻撃中隊所
属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、那覇空港の滑走路のﾊﾞﾘｱに機体を引っかける
着陸ﾐｽを起こした。このため同空港滑走路が30分間閉鎖され､民間
機の運行に支障をきたした｡

昭和48年9月19日 西原村（池
田）

不時着 普天間飛行場所属第36海兵航空群第164中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊のAH-1Jﾍﾘ
ｺﾌﾟﾀｰが、西原村字池田のｷﾋﾞ畑に不時着し、不時着及び救難活動
に伴い約1,100坪の農作物が被害を受けた。

昭和48年9月19日 南大東村 不時着 普天間飛行場第36海兵航空群所属のH-3型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、C-130空中給
油機を伴って南大東上空を飛行中、緊急事態の発生がありC-130空
中給油機が現場へ急行したため、残されたﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが閉鎖中の南大
東空港に不時着した。

昭和48年12月5日 西原村（小
那覇）

墜　落 普天間飛行場第36海兵航空群第164海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊のﾊﾞｰﾄﾙ
V107/H-46ｼｰﾅｲﾄ(中型輸送ﾍﾘ)が、西原村字小那覇の島工業敷地内
社屋新築現場付くに墜落し、乗員4人が死亡し、1人が重傷を負っ
た。また、救難活動の島工業社員1人が軽傷を負ったほか、社員所
有の乗用車両の一部が破損し、付近のｷﾋﾞ畑約20坪が焼けた。な
お、事故現場から約300m離れたところに、南西石油KKの石油貯蔵ﾀ
ﾝｸ基地がある。

昭和49年1月17日 中城村（当
間）

不時着 普天間飛行場第367中型海兵ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ維持大隊所属のUH-1Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、ｴﾝｼﾞﾝ故障のため中城村字当間に不時着したが、民間への被害
はなかった。現場から60ｍ離れた所に東洋石油等の石油基地や民
間の工場が点在している。

昭和49年3月8日 渡嘉敷村前
島沖

墜　落 渡嘉敷村前島沖に、米海兵隊所属のA-4Eｽｶｲﾎｰｸ機が墜落し、洋上
に浮かんでいるﾊﾟｲﾛｯﾄは自衛隊に救出された。

昭和49年7月18日 那覇空港 部品落下 嘉手納基地所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機のﾛｹｯﾄﾗﾝﾁｬｰ(発射装置)が那覇空港に
落下し、那覇空港の滑走路中央部に穴があいた。これにより、同
空港は1時間閉鎖された。

昭和49年9月30日 嘉手納飛行
場内

墜　落 C-130輸送機が離陸に失敗し、嘉手納飛行場に墜落、乗員2人が負
傷した。

昭和50年6月2日 伊江島補助
飛行場沖合
い

墜　落 夜間訓練中の第18戦術戦闘航空団所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、伊江村真
謝の海上約3ﾏｲﾙ沖で墜落し､乗員2人が行方不明になった｡

昭和50年6月24日 北部訓練場
内

墜　落 普天間飛行場第164海兵隊中隊所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが訓練飛行中、
国頭村安波ダム建設現場の工事資材運搬用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟに接触し墜落
炎上、乗員3人が死亡した。

昭和51年3月9日 伊江島補助
飛行場内

部品落下 空対地実射訓練中の米軍機から、JATOと呼ばれるｼﾞｪｯﾄ推進補助ﾀﾝ
ｸがﾀｰｹﾞｯﾄｴﾘｱをそれて施設内の黙認耕作地に落下し、きび畑に被
害を与えた。

昭和51年11月4日 渡嘉敷村沖
合い（ナガ
ンス島）

墜　落 普天間飛行場第462大型ﾍﾘ中隊所属のCH-53ｼｰｽﾀﾘｵﾝ機が、久米島か
ら那覇向けに飛行中、ｴﾝｼﾞﾝ故障のため、那覇の西方約16㎞のﾅｶﾞﾝ
ｽ島(俗称砂島)付近の海上に墜落し、乗員4人全員が行方不明と
なった。

昭和52年3月2日 具志頭村
（具志頭）

不時着 普天間飛行場所属CH-46ｼｰﾅｲﾄが、天候の悪化により、航行の安全
をはかる目的で具志頭村具志頭のｷﾋﾞ畑に不時着した。

昭和52年3月8日 具志川市
（豊原）

不時着 普天間飛行場第367軽ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、機体の
安全確認のため具志川市豊原の畑に不時着した。

昭和52年3月8日 キャンプ・
ハンセン内

不時着 夜間演習中の野戦用大型ﾍﾘが、故障のため沖縄自動車道から約40
ｍのｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内へ不時着した。

昭和52年9月28日 伊江島補助
飛行場

部品落下 伊江島補助飛行場内で模擬弾の投下訓練中、操作ﾐｽにより民家に
隣接するｷﾋﾞ畑に模擬弾が落下する事故が発生した。
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発生年月日 発生場所 事故の種類 概　　　　　　要

昭和52年11月1日 伊江島沖合
い

墜　落 嘉手納飛行場第18戦術戦闘航空団所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が伊江島沖で
墜落し、乗員2名が行方不明となる。

昭和52年11月7日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 B-52戦略爆撃機1機が着陸の際、ﾌﾞﾚｰｷ･ﾄﾞﾗﾑが過熱し、黒煙を噴き
軍消防車3台が出動した。

昭和52年11月9日 宜野座村
（漢那）

不時着 普天間飛行場第36海兵航空群第164海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-
46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ１機が、兵員17名を乗せ北部訓練場へ飛行中、ｴﾝｼﾞﾝ不
調により、宜野座村漢那の民間牧草地に緊急着陸した。風圧によ
り牧草地約3,500坪に被害が発生した。

昭和52年11月28日 嘉手納飛行
場内

着陸失敗 第231海兵攻撃中隊B分遣隊所属のAV-8Aﾊﾘｱｰ垂直離着陸機が、嘉手
納飛行場に着陸の際事故を起こして損傷し、ﾊﾟｲﾛｯﾄ1人が軽傷を
負った。

昭和52年11月29日 嘉手納飛行
場沖合い

墜　落 夜間訓練中の第231海兵攻撃中隊B分遣隊所属のAV-8Aﾊﾘｱｰ垂直離着
陸機が、嘉手納飛行場の西北西21海里の海中へ墜落した。乗員は
救難ﾍﾘで救出された。

昭和53年3月3日 キャンプ瑞
慶覧沖合い

墜　落 普天間飛行場第164海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46ｼｰﾅｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、山口県岩国基地に向け飛行中、キャンプ瑞慶覧ﾊﾝﾋﾞｰ飛行場北
方約150ｍの沖合に墜落し、乗員4人全員が死亡した。

昭和53年5月18日 キャンプ・
ハンセン内

墜　落 嘉手納基地第18戦術戦闘航空団第25戦術戦闘中隊のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機
が、通常飛行訓練中、風防開閉装置の故障により、ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内
の沖縄自動車道西方約200ｍの山中に墜落炎上した。乗員2人はﾊﾟﾗ
ｼｭｰﾄで脱出し、嘉手納基地第131航空宇宙救難隊によって救出され
た。

昭和53年5月26日 キャンプ・
コートニー
周辺（具志
川市）

部品等落下 ｷｬﾝﾌﾟ･ｺｰﾄﾆｰから普天間飛行場向け通常連絡のため飛行中の第164
海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの風防ｶﾞﾗｽが具志川市近辺に
落下した。

昭和53年8月23日 伊江島補助
飛行場周辺

部品落下 午後4時頃、伊江島補助飛行場上空で演習中のﾌｧﾝﾄﾑ機から、演習
用模擬爆弾(MK106通称ｵﾚﾝｼﾞ爆弾)が標的をはずれて、伊江村字東
江上のｷﾋﾞ畑に落下し、被害を与えた。

昭和53年10月18日 具志川市
（宇堅）

不時着 普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-53輸送用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、尾翼
の故障により、具志川市字宇堅の天願川下流海岸近くの空地に不
時着した。

昭和53年10月23日 具志川市
（宇堅）

不時着 普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、操縦部分の
故障により、具志川市字宇堅海岸に不時着した。

昭和53年10月23日 勝連村沖合
い

部品等落下 海上飛行中のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰのﾄﾞｱが、勝連村字南風原の通称浜屋海
岸の沖合約50ｍ地点に落下する事故が発生した。

昭和53年11月13日 名護市 部品落下 嘉手納基地所属のCH-130救難機の給油ﾎｰｽが、名護市の八重岳山中
に落下し、特別高圧電線を切断した。そのため本部町崎本部塩
川、名護市部間、採石場の一部、八重岳一帯が約2時間から8時間
にわたって停電した。

昭和54年6月22日 名護市（豊
原）

不時着 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞから普天間基地へ向かう途中の普天間基地所属の兵員
輸送用ﾎﾞｰｲﾝｸﾞCH-46が、名護市豊原の畑に不時着した。(作物は植
えられていなかった)

昭和55年3月4日 嘉手納飛行
場内

部品落下 離陸しようとしたF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機から、補助燃料ﾀﾝｸ(370ｶﾞﾛﾝ入り)が
落下し、滑走路上で炎上した。

昭和55年4月25日 石川市 不時着 普天間飛行場第1海兵航空団所属の小型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙの
ため、沖縄電力石川発電所構内に不時着した。

昭和55年6月22日 嘉手納飛行
場周辺（海
上）

空中接触 嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機2機が、海上で訓練飛行中、翼
と翼を接触する事故を起こした。2機とも嘉手納飛行場へ無事帰還
した。

昭和55年7月24日 嘉手納飛行
場内

着陸失敗 嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が通常の訓練を終え、同飛行場
に着陸する際、車輪が傾いて滑走路からそれた。

昭和55年8月7日 那覇空港 着陸失敗 F-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が那覇空港に緊急着陸した際、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝし車輪を
破損した。

昭和55年10月2日 普天間飛行
場内

墜　落 通常の離着陸訓練中のOV-10ﾌﾞﾛﾝｺが、普天間飛行場内の滑走路に
墜落し、乗員1人が死亡、1人が負傷した。

昭和55年12月19日 北部訓練場
内

墜　落 普天間基地所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、通常の訓練中に北部訓練場内
で墜落し、乗員3人のうち1人が死亡、2人が重傷を負った。

昭和56年4月14日 恩納村沖合
い

墜　落 嘉手納基地を発進したｼﾞｪｯﾄ戦闘機A-4ｽｶｲﾎｰｸが、恩納村沖で墜落
した。

昭和56年4月20日 粟国空港 不時着 嘉手納基地所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、通常の飛行訓練中、油圧系の
故障により粟国空港に緊急着陸した。

昭和56年5月24日 宮古空港 不時着 ｸﾗｰｸ基地所属のC-130輸送機が、嘉手納飛行場向け弾薬輸送中、電
気系統の故障により、宮古空港に緊急着陸した。

昭和56年7月7日 金武町（中
川）

部品落下 ｸﾞｱﾑ島から飛来したEA3B機から、着陸飛行中に金武町中川の民家
の庭先に重さ21㎏の主脚格納ﾄﾞｱが落下した。
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昭和57年4月6日 粟国島沖合
い

墜　落 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が空対空戦闘訓練中、粟国島沖海上
に墜落した。

昭和57年6月29日 金武湾 部品落下 岩国基地所属のRF-4偵察機が、岩国から嘉手納飛行場向け通常の
飛行訓練中、燃料用補助ﾀﾝｸを金武湾に落とした。ﾀﾝｸは同日、具
志川市字宇堅海岸で回収された。

昭和57年7月20日 具志川市
（志林川）

不時着 普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、具志川市字志林川の住宅地域
に不時着した。

昭和57年8月19日 普天間飛行
場内

不時着 普天間基地で訓練中の輸送ﾍﾘが、離陸する際に滑走路のはずれに
不時着した。場所は普天間第二小学校からわずか200ｍ余の距離で
あった。

昭和57年8月27日 ハンビー飛
行場跡（北
谷町）

不時着 普天間基地所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ﾊﾝﾋﾞｰ飛行場跡に不時着した。

昭和57年10月22日 沖縄東南東
海上

墜　落 嘉手納基地から発進したF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、沖縄の東南東65ﾏｲﾙに墜落
し、2人が救助された。

昭和57年12月29日 ホテル・ホ
テル水域

墜　落 嘉手納基地から発進したF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機2機が、空中戦闘訓練中
海上に墜落し、1人が死亡、1人が救助された。

昭和58年1月19日 与那原町 部品落下 米海軍のP-3C対潜哨戒機から、与那原町在の上の森公園内にｿﾉﾌﾞｲ
(無線浮標)が落下した。

昭和58年3月5日 名護市（豊
原）

不時着 普天間飛行場所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが点検のため、名護市豊原の原
野に緊急着陸した。

昭和58年4月27日 嘉手納飛行
場内

着陸失敗 F-14ﾄﾑｷｬｯﾄ(艦載機)が、嘉手納飛行場に着陸する際に、ﾀｲﾔ1本が
ﾊﾟﾝｸした。

昭和58年5月30日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 岩国基地所属のF-4ﾌｧﾝﾄﾑ機が、嘉手納基地に着陸しようとしたと
ころ、車輪が出ずに胴体着陸し、胴体部分を破損した。

昭和58年6月2日 嘉手納飛行
場

部品落下 F-15ｲｰｸﾞﾙの風防ｶﾞﾗｽがはずれ、滑走路脇の芝生に落下した。

昭和58年7月6日 沖縄市 不時着 普天間飛行場所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが訓練飛行中、油圧系統に故障
が生じ、沖縄市の国体会場造成地横の原野に不時着した。

昭和58年11月10日 沖縄市（泡
瀬）

不時着 普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行中、警告ﾗﾝﾌﾟが点灯したた
め、沖縄市泡瀬の土地造成地に不時着した。

昭和58年11月12日 西原町 不時着 普天間基地所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行中、警告ﾗﾝﾌﾟが点灯したた
め、西原町の宅地造成地に不時着した。

昭和58年12月19日 波照間空港 不時着 嘉手納基地所属のHH-3ﾍﾘが、ﾌｨﾘﾋﾟﾝから嘉手納基地へ帰還途中、ｴ
ﾝｼﾞﾝ不調のため、波照間空港へ緊急着陸した。

昭和59年6月14日 名護漁港構
内

不時着 伊江島から普天間基地向けに飛行中のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、大雨によ
る視界不良のため、名護市の漁港構内の広場に不時着した。

昭和59年7月5日 トリイ通信
施設周辺

低空飛行 ﾄﾘｲ通信施設に隣接した住宅地で、米軍ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが低空飛行した際
の風圧で、ﾊﾟﾊﾟｲｱ1本、植木鉢数個が吹き飛ばされ、室内の花びん
1個が壊された。

昭和59年10月31日 名護市（天
仁屋）

部品等落下 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞから北部訓練場向け飛行中の普天間基地所属CH-53D大
型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの後部ﾄﾞｱが、名護市天仁屋のｷﾋﾞ畑に落下した。

昭和60年2月6日 嘉手納飛行
場内

着陸失敗 嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、着陸後誘導路からはずれて
機体を小破した。

昭和60年7月12日 国頭村（辺
野喜）

墜　落 普天間基地所属のCH-53D型大型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、国頭村字辺野喜大川の
辺野喜ﾀﾞﾑ上流、500ｍ付近に墜落炎上し、乗員4人全員が死亡し
た。

昭和61年1月5日 那覇空港 不時着 普天間飛行場第152海兵給油輸送中隊所属のC-130ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ輸送機
が、岩国から普天間飛行場向け飛行中、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙと悪天候によ
り、那覇空港に不時着した。これにより同空港の滑走路が6分間閉
鎖された。

昭和61年1月19日 那覇空港 不時着 岩国飛行場所属の米海軍機A-7ｺﾙｾｱが飛行中、無線機の故障及び近
隣米軍飛行場の混雑等により那覇空港に不時着。民間機への影響
はなかった。

昭和61年3月22日 嘉手納飛行
場

不時着 ﾃｷｻｽ州ｹﾘｰ空軍基地所属のC5Aｷﾞｬﾗｸｼｰ輸送機が、嘉手納飛行場で離
発着訓練中、第1ｴﾝｼﾞﾝに火災が発生し、不時着した。

昭和61年5月30日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 嘉手納飛行場第909空中給油飛行隊所属のKC-135空中給油機が着陸
する際、左翼端のｴﾝｼﾞﾝが滑走路と接触、着陸を中止し離陸した。
その際、左翼端ｴﾝｼﾞﾝに火災が発生した。

昭和61年6月9日 ホテル・ホ
テル水域周
辺

墜　落 嘉手納飛行場第67戦術戦闘中隊所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、通常訓
練中、沖縄の北東220㎞の海上に墜落。乗組員は脱出後、救出され
た。

昭和61年7月23日 中城村（久
場）

不時着 普天間飛行場第36海兵航空群所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行訓練中、
計器に異常がみられたので、中城村久場の旧久場崎学校地区跡地
に不時着した。
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昭和61年9月20日 国頭村（安
田）

不時着 普天間飛行場所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、点検のため国頭村安田の農
道に不時着した。

昭和61年10月9日 那覇空港 不時着 普天間飛行場所属第36海兵航空群所属のCH-1Jﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、沖縄の
西の海上で通常の訓練飛行中、油圧系統に異常を来たし、那覇空
港の着陸帯芝生に不時着したため、同空港の滑走路が28分間閉鎖
された。

昭和62年1月12日 那覇空港 不時着 嘉手納飛行場向け航行中の米海軍P-3Cｵﾗｲｵﾝ(ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ機)が、強風の
ため那覇空港に不時着。民間機への影響はなかった。

昭和62年1月13日 那覇空港 不時着 普天間飛行場向け飛行中のC-12ｽｰﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴｱ(ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ機)が、強風の
ため那覇空港に不時着。民間航空機への影響はなかった。

昭和62年1月13日 那覇空港 不時着 嘉手納飛行場向け飛行中のC-21ﾘｱｼﾞｪｯﾄが、強風のため那覇空港に
不時着。民間航空機への影響はなかった。

昭和62年1月13日 那覇空港 不時着 嘉手納飛行場向け飛行中のC-130ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞが、強風のため那覇空港
に不時着。民間航空機への影響はなかった。

昭和62年4月6日 与那城村
（平安座）

不時着 普天間飛行場第361重ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-53ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが訓練飛行
中、計器異常のため与那城村平安座の西公園に不時着した。

昭和62年5月16日 国頭村（安
田）

不時着 普天間飛行場所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、北部訓練場内で訓練飛行
中、ｴﾝｼﾞﾝ部分の故障のため、国頭村安田の農地開発地区の農道に
不時着した。

昭和62年5月19日 ホテル・ホ
テル水域付
近

墜　落 嘉手納飛行場第18戦術戦闘航空団所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、空対
空訓練の途中、本島東112㎞の太平洋上に墜落。ﾊﾟｲﾛｯﾄは救出され
た。

昭和62年6月9日 嘉手納飛行
場

部品落下 嘉手納飛行場所属のRF-4ﾌｧﾝﾄﾑ偵察機が、嘉手納飛行場で離陸直後
に、ｶﾞｿﾘﾝﾀﾝｸ2個を落とし滑走路で炎上した。

昭和62年6月10日 嘉手納飛行
場周辺

火炎噴射 嘉手納飛行場所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が曲技飛行中、ｱﾌﾀｰﾊﾞｰﾅｰの
不完全燃焼により、爆発音とともに噴射口から火炎を噴射したた
め、飛行を中止した。

昭和62年6月24日 伊計島 不時着 普天間飛行場所属のUH-1N指揮連絡用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、飛行中、悪天候
のため与那城村伊計島の空き地に不時着した。

昭和62年7月11日 国頭村（楚
州）

不時着 普天間飛行場所属のAH-1J攻撃ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが飛行中、ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝのｵｲﾙ
漏れのため、国頭村楚州の畜産団地の牧草地に緊急着陸した。

昭和62年7月25日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 ｸﾞｱﾑ島から飛来したB52戦略爆撃機のうちの1機が着陸する際、主
輪ﾀｲﾔの1本がﾊﾟﾝｸした。

昭和62年7月27日 鳥島射爆撃
場周辺

被弾事故 米海軍第7艦隊ﾐｯﾄﾞｳｪｰの艦載機FA-18ﾎｰﾈｯﾄが、鳥島射爆撃場空域
で夜間練習中に投下したMK訓練用模擬弾が、鳥島北方の訓練水域
外を航行中、ﾏﾚｰｼｱ船籍貨物船「ﾎﾟﾒｯｸｽ･ｻｶﾞ号」に命中、甲板員が
重傷を負った。

昭和62年7月27日 北部訓練空
域

墜　落 岩国飛行場の第12海兵航空群所属のA-6ｲﾝﾄﾙｰﾀﾞｰ攻撃機が通常訓練
中、沖縄の北西136㎞の海上に墜落した。

昭和62年11月2日 ホテル・ホ
テル水域

墜　落 嘉手納飛行場第15戦術偵察中隊所属のRF-4Cﾌｧﾝﾄﾑが、通常の飛行
訓練中に、沖縄の東北東60ﾏｲﾙ(ﾎﾃﾙ･ﾎﾃﾙ水域内)海上に墜落した。

昭和63年2月26日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 嘉手納飛行場所属第15戦術戦闘航空団所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機が、
着陸して誘導路に進入後、ﾌﾞﾚｰｷが故障し、近くの芝生にはみ出し
た。

昭和63年2月29日 浦添市 不時着 普天間飛行場所属のCH-46ｼｰﾅｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、同飛行場と牧港補給地
区との間を飛行中、警告ﾗﾝﾌﾟが点滅したため、牧港補給地区の北
1.6㎞の浦添市民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに不時着した。

昭和63年8月19日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 米軍の統合演習に参加していた米海兵隊のA-4ｽｶｲﾎｰｸ攻撃機が、飛
行中にﾌﾞﾚｰｷ系統にﾄﾗﾌﾞﾙを生じ、嘉手納飛行場の滑走路上のﾜｲｱに
機体下部のﾌｯｸを引っかけ緊急着陸した。

昭和63年8月19日 嘉手納飛行
場

離陸失敗 RC-135V偵察機が誘導路上でｽﾄｯﾌﾟ。離陸を諦めた。

昭和63年9月14日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 KC-135輸送機が、嘉手納飛行場に着陸する際、車輪がﾊﾟﾝｸした。

昭和63年10月31日 北部訓練場
内

墜　落 普天間飛行場第262中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ2機が、編
隊飛行訓練中衝突し、うち1機が伊湯岳東側の山林に墜落、大破炎
上し、乗員4人が死亡した。他の1機は前脚と車輪を損傷したが普
天間飛行場に帰還した。

平成元年3月14日 伊江島補助
飛行場周辺

墜　落 嘉手納飛行場第33空中救難回収中隊所属のHH-3ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、伊江島
南方18㎞の海上(訓練空域外)で訓練中に墜落し、3人が死亡、2人
が救助された。

平成元年4月19日 那覇空港 不時着 普天間飛行場所属のKC-130輸送機が、厚木から普天間飛行場向け
飛行中、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙが発生し、那覇空港に不時着した。これによ
り同空港の滑走路が34分間閉鎖された。

平成元年4月21日 南シナ海 墜　落 嘉手納飛行場第9戦略偵察航空団第1分遣隊所属のSR-71戦略偵察機
が、嘉手納飛行場から離陸後ｴﾝｼﾞﾝの故障により、南ｼﾅ海に墜落し
た。
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平成元年5月3日 佐敷町（富
祖崎）

不時着 普天間飛行場所属のCH-53大型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、訓練のため知念半島沖
を飛行中、ｴﾝｼﾞﾝに異常を感じ佐敷町富祖崎の野菜畑に緊急着陸し
た。

平成元年5月30日 喜屋武岬南
の海上

墜　落 普天間飛行場第265海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、
夜間上陸演習に参加中、喜屋武岬南32㎞の海上に墜落した。乗員
22人中8人が救助され、14人が行方不明となった。

平成2年1月26日 伊平屋島沖 墜　落 岩国飛行場第542海兵攻撃中隊所属のAV8Bﾊﾘｱｰ攻撃機が、嘉手納飛
行場から韓国向け飛行中、伊平屋島の北北東36㎞の海上に墜落し
た。

平成2年11月29日 キャンプ・
シュワブ沖
合

墜　落 厚木飛行場から飛び立った第7艦隊所属のSH-2Fｼｰｽﾌﾟﾗｲﾄﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
が、那覇の北東46㎞の海上に墜落した。

平成3年11月12日 伊江島補助
飛行場内

訓練物資落下 伊江島補助飛行場内で、訓練飛行中の横田飛行場所属C-130輸送機
から投下された重量4千ﾎﾟﾝﾄﾞの訓練物資が、目的を外れてﾌｪﾝｽ外
の黙認耕作地に落下した。

平成3年11月22日 トリイ通信
施設沖合

部品等落下 ﾄﾘｲ通信施設から伊江島補助飛行場向け飛び立った普天間飛行場所
属のCH-53型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから、宙づり輸送中の物資4箱のうち、重量
1,300ﾎﾟﾝﾄﾞの燃料補給用物資1箱が誤って読谷村都屋沖合に落下し
た。

平成4年3月7日 宜野座村 着陸失敗 訓練飛行中の普天間飛行場所属AH-1W型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞに着陸
する際、ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽｷｯﾄﾞの損傷によりﾊﾞﾗﾝｽを崩して横転。この事
故に関連して破損したと思われるﾛｰﾀｰの一部分(45㎏)が、宜野座
大川ﾀﾞﾑの工事用資材置場付近に落下した。

平成4年10月20日 普天間飛行
場

横転 訓練終了後、第36海兵航空群第262中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46型
輸送ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ﾍﾘﾊﾟｯﾄﾞに着陸後、駐機場に移動中に横転し、大
破した。

平成5年9月1日 嘉手納飛行
場

横転 第18作戦群第33救難中隊所属のHH-3型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、地上移動中に故
障、機体が激しく損傷し、空軍兵1名が死亡し、3名が負傷した。

平成5年9月14日 キャンプ・
ハンセン内

部品等落下 第1海兵航空団第36海兵航空群のCH-53型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｸﾚｰﾝ車(7.5t)
を宙づりにし、移動訓練をしていた際、地上約60ｍからｸﾚｰﾝ車を
落下させた。被害なし。

平成5年12月7日 北中城村 部品等落下 北中城村の県道146号線の路上に、普天間飛行場から飛び立った第
369海兵軽ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のUH-1型ﾋｭｰｲ・ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから、重量約16
㎏の救難ｷｯﾄが落下した。

平成5年12月17日 マイク・マ
イク訓練水
域

墜　落 嘉手納基地から発信した岩国飛行場第115海兵戦闘攻撃中隊所属の
FA-18ﾎｰﾈｯﾄ戦闘攻撃機2機が、通常の訓練中に空中衝突し、沖縄の
南東280㎞の公海上の訓練区域に墜落した。1名は救助、1名は行方
不明。

平成6年4月4日 嘉手納弾薬
庫地区

墜　落 第18航空団第44戦闘中隊所属のF-15C戦闘機が、離陸直後に嘉手納
弾薬庫地区内の黙認耕作地に墜落、炎上した。乗員は脱出。

平成6年4月6日 普天間飛行
場内

墜　落 普天間飛行場で、第262中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、
不時着訓練中に施設内に墜落。ﾛｰﾀｰが吹き飛び、胴体がまっ二つ
に割けた｡乗員4人は自力脱出｡

平成6年8月17日 粟国島北西
の海上

墜　落 嘉手納飛行場を飛び立った岩国基地所属のAV-8Bﾊﾘｱｰ戦闘攻撃機
が、粟国島北西の海上に墜落、乗員は空軍第33航空救難中隊に救
助された。

平成6年11月14日 宮古空港 不時着 普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙを理由に、宮古空
港に緊急着陸した。民間航空機への影響はなかった。

平成6年11月16日 キャンプ・
シュワブ

墜　落 ｷｬﾝﾌﾟ･ｼｭﾜﾌﾞ内で､普天間飛行場第267海兵軽攻撃ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属
のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが演習中に墜落し、乗員1人が死亡し、乗員4人が
重軽傷を負った。

平成7年3月21日 那覇空港 不時着 第18航空団所属のF-15C戦闘機2機が、悪天候を理由に那覇空港に
緊急着陸。民間航空機の離発着に遅れが生じた。

平成7年5月19日 久高島 不時着 久高島の海岸に、普天間基地所属のUH-1ﾍﾘが、油圧警報のﾗﾝﾌﾟが
点灯したため緊急着陸した。人身被害なし。

平成7年7月14日 北中城村
（喜舎場）

部品等落下 第164海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のUH-1Nﾍﾘから、北中城村喜舎場の
民家の屋上に重さ800ｇのﾍﾙﾒｯﾄが落下した。

平成7年7月27日 知念村 不時着 普天間基地第262海兵中型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ中隊所属のCH-46ﾍﾘが油圧警告の
ﾗﾝﾌﾟが点灯したため、知念村の無人防波堤に不時着した。

平成7年9月1日 鳥島近海 墜　落 沖縄本島の西方約50ﾏｲﾙ(約80㎞)の鳥島近海に、嘉手納基地を発進
した岩国基地第542海兵航空攻撃中隊所属のAV-8Bﾊﾘｱｰ機1機が、空
対地模擬弾訓練中に墜落した。

平成7年10月18日 沖縄南方海
上

墜　落 嘉手納基地の南方約65ﾏｲﾙの海上に、嘉手納基地を発進した第44戦
闘飛行中隊所属のF-15C戦闘機1機が、訓練中に墜落した。

平成8年5月25日 糸満市 部品落下 糸満市高嶺の中学校付近の路上に、飛行中の在沖米海軍所属のP-
3C機から、重さ約11㎏のｿﾉﾌﾞｲが落下した。
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平成8年5月30日 那覇空港 不時着 第18航空団所属のF-15戦闘機1機が､嘉手納周辺の悪天候を理由
に、那覇空港に緊急着陸した。出発便の民間機1機に10分間の遅れ
が生じた。

平成8年5月31日 那覇空港 不時着 第18航空団所属のF-15戦闘機2機が、嘉手納周辺の悪天候を理由に
那覇空港に緊急着陸した。民間機への影響はなし。

平成8年10月2日 名護市 不時着 普天間基地所属のCH-46ﾍﾘ1機が、油圧装置に異常が発生したた
め、名護市の嘉陽小学校近くのﾋﾞｰﾁに緊急着陸した。人身被害な
し。

平成8年11月21日 嘉手納基地
周辺

部品等落下 第18航空団第33救難中隊所属のHH-60ﾍﾘから、重さ約1.3㎏のｷｬﾝﾊﾞ
ｽ袋が落下した。落下地点は、嘉手納基地と知花ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｴﾘｱの間と
思われる。

平成8年12月10日 那覇空港の
西方海上

爆弾投下失敗 岩国基地の第121海兵戦闘攻撃中隊に所属するFA-18ﾎｰﾈｯﾄが、ﾋﾞｰﾁ
ｸﾚｽﾄ97の通常訓練の最中に、爆弾投下に失敗し、その後、那覇空
港から西方約7ﾏｲﾙの海上に爆弾を投下した。爆弾は、爆発しな
かった。提供水域外。

平成9年4月15日 渡嘉敷村
(無人島)

不時着 普天間基地第三海兵遠征部隊所属のCH-46Eﾍﾘ1機が、警告灯のﾗﾝﾌﾟ
が点灯したため、那覇の西約30ﾏｲﾙの渡嘉敷村前島に不時着した。

平成9年5月14日 不　明 部品等落下 普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから、重さ約2㎏のｷﾞｱｰﾎﾞｯｸｽのｶ
ﾊﾞｰﾊﾟﾈﾙが落下した。事故当時は概ね海上を飛行中であったが、落
下場所は不明。

平成9年5月30日 嘉手納飛行
場内

部品落下 嘉手納基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機から、離陸直後、同飛行場内に
風防ｶﾞﾗｽが落下した。

平成10年7月23日 宜野座村 墜　落 ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ内中部訓練場で、米海兵隊所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが墜落
した。乗員4名は軽傷。事故の定義や通報の遅れなど日米間で合意
された通報基準の問題点が指摘された。

平成11年1月5日 那覇空港 不時着 嘉手納飛行場所属のF-15戦闘機2機が、同基地上空の悪天候を理由
に、那覇空港へ緊急着陸した。これにより同空港は点検のため2分
間閉鎖された。

平成11年4月19日 国頭村 墜　落 午後9時40分頃、米海兵隊所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが北部訓練場の沖
合に墜落し、乗員4名が死亡する事故が発生する。

平成11年4月29日 嘉手納飛行
場

着陸失敗 午後6時20分頃、F-15C型機1機が後部左側ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｷﾞｱが出ない状
態で降陸装置に機体をﾌｯｸして、東ｼﾅ海側から内陸滑走路(南側)に
着陸した。

平成11年6月4日 嘉手納飛行
場

墜　落 米海兵隊所属のAV-8ﾊﾘｱｰ機が、嘉手納飛行場を離陸しようとし
て、ｴﾝｼﾞﾝ部分から火を吹き墜落する事故が発生する。

平成11年8月11日 東村 不時着 午前10時25分頃、米海兵隊所属のUH-1Nﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、東村営ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
に緊急着陸する事故が発生する。

平成11年9月13日 嘉手納飛行
場

不時着 午後3時30分頃、第909空中給油中隊所属のKC-135のｺｯｸﾋﾟｯﾄから煙
が出る。

平成11年9月24日 渡名喜村 不時着 嘉手納基地を飛び立った韓国ｵｻﾝ基地所属のMH-53Jﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、出
砂島射爆場で訓練中、油漏れを起こしたため渡名喜村の急患用ﾍﾘ
ﾊﾟｯﾄﾞに緊急着陸した。

平成11年10月19日 嘉手納飛行
場

不時着 在沖米海軍所属のP-3C対潜哨戒機が4つのｴﾝｼﾞﾝのうち1つがﾄﾗﾌﾞﾙ
を起こし、ﾄﾗﾌﾞﾙのあったｴﾝｼﾞﾝ1つを止めて、嘉手納飛行場に緊急
着陸した。

平成11年12月9日 嘉手納弾薬
庫地区内

不時着 嘉手納ｴｱﾛｸﾗﾌﾞのｾｽﾅC-172型機が嘉手納飛行場から離陸後、ｴﾝｼﾞﾝﾄ
ﾗﾌﾞﾙがあり、嘉手納弾薬庫地区内の道路に緊急着陸した。乗員の
米軍人4名は無事。

平成11年12月10日 嘉手納飛行
場

不時着 横田基地所属のC-130型機が嘉手納から飛び立ったが、約30分後
に、4つあるうちの1つのｴﾝｼﾞﾝがｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄしたため、当該ｴﾝｼﾞﾝを
止めて3つのｴﾝｼﾞﾝで飛行し、予防措置として嘉手納に着陸した。

平成11年12月21日 勝連町（浮
原島）

不時着 普天間基地所属のCH-46型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが水力ﾎﾟﾝﾌﾟの故障のため、浮原
島へ緊急着陸した。救援機1機が現場へ向かい、修理を終え普天間
基地へ無事帰還した。

平成12年1月19日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 米軍機C-130輸送機のｺｯｸﾋﾟｯﾄ内でﾊﾟｲﾛｯﾄが異臭を感じたため、予
防着陸した。

平成12年1月27日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 FA-18ﾎｰﾈｯﾄが模擬弾を使用して発射訓練を行っていた際、4個のう
ち1個が発射できなかったため、念のため予防着陸した。

平成12年2月4日 那覇市北西
の海上上空

異常接近 福岡発石垣行きのｴｱｰﾆｯﾎﾟﾝ機が那覇市の北西40ﾏｲﾙの海上上空で、
米海軍所属のFA-18ﾎｰﾈｯﾄと異常接近したことが8日明らかになる。

平成12年4月19日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 FA-18ﾎｰﾈｯﾄが訓練中、ｷﾞｱの故障で通常より早く嘉手納飛行場に帰
還した。

平成12年8月4日 普天間飛行
場

緊急着陸 普天間飛行場所属KC-130が4つのﾌﾟﾛﾍﾟﾗの中、一つが不調だったた
め念のため普天間飛行場に予防着陸した。
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平成12年8月23日 嘉手納飛行
場

その他 海軍VP-4部隊所属P-3Cｵﾗｲｵﾝが嘉手納飛行場に着陸した際、ﾀｲﾔの
一つがﾊﾟﾝｸした。

平成12年12月28日 与那城町 不時着 普天間飛行場所属のCH-46ﾍﾘが油圧系統のﾄﾗﾌﾞﾙで与那城町内の公
園建設予定地に予防着陸した。

平成13年1月22日 普天間飛行
場

緊急着陸 KC-135空中給油機が、4つのｴﾝｼﾞﾝのうち1機の油の量が異常に低い
値を示す警告ﾗﾝﾌﾟが点灯したため、引き返して予防着陸した。

平成13年2月5日 宜野湾市 接　触 午後9時40分頃、普天間海兵隊航空基地に帰還するCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ2
機が、同基地上空で接触した。

平成13年4月5日 嘉手納飛行
場

離陸失敗 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納基地を離陸の際、ﾊﾟｲﾛｯﾄ
が危険を感じ緊急に離陸を中止した。

平成13年6月5日 屋久島 不時着 午前10時頃、鹿児島県鹿屋自衛隊基地に向かう途中の普天間基地
所属CH-46ﾍﾘ2機が、鹿屋基地が天候不良のため屋久島空港に予防
着陸した。被害はなし。同日午後6時頃、普天間基地に帰還した。

平成13年6月11日 宮崎県 不時着 午後6時頃、嘉手納空軍基地所属のF-15ｲｰｸﾞﾙ戦闘機6機が、嘉手納
飛行場の天候不良のため宮崎県航空自衛隊新田原基地に予防着陸
した。被害なし。6月12日に全機が帰還した。

平成13年6月13日 宜野湾市
（大山）

部品等落下 午前7時18分頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘから宜野湾市大山1-7-
1住宅隣にﾊﾞｯｸが落下した。人的・物的被害はない。

平成13年8月9日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後4時45分頃、米海軍厚木基地所属のF-18機1機が、嘉手納飛行
場に予防着陸した。

平成13年10月11日 国頭村（安
田）

不時着 午後8時30分頃、国頭村安田の沖縄県乳用牛育成ｾﾝﾀｰ敷地内の牧草
地に、韓国ﾃｸﾞ基地所属のMH-47型ﾍﾘが予防着陸した。被害等はな
し。

平成14年2月14日 渡名喜村 不時着 渡名喜村の急患用ﾍﾘﾎﾟｰﾄに、嘉手納基地第33救難中隊所属のHH-60
型ﾍﾘが油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの一部に不具合が生じ、緊急着陸した。

平成14年3月6日 那覇空港 不時着 ｵﾊｲｵ州ﾔﾝｸﾞｽﾀｳﾝ米空軍予備部隊第910航空団所属のC-130機が、第4
ｴﾝｼﾞﾝのﾌﾟﾛﾍﾟﾗｵｲﾙの低下を示すﾗﾝﾌﾟが点灯したため、那覇空港に
緊急着陸した。

平成14年3月7日 普天間飛行
場

その他 午前11時頃、普天間飛行場内におけるCH-53E型ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの通常整備
中に、ﾋｰﾀｰに引火したが、整備士及び海兵隊普天間緊急ﾁｰﾑによっ
て11時30分頃、鎮火された。

平成14年4月8日 嘉手納飛行
場

部品等落下 嘉手納基地上空において、嘉手納基地所属のF-15戦闘機から訓練
用照明弾が落下。

平成14年4月17日 普天間飛行
場

部品等落下 普天間飛行場において、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰから離陸
の際に2個の燃料補助ﾀﾝｸが離脱し、滑走路に落ちた。けが人無
し。一部燃料漏れ有り。

平成14年4月24日 嘉手納飛行
場

部品等落下 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、通常飛行訓練中、沖縄南東海上
約80ﾏｲﾙ(約128km)地点で風防ｶﾞﾗｽ(ｷｬﾉﾋﾟｰ)を紛失し、嘉手納基地
に着陸した。ﾊﾟｲﾛｯﾄ等の人身被害なし。

平成14年4月25日 嘉手納飛行
場

不時着 空母ｷﾃｨ･ﾎｰｸ搭載機C-2が燃料漏れのまま嘉手納基地に緊急着陸し
た。

平成14年5月1日 嘉手納飛行
場

その他 嘉手納基地外所属のC-17輸送機が嘉手納飛行場滑走路を移動中、
後輪ﾀｲﾔがﾊﾟﾝｸした。

平成14年5月29日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 F-15戦闘機が嘉手納飛行場に緊急着陸した。

平成14年6月18日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後8時頃、患者輸送中の嘉手納基地所属のKC-135が、患者の安全
を考慮し、嘉手納基地に緊急着陸した。

平成14年6月24日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後3時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納基地に緊
急着陸した。

平成14年7月31日 嘉手納飛行
場

エンジン火災 午後3時頃、嘉手納基地に駐機中のF-15戦闘機にｴﾝｼﾞﾝ火災が生じ
たが、消防車が出動し消火した。

平成14年8月1日 嘉手納飛行
場

エンジン火災 午前11時頃、嘉手納基地所属のにF-15戦闘機のｴﾝｼﾞﾝの先端部分の
出力を調整するﾃｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ(尾管)に燃料が付着し火災が生じたが、
消防車が出動し消火した。

平成14年8月2日 宜野座村
（潟原）

不時着 午前8時頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、ｴﾝｼﾞﾝ1機にﾄﾗﾌﾞﾙ
が生じたため、宜野座村潟原ﾋﾞｰﾁに不時着した。その後修理を終
え、午前9時53分に飛び立った。

平成14年8月7日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時30分頃、普天間基地所属のUH-1ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、嘉手納飛行場
から飛び立とうとした際、ﾌﾗｲﾄ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ(操縦桿)に異常を感じたた
め、嘉手納飛行場に緊急着陸した。

平成14年8月9日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時40分頃、嘉手納飛行場にFA-18ﾎｰﾈｯﾄの緊急着陸があっ
た。

平成14年8月9日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時50分頃、嘉手納飛行場に米空軍のC-130輸送機の緊急着陸
があった。

平成14年8月9日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後0時30分頃、嘉手納飛行場に嘉手納基地所属のF-15戦闘機の緊
急着陸があった。
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平成14年8月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前9時50分頃、嘉手納飛行場に嘉手納基地所属のF-15戦闘機の緊
急着陸があった。

平成14年8月21日 沖縄南方海
上

墜落 午前10時頃、嘉手納飛行場所属のF-15戦闘機が、沖縄本島の南方
約60ﾏｲﾙ(約100km)の海上に墜落した。

平成14年8月24日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後7時15分頃、嘉手納飛行場に横田基地所属のC-9輸送機の緊急
着陸があった。

平成14年8月26日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前9時30分頃、嘉手納飛行場に嘉手納飛行場所属のF-15戦闘機の
緊急着陸があった。

平成14年8月26日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時30分頃、嘉手納飛行場に嘉手納飛行場所属のF-15戦闘機
の緊急着陸があった。

平成14年8月27日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時頃、嘉手納飛行場に嘉手納基地所属のF-15戦闘機の緊急
着陸があった。

平成14年8月27日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前12時30分頃、嘉手納飛行場に嘉手納基地所属のF-15戦闘機の
緊急着陸があった。

平成14年8月27日 普天間飛行
場

緊急着陸 午後5時頃、普天間基地所属のKC-130輸送機が、空中給油後、ﾎｰｽ
が戻らなくなったため、普天間飛行場へ緊急着陸した。

平成14年8月28日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後3時30分頃、嘉手納飛行場に嘉手納基地所属のF-15戦闘機の緊
急着陸があった。

平成14年9月3日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前9時17分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年9月3日 奄美大島 不時着 午後3時30分頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが、油圧系統のﾄ
ﾗﾌﾞﾙが生じ、随行機1機とともに奄美大島に緊急着陸し、翌日修理
を終え、離陸した。

平成14年9月7日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後0時25分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年9月9日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前11時15分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場
へ緊急着陸した。

平成14年9月10日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場
へ緊急着陸した。

平成14年9月11日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場
へ緊急着陸した。

平成14年9月12日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後4時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。

平成14年9月12日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後5時10分頃、米本国海軍所属のP-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行
場へ緊急着陸した。

平成14年9月13日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後0時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。

平成14年9月16日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前11時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊
急着陸した。

平成14年9月19日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前11時頃、P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年9月19日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後3時頃、P-3C対潜哨戒機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年10月11日 石垣空港 不時着 午後1時30分頃、普天間基地所属のCH-53Eﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ2機が(1機は同伴
機)、演習参加の為ﾌｨﾘﾋﾟﾝへ移動中、計器に異常が発生したため、
石垣空港に緊急着陸した。

平成14年10月15日 嘉手納飛行
場

その他 午前9時30分頃、嘉手納基地所属のC-130特殊作戦機1機が、滑走路
を移動中にﾀｲﾔがﾊﾟﾝｸした。

平成14年10月16日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後4時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。

平成14年10月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年10月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年10月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年10月23日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後4時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年10月23日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後5時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。

平成14年10月25日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後1時頃、嘉手納基地所属のKC-135空中給油機が、嘉手納飛行場
へ緊急着陸した。

平成14年10月25日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後2時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。
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平成14年11月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後2時頃、C-135が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年11月21日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後2時頃、F-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年12月3日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前9時頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ緊急
着陸した。

平成14年12月3日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前9時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年12月4日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後3時30分頃、在沖海軍所属(嘉手納基地所属)P-3C対潜哨戒機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年12月10日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後2時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年12月10日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後3時15分頃、在沖海軍所属(嘉手納基地所属)P-3C対潜哨戒機
が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年12月10日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後0時30分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。

平成14年12月13日 普天間飛行
場

緊急着陸 午後3時16分頃、C-130輸送機が、普天間飛行場へ緊急着陸した。

平成14年12月20日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午前10時頃、E-3が、嘉手納飛行場へ緊急着陸した。

平成14年12月20日 嘉手納飛行
場

緊急着陸 午後2時45分頃、嘉手納基地所属のF-15戦闘機が、嘉手納飛行場へ
緊急着陸した。
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(５) 原子力軍艦寄港状況
＜復帰前＞

寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 停 泊 港回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）
Ｓ43年 （９回・９隻）
.５ ト ラ イ ト ン 5,940 136.4 107 不 明 那 覇 港１ １
.21 〃 〃 〃 〃 〃 〃２ ２
.20 プ ラ ン ジ ャ ー 3,750 84.9 107 〃 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ３ ３
.23 パ ー ミ ッ ト 3,750 84.9 107 〃 那 覇 港４ ３
.27 ソ ー ド フ ィッシュ 2,570 81.6 95 〃 〃５ ４
.15 クィーンフィッシュ 3,750 84.9 107 〃 〃６ ５
.７ パ ー ミ ッ ト 3,750 84.9 107 〃 〃７ ８
〃 ス ケ ー ト 2,570 81.6 95 〃 〃８
.15 ガ ー ド フ ィッシュ 3,750 84.9 107 〃 〃９ ９

Ｓ44年 （９回・９隻）
10 .21 プ ラ ン ジ ャ ー 3,750 84.9 107 不 明 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ２
11 .19 〃 〃 〃 〃 〃 〃３
12 .21 〃 〃 〃 〃 〃 〃４
13 .30 〃 〃 〃 〃 〃 〃４
14 .22 ス ヌ ー ク 3,075 76.8 93 〃 〃８
15 .23 ソ ー ド フ ィッシュ 2,570 81.6 95 〃 那 覇 港８
16 10.２ サ ー ゴ 2,570 81.6 95 〃 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ
17 10.13 〃 〃 〃 〃 〃 〃
18 11.21 ス ヌ ー ク 3,075 76.8 93 〃 〃

Ｓ45年 （１５回・１５隻）
19 .８ ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 107 時間 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ１ １
20 .19 〃 〃 〃 〃 30分 〃２
21 .６ ス カ ル ピ ン 3,075 76.8 93 不 明 〃３
22 .12 〃 〃 〃 〃 〃 〃３
23 .10 パ ー ミ ッ ト 3,075 84.9 107 〃 〃５
24 .17 〃 〃 〃 〃 時間 〃５ ２
25 .22 ス カ ル ピ ン 3,075 76.8 93 不 明 〃５
26 .27 〃 〃 〃 〃 〃 〃５
27 .28 〃 〃 〃 〃 〃 〃５
28 .13 〃 〃 〃 〃 〃 〃７
29 .21 ハ ー ド ッ ク 3,750 84.9 107 〃 〃７
30 .30 ア ス プ ロ 4,250 89.0 107 〃 〃９
31 10.５ ハ ー ド ッ ク 3,750 84.9 107 〃 〃
32 10.23 ト ー ト グ 4,250 89.0 不明 〃 〃
33 11.９ ア ス プ ロ 4,250 89.0 107 〃 〃

Ｓ46年 （１５回・１６隻）
34 .30 ス ヌ ー ク 3,075 76.8 93 時間 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ１ １
35 .３ ト ー ト グ 4,250 不 明 〃２ 89.0 107

ス ヌ ー ク 3,075 76.8 93 〃 〃
36 .７ 〃 〃 〃 〃 〃 〃２
37 .17 〃 〃 〃 〃 〃 〃２
38 .26 〃 〃 〃 〃 〃 〃２
39 .６ ソ ー ド フィッシュ 2,570 81.6 95 〃４ ２日17時間40分

40 .29 ス ヌ ー ク 3,075 76.8 93 ～３時間 〃４ ２
41 .10 ソ ー ド フ ィッシュ 2,570 81.6 95 〃 〃５
42 .23 〃 〃 〃 〃 不 明 〃６
43 .７ パ フ ァ ー 4,250 89.0 107 〃 〃８
44 .13 〃 〃 〃 〃 〃 〃８
45 10.17 ス キ ャ ン プ 3,075 76.8 93 〃 〃
46 11.12 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 107 日 〃２
47 12.５ 〃 〃 〃 〃 日 〃２
48 12.６ クィーンフィッシュ 3,750 84.9 107 日 〃２

Ｓ47年 （７回・７隻）
49 .22 フ ラ ッ シ ャ ー 3,800 89.1 107 ～３時間 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ１ ２
50 .24 〃 〃 〃 〃 ～２時間 〃１ １
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寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 停 泊 港回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）

51 .26 フ ラ ッ シ ャ ー 3,800 89.1 107 不 明 ﾎﾜｲﾄﾋ ﾞｰﾁ１
52 .30 〃 〃 〃 〃 〃 〃１
53 .１ 〃 〃 〃 〃 日 〃２ ４
54 .８ 〃 〃 〃 〃 不 明 〃２
55 .12 〃 〃 〃 〃 30分 〃２

寄港地：ホワイト・ビーチ地区＜復帰後＞
寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 備 考回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）
Ｓ47年 （７回・７隻）

１ .19 フ ラ ッ シ ャ ー 3,800 89.1 107 約１時間６
２ .１ ポ ギ ー 4,250 89.0 120 20分８

.20 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 107 時間27分３ ８ ２
４ .21 ホ ー ク ビ ル 4,250 89.0 107 時間17分８ １
５ 10.13 ポ ギ ー 4,250 89.0 120 13分

10.18 〃 〃 〃 〃 分６ ７
７ 10.22 〃 〃 〃 〃 分６

Ｓ48年 （３回・３隻）
８ .４ ピ ン タ ー ド 4,250 89.0 107 54分１

.11 パ フ ァ ー 4,250 89.0 107 24分９ ２
10 10.２ ガ ー ド フィッシュ 3,750 84.9 107 分８

Ｓ51年 （１回・１隻）
11 .４ ス キ ャ ン プ 3,070 76.8 93 日９ ４

Ｓ52年 （１回・１隻）
12 .４ バ ー ブ 3,750 84.9 121 15分４

Ｓ54年 （１回・１隻）
13 10.２ ピ ン タ ー ド 4,250 89.0 116 約15分

Ｓ55年 （４回・５隻）
14 .９ ア ス プ ロ 4,250 89.0 107 日３ ３
15 .16 〃 22分３ 〃 〃 〃

ロ ン グ ビ ー チ 14,200 219.9 1,045 ２日 巡 洋 艦
16 .21 〃 〃 〃 〃 ２日 〃３
17 .９ ト ー ト グ 4,250 89.0 117 11分９

Ｓ56年 （１回・１隻）
18 .19 クィーンフィッシュ 4,250 89.0 119 約15分１

Ｓ61年 （３回・３隻）
19 .19 タ ニ ー 4,460 92.1 130 10時間55分８
20 11.26 サ ン フ ラ ンシスコ 6,000 109.7 130 日４
21 11.30 〃 〃 〃 〃 44分

Ｓ62年 （１０回・１０隻）
22 .６ ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 35分３
23 .28 〃 〃 〃 〃 35分４
24 .７ ポ ー ツ マ ス 6,000 109.7 130 15分５
25 .14 〃 〃 〃 〃 15分７
26 .15 〃 〃 〃 〃 分７ ３
27 .５ バ ッ フ ァ ロ ー 6,000 109.7 130 16分８
28 .10 〃 〃 〃 〃 分８ ９
29 .29 パ ー ミ ッ ト 3,750 130 24分９ 84.9
30 11.28 フ ラ ッ シ ャ ー 3,800 89.1 130 15分
31 12.10 ポ ギ ー 4,250 89.0 130 分５

Ｓ63年 （１１回・１１隻）
32 .29 フ ラ ッ シ ャ ー 3,800 89.1 130 10分１
33 .19 ソルトレイクシティ 6,000 109.7 130 日２ ４
34 .18 ホ ー ク ビ ル 4,250 89.0 130 17分３
35 .21 ソルトレイクシティ 6,000 109.7 130 12分３
36 .25 オ マ ハ 6,000 109.7 130 日 接 岸４ ３
37 .26 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 130 12分 沖 合 停 泊４



－ －444

寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 備 考回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）

38 .９ 〃 〃 〃 〃 分 沖 合 停 泊６ ７
39 .10 〃 〃 〃 〃 17分 沖 合 停 泊６
40 .11 〃 〃 〃 〃 分 沖 合 停 泊６ ７
41 .21 プ ラ ン ジ ャ ー 3,750 84.9 130 日 接 岸７ ２
42 11.６ ガ ー ド フィッシュ 3,750 84.9 130 分 沖 合 停 泊５

Ｈ元年 （３回・３隻）
43 .９ ロス・アンジェルス 6,000 109.7 130 日 接 岸１ ４
44 .18 ル イ ・ ビ ル 6,000 109.7 130 22分 沖 合 停 泊４
45 .19 〃 〃 〃 〃 19分 沖 合 停 泊４

Ｈ２年 （９回・９隻）
46 .17 ハ ー ド ッ ク 3,750 84.9 130 日 接 岸１ ３
47 .22 〃 〃 〃 〃 時間45分 接 岸１ １
48 .19 パ フ ァ ー 4,250 89.0 107 分 沖 合 停 泊２ ４
49 .25 オ マ ハ 6,000 109.7 130 44分 接 岸２
50 .28 ソルトレイクシティ 6,000 109.7 130 10分 沖 合 停 泊２
51 .28 オ マ ハ 6,000 109.7 130 17分 沖 合 停 泊２
52 .17 ガ ー ド フ ィッシュ 3,750 84.9 130 日 接 岸５ ３
53 .23 〃 〃 〃 〃 日 接 岸５ ３
54 .27 〃 〃 〃 〃 時間28分 接 岸５ ５

Ｈ３年 （４回・４隻）
55 .25 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 130 14分 沖 合 停 泊５
56 .17 ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 23分 沖 合 停 泊６
57 10.５ パ フ ァ ー 4,250 89.0 130 分 沖 合 停 泊８
58 11.30 ニューヨークシティ 6,000 109.7 130 28分 沖 合 停 泊

Ｈ４年 （７回・７隻）
59 .11 サ ン フ ラ ンシスコ 6,000 109.7 130 分 沖 合 停 泊１ ９
60 .27 インディアナポリス 6,000 109.7 130 96時間 接 岸１
61 .17 〃 〃 〃 〃 51分 沖 合 停 泊３
62 .18 〃 〃 〃 〃 66時間 接 岸３
63 .21 〃 〃 〃 〃 １時間25分 沖 合 停 泊３
64 .25 ド ラ ム 4,250 89.0 130 43分 沖 合 停 泊５
65 .６ ト ー ト グ 4,250 89.0 130 時間 沖 合 停 泊６ １

Ｈ５年 （１７回・１７隻）
66 .１ ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 70時間 接 岸２
67 .26 ポ ギ ー 4,250 89.0 130 31時間55分 沖 合 停 泊２
68 .26 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 130 69時間47分 接 岸３
69 .29 〃 〃 〃 〃 26時間42分 接 岸３
70 .30 〃 〃 〃 〃 45分 沖 合 停 泊４
71 .12 ポ ギ ー 4,250 89.0 130 分 沖 合 停 泊５ ７
72 .23 〃 〃 〃 〃 時間21分 沖 合 停 泊５ ２
73 .26 キ ャ バ ラ 4,460 92.1 130 52時間32分 接 岸５
74 .29 ガ ー ナ ー ド 4,250 89.0 130 19分 沖 合 停 泊５
75 .７ 〃 〃 〃 〃 分 沖 合 停 泊６ ８
76 .３ ホ ー ク ビ ル 4,250 89.0 130 20分 沖 合 停 泊７
77 .15 キ ャ バ ラ 4,460 92.1 130 47時間２分 接 岸７
78 .18 〃 〃 〃 〃 21分 沖 合 停 泊７
7 .20 〃 〃 〃 〃 45分 沖 合 停 泊9 ７
80 .29 ブ レ マ ー ト ン 6,000 109.7 130 19分 沖 合 停 泊９
81 10.15 ホ ー ク ビ ル 4,250 89.0 130 22分 沖 合 停 泊
82 12.10 ニューヨークシティ 6,000 109.7 130 147時間20分 接 岸

Ｈ６年 （１８回・１８隻）
83 .12 シ カ ゴ 6,000 109.7 130 25分 沖 合 停 泊３
84 .15 〃 〃 〃 〃 17分 沖 合 停 泊３
85 .16 〃 〃 〃 〃 39時間39分 接 岸３
86 .20 オ マ ハ 6,000 109.7 130 23時間40分 接 岸６
87 .23 〃 〃 〃 〃 時間41分 接 岸６ ２
88 .16 ジェファーソンシテｲｰ 6,000 109.7 130 時間３分 沖 合 停 泊８ １
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寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 備 考回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）

89 .10 ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 分 沖 合 停 泊９ ８
90 10.４ ジェファーソンシテｲｰ 6,000 109.7 130 11分 沖 合 停 泊
91 10.５ 〃 〃 〃 〃 11分 沖 合 停 泊
92 10.７ 〃 〃 〃 〃 25分 沖 合 停 泊
93 10.８ 〃 〃 〃 〃 時間24分 沖 合 停 泊１

接岸(巡洋艦)94 10.９ カ リ フ ォ ル ニ ア 9,561 181.7 603 23時間41分
95 10.11 〃 〃 〃 〃 64時間57分 沖 合 停 泊
96 10.22 ウイリアム Ｈ.ベイツ 4,460 92.1 130 19分 沖 合 停 泊
97 11.25 パ フ ァ ー 4,250 89.0 130 分 沖 合 停 泊９
98 11.28 ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 23時間49分 沖 合 停 泊
99 12.２ 〃 〃 〃 〃 26時間３分 沖 合 停 泊
100 12.23 パ フ ァ ー 4,250 89.0 130 21分 沖 合 停 泊

Ｈ７年 （７回・７隻）
101 .８ オ リ ン ピ ア 6,000 109.7 130 24時間 接 岸５
102 .15 〃 〃 〃 〃 28時間20分 接 岸５
103 .17 〃 〃 〃 〃 11分 沖 合 停 泊５
104 .30 ト ー ト グ 4,250 92.0 130 27分 沖 合 停 泊６
105 .５ 〃 〃 〃 〃 93時間28分 接 岸７
106 .21 パ サ デ ナ 6,000 109.7 130 41分 沖 合 停 泊９
107 10.２ ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 25分 沖 合 停 泊

Ｈ８年 （１６回・１６隻）
108 .17 インディアナポリス 6,000 109.7 130 28時間53分 接 岸１
109 .25 〃 〃 〃 〃 68時間13分 接 岸１
110 .24 ア ッ シ ュ ビ ル 6,000 109.7 130 127時間20分 接 岸２
111 .25 キ ャ バ ラ 4,460 92.1 130 43時間８分 接 岸５
112 .27 バ ー ミ ン ガ ム 6,000 109.7 130 時間13分 接 岸５ １
113 .31 キ ャ バ ラ 4,460 92.1 130 24時間28分 接 岸５
114 .13 ピ ン タ ド 4,250 89.0 130 95時間９分 接 岸６
115 .25 〃 〃 〃 〃 時間36分 接 岸６ ６
116 .28 〃 〃 〃 〃 24時間１分 接 岸６
117 .３ ア ッ シ ュ ビ ル 6,000 109.7 130 27分 沖 合 停 泊７
118 .５ サ ン フ ランシスコ 6,000 109.7 130 10分 沖 合 停 泊８
119 .２ ホ ー ク ビ ル 4,250 89.0 130 時間36分 接 岸９ ５
120 .６ 〃 〃 〃 〃 時間42分 接 岸９ ６
121 .16 スペードフィッシュ 4,250 89.0 130 分 沖 合 停 泊９ ５
122 11.４ ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 140時間８分 接 岸
123 11.６ ト ピ カ 6,000 109.7 130 45分 沖 合 停 泊

Ｈ９年 （９回・９隻）
124 .13 ト ピ カ 6,000 109.7 130 23分 沖 合 停 泊２
125 .20 インディアナポリス 6,000 109.7 130 48時間 接 岸４
126 .３ ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 時間 接 岸５ ８
127 .21 インディアナポリス 6,000 109.7 130 24時間 接 岸７
128 .22 〃 〃 分 沖 合 停 泊７ 〃 〃 ５
129 .25 〃 〃 72時間 接 岸７ 〃 〃
130 .29 〃 〃 〃 分 沖 合 停 泊７ 〃 ５
131 .31 〃 〃 28時間 接 岸７ 〃 〃
132 ８.25 キ ー ウ エ ス ト 6,000 109.7 130 21時間 接 岸

Ｈ10年 （８回・８隻）
133 .15 ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 130 分 接 岸５ ２時間９
134 .20 ア ッ シ ュ ビ ル 6,000 109.7 130 ２ 分 接 岸５ 時間24
135 .７ ジェファーソンシティ 6,000 109.7 130 接 岸７ 18時間41分
136 .17 〃 〃 〃 接 岸７ 〃 72時間０分
137 .12 6,000 29分 沖 合 停 泊９ コ ロ ン ビ ア 109.7 130
138 .21 6,000 分 沖 合 停 泊９ ソルトレイクシティ 109.7 130 14
139 .９ 6,000 109.7 6分 沖 合 停 泊12 ル イ ビ ル 130
140 .20 分 沖 合 停 泊12 グ リ ー ン ビ ル 6,000 109.7 130 30
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寄 港 艦 船 名 排 水 量 全 長 乗 員 停 泊 時 間 備 考回数
年月日 (年別寄港回数・隻数) （ｔ） （ｍ） （人）
Ｈ11年 （１２回・１３隻）

141 .21 ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 分 接 岸４ 79時間18
142 .14 ウイリアム・Ｈ・ベイツ 4,460 92.1 130 40分 沖 合 停 泊６
143 .28 サ ン タ フ ェ 6,000 109.7 130 沖 合 停 泊６ １時間８分

.28 カ メ ハ メ ハ 7,250 129.5 130 接 岸６ 46時間26分
144 .２ 〃 〃 分 接 岸７ 〃 〃 71時間46
145 .17 6,000 分 接 岸７ ロス・アンジェルス 109.7 130 16時間６
146 .22 カ メ ハ メ ハ 7,250 129.5 分 接 岸７ 130 83時間９
147 .27 6,000 109.7 分 接 岸８ バ ッ フ ァ ロ ー 130 72時間17
148 .10 〃 〃 分 接 岸９ 〃 〃 119時間49
149 .１ 6,000 分 沖 合 停 泊10 パ サ デ ナ 109.7 130 13
150 .１ サ ン タ フ ェ 6,000 109.7 分 接 岸11 130 49時間４
151 .19 6,000 分 沖 合 停 泊11 プ レ マ ー ト ン 109.7 130 ８
152 .６ 〃 〃 14分 沖 合 停 泊12 〃 〃

Ｈ12年 （１０回・１０隻）
153 .６ シ ャ ル ロ ッ ト 6,000 109.7 130 分 沖 合 停 泊１ 16
154 .26 ト ピ カ 6,000 109.7 130 119時間39分 接 岸２
155 .13 ジェファーソンシティ 6,000 109.7 130 接 岸３ 53時間２分

.23 シ ャ ル ロ ッ ト 6,000 109.7 130 沖 合 停 泊156 ５ 28分
157 .28 ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 分 沖 合 停 泊７ 109.7 130 32
158 .30 6,000 分 接 岸７ コ ロ ン ブ ス 109.7 130 47時間39
159 .10 〃 〃 〃 分 接 岸８ 〃 23時間48
160 .16 ヒ ュ ー ス ト ン 6,000 109.7 分 接 岸８ 130 23時間36
161 .15 6,000 分 沖 合 停 泊９ ツ ー ソ ン 109.7 130 16
162 .28 6,000 分 沖 合 停 泊９ コ ロ ン ブ ス 109.7 130 17

Ｈ13年 （１２回・１２隻）
163 .25 ル イ ビ ル 6,000 109.7 130 分 沖 合 停 泊１ 34
164 .26 ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 30分 沖 合 停 泊１
165 .４ ル イ ビ ル 6,000 109.7 130 接 岸２ 47時間32分

.19 ホ ノ ル ル 6,000 109.7 130 沖 合 停 泊166 ２ 36分
167 .28 ル イ ビ ル 6,000 分 沖 合 停 泊３ 109.7 130 10
168 .５ 6,000 分 接 岸４ ロス・アンジェルス 109.7 130 121時間43
169 .30 〃 〃 〃 分 接 岸４ 〃 163時間10
170 .16 シ カ ゴ 6,000 109.7 分 接 岸７ 130 29時間35
171 .23 6,000 分 接 岸７ バ ッ フ ァ ロ ー 109.7 130 25時間11
172 .１ 〃 6,000 分 沖 合 停 泊８ 109.7 130 16
173 .13 6,000 分 接 岸８ オ リ ン ピ ア 109.7 130 119時間40
174 .４ 6,000 分 接 岸11 プ レ マ ー ト ン 109.7 130 20時間42

Ｈ14年 （１７回・１７隻）
175 .24 ジェファーソンシティ 6,000 109.7 130 接 岸１ 21時間50分

.24 コ ロ ン ブ ス 6,000 109.7 130 沖 合 停 泊176 ２ 12分
177 .10 シ ャ ル ロ ッ ト 6,000 分 沖 合 停 泊４ 109.7 130 ３
178 .19 6,000 分 沖 合 停 泊４ ジェファーソンシティ 109.7 130 11
179 .24 シ ャ ル ロ ッ ト 6,000 109.7 分 沖 合 停 泊４ 130 １時間16
180 .28 コ ロ ン ブ ス 6,000 109.7 分 沖 合 停 泊４ 130 39
181 .８ ラ ・ ホ ヤ 6,000 分 沖 合 停 泊５ 109.7 130 17
182 .23 シ ャ ル ロ ッ ト 6,000 分 沖 合 停 泊５ 109.7 130 40
183 .27 ラ ・ ホ ヤ 6,000 分 沖 合 停 泊５ 109.7 130 14
184 .３ ツ ー ソ ン 6,000 分 接 岸６ 109.7 130 51時間55
185 .５ ラ ・ ホ ヤ 6,000 109.7 130 接 岸６ 97時間36分

.27 ツ ー ソ ン 6,000 109.7 130 沖 合 停 泊186 ６ 13分
187 .17 6,000 分 沖 合 停 泊７ シ ャ ル ロ ッ ト 109.7 130 14
188 .19 6,000 分 接 岸８ シ ャ イ ア ン 109.7 130 ８時間31
189 .20 ヘ レ ナ 6,000 119時間28分 接 岸９ 109.7 130
190 .15 ル イ ビ ル 6,000 109.7 130 接 岸10 96時間
191 .９ 6,000 109.7 分 接 岸12 シ ャ イ ア ン 130 49時間８
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(６) 県道104号線越え実弾砲撃演習実施状況
通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）

（５回・５日）昭和48年
.30 １０５ミリ榴弾砲１ １ ３
.24 １０５ミリ榴弾砲２ ２ ４

３ ３ ７.３ １０５ミリ榴弾砲
４ ４ ８.16 １０５ミリ榴弾砲
５ ５ 12.12 １０５ミリ榴弾砲

４回・４日)昭和49年 （
.29 １０５ミリ榴弾砲６ ６ １

７ ７ ２.20 １０５ミリ榴弾砲 100
８ ８ ６.25 １０５ミリ榴弾砲 ４門 95

10.16 １０５ミリ榴弾砲 ２門 40９ ９
１５５ミリ榴弾砲 ３門
（０回・０日）昭和50年

10 － ２.18 （ 中 止 ）
11 － ３.11 （ 中 止 ） 阻止団が着弾地付近
12 － ３.19 （ 中 止 ） に集結。防止行動で

安全の見通しがつか
ず中止

（１回・１日）昭和51年
13 10 ７.１ １０５ミリ榴弾砲 ４門 134
14 － ９.９ （ 中 止 ） 台風接近
15 － ９.17 （ 中 止 ） 阻止団が着弾地付近

に集結
（５回・５日） 年間発射弾数昭和52年

386 発
16 11 １.20 １５５ミリ榴弾砲 ２門 100
17 12 ４.19 １５５ミリ榴弾砲 演習場へ侵入した学 54

生３人が刑特法違反
で逮捕

18 13 ７.27 １５５ミリ榴弾砲 60
19 14 10.４ １５５ミリ榴弾砲 102
20 15 12.６ １０５ミリ榴弾砲 ２門 70

１５５ミリ榴弾砲 ２門
（５回・５日） 年間発射弾数昭和53年

608 発
21 16 ２.23 １５５ミリ榴弾砲 ４門 100
22 17 ６.30 １０５ミリ榴弾砲 ４門 105
23 18 ９.19 １０５ミリ榴弾砲 ４門 121
24 19 10.18 １５５ミリ榴弾砲 ４門 81
25 20 11.９ １５５ミリ榴弾砲 ４門 201

（７回・７日） 年間発射弾数昭和54年
702 発

26 21 １.30 １５５ミリ榴弾砲 ３門 60
27 22 ２.22 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
28 23 ４.５ １０５ミリ榴弾砲 ４門 96
29 24 ７.13 １５５ミリ榴弾砲 ７門 152
30 25 ８.２ １５５ミリ榴弾砲 ４門 74
31 26 11.２ １５５ミリ榴弾砲 ４門 120
32 27 12.11 １５５ミリ榴弾砲 ４門 100

（７回・７日） 年間発射弾数昭和55年
722 発

33 28 ２.５ １０５ミリ榴弾砲 ６門 68
34 29 ３.28 １５５ミリ榴弾砲 ４門 100
35 30 ４.22 １０５ミリ榴弾砲 ３門 90
36 31 ７.24 １０５ミリ榴弾砲 ６門 86
37 － ８.28 （ 中 止 ） 天候不良
38 32 ９.18 １０５ミリ榴弾砲 ４門 90
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
39 33 10.22 １５５ミリ榴弾砲 ３門 96
40 34 12.10 １５５ミリ榴弾砲 ７門 192

（８回・８日） 年間発射弾数昭和56年
859 発

41 35 １.22 １５５ミリ榴弾砲 ４門 96
42 36 ２.18 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
43 37 ４.23 １０５ミリ榴弾砲 ８門 102
44 38 ５.20 １５５ミリ榴弾砲 ３門 96
45 39 ６.25 １５５ミリ榴弾砲 ４門 75
46 40 ７.22 ８インチ １門 150

１０５ミリ榴弾砲 ３門
47 41 ８.19 １０５ミリ榴弾砲 ６門 160
48 42 10.27 １０５ミリ榴弾砲 ３門 80

１５５ミリ榴弾砲 ３門
（８回・８日） 年間発射弾数昭和57年

882 発
49 43 １.20 １０５ミリ榴弾砲 ３門 100
50 44 ２.17 ８インチ ２門 142

１５５ミリ榴弾砲 ４門
51 45 ６.25 １５５ミリ榴弾砲 ４門 136
52 46 ７.27 １５５ミリ榴弾砲 ４門 104
53 47 ８.18 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
54 48 ９.９ １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
55 49 11.27 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
56 50 12.18 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100

（７回・７日） 年間発射弾数昭和58年
698 発

57 51 １.20 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
58 52 ２.23 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
59 53 ４.20 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
60 54 ７.27 １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
61 55 ９.８ １５５ミリ榴弾砲 ３門 100
62 56 10.18 １０５ミリ榴弾砲 ２門 98
63 57 11.18 １０５ミリ榴弾砲 ３門 100

（４回・５日） 年間発射弾数昭和59年
621 発

64 58 １.13 １０５ミリ榴弾砲 １門 100
65 59 ２.７ １０５ミリ榴弾砲 ４門 100
66 60 ９.19 １５５ミリ榴弾砲 ９門 205
67 61 12.12 １５５ミリ榴弾砲 ４門 126

12.13 １０５ミリ榴弾砲 ３門 90
（６回・８日）昭和60年

68 － １.23 （ 中 止 ） 殺人事件に哀悼の意
を表して中止

69 62 ２.13 ８インチ ２門 28
１５５ミリ榴弾砲 ９門 194

２.14 １５５ミリ榴弾砲 ３門 61
70 63 ２.28 １５５ミリ榴弾砲 ７門 150
71 － ３.19 （ 中 止 ） 火災発生の恐れ
72 64 ４.16 １５５ミリ榴弾砲 60
73 65 ６.12 １５５ミリ榴弾砲 75
74 66 ７.23 １５５ミリ榴弾砲 100
75 67 ９.10 １５５ミリ榴弾砲

.11 １５５ミリ榴弾砲９
（３回・４日）昭和61年

76 68 １.28 １５５ミリ榴弾砲
77 69 ２.19 １５５ミリ榴弾砲
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
78 70 ５.28 １５５ミリ榴弾砲

.29 １５５ミリ榴弾砲５
79 － ６.12 （ 中 止 ） 理由不明

（６回・13日）昭和62年
80 71 １.20 （ 中 止 ）

.21 １５５ミリ榴弾砲 ５門１
81 72 １.27 １５５ミリ榴弾砲 ３門

.28 １５５ミリ榴弾砲 ４門１
82 73 ４.14 １５５ミリ榴弾砲

.15 １５５ミリ榴弾砲４
83 － ５.７ （ 中 止 ） 悪天候のため
84 74 ７.７ １０５ミリ榴弾砲

１５５ミリ榴弾砲
.８ １５５ミリ榴弾砲７
.９ １５５ミリ榴弾砲７

85 75 ８.11 １０５ミリ榴弾砲
１５５ミリ榴弾砲

.12 １５５ミリ榴弾砲８

.13 １５５ミリ榴弾砲８
86 76 12.16 １５５ミリ榴弾砲

12.17 １５５ミリ榴弾砲
（７回・15日）昭和63年

87 77 １.26 １５５ミリ榴弾砲
.27 １５５ミリ榴弾砲１

88 － ５.25 （ 中 止 ） 悪天候のため
.26 （ 中 止 ） 悪天候のため５

89 78 ６.29 １０５ミリ榴弾砲
.30 １０５ミリ榴弾砲６

90 79 ７.13 １５５ミリ榴弾砲
.14 １５５ミリ榴弾砲７

91 80 ８.２ １５５ミリ榴弾砲
.３ 105・155ミリ榴弾砲８
.４ １５５ミリ榴弾砲８

92 81 ９.13 105・155ミリ榴弾砲
.14 105・155ミリ榴弾砲９

93 82 10.18 １５５ミリ榴弾砲
94 83 12.13 １５５ミリ榴弾砲

12.14 １５５ミリ榴弾砲
12.15 １５５ミリ榴弾砲

（12回・30日）平成元年
95 84 ２. １５５ミリ榴弾砲１

.２ １５５ミリ榴弾砲２
96 85 ３.28 １５５ミリ榴弾砲

.29 １５５ミリ榴弾砲３

.30 １５５ミリ榴弾砲３
97 86 ４.19 １５５ミリ榴弾砲

.20 １５５ミリ榴弾砲４
98 87 ５.16 １５５ミリ榴弾砲

.17 １５５ミリ榴弾砲５

.18 １５５ミリ榴弾砲５
99 88 ５.31 １５５ミリ榴弾砲

.１ １５５ミリ榴弾砲６

.２ １５５ミリ榴弾砲６
100 89 ６.６ １５５ミリ榴弾砲

.７ １５５ミリ榴弾砲６

.８ １５５ミリ榴弾砲６
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
101 90 ６.13 １５５ミリ榴弾砲

.14 １５５ミリ榴弾砲６

.15 １５５ミリ榴弾砲６
102 91 ８. １５５ミリ榴弾砲１

.２ （ 中 止 ）８

.３ （ 中 止 ）８
103 92 ８.28 １５５ミリ榴弾砲

.29 １５５ミリ榴弾砲８
104 93 ９.５ １５５ミリ榴弾砲

.６ １５５ミリ榴弾砲９

.７ １５５ミリ榴弾砲９
105 94 10.４ １５５ミリ榴弾砲

10.５ １５５ミリ榴弾砲
10.６ （ 中 止 ）

106 95 11.14 １５５ミリ榴弾砲
11.15 １５５ミリ榴弾砲
11.16 １５５ミリ榴弾砲

（10回・20日）平成２年
107 96 １.10 １５５ミリ榴弾砲

.11 １５５ミリ榴弾砲１
108 97 ３.20 １５５ミリ榴弾砲

.21 １５５ミリ榴弾砲３

.22 １５５ミリ榴弾砲３
109 98 ５.16 １５５ミリ榴弾砲

.17 １５５ミリ榴弾砲５

.18 １５５ミリ榴弾砲５
110 99 ６.12 １５５ミリ榴弾砲

.13 １５５ミリ榴弾砲６

.14 １５５ミリ榴弾砲６
111 100 ６.26 １５５ミリ榴弾砲

.27 １５５ミリ榴弾砲６

.28 １５５ミリ榴弾砲６
112 ８.22 （ 中 止 ） 理由不明－

.23 （ 中 止 ） 理由不明８
113 ８.29 （ 中 止 ） 理由不明－

.30 （ 中 止 ） 理由不明８

.31 （ 中 止 ） 理由不明８
114 101 ９.13 １５５ミリ榴弾砲

.14 １５５ミリ榴弾砲９
115 102 ９.19 （ 中 止 ） 台風接近のため

.20 １５５ミリ榴弾砲９
116 10.２ （ 中 止 ）－

10.３ （ 中 止 ）
10.４ （ 中 止 ）

117 103 10.16 １５５ミリ榴弾砲
10.17 （ 中 止 ）

118 104 12.６ （ 中 止 ） 理由不明
12.７ １５５ミリ榴弾砲

119 105 12.18 １５５ミリ榴弾砲
（13回・34日） 年間発射弾数平成３年

3,622 発
120 106 １.９ １５５ミリ榴弾砲 78

.10 １５５ミリ榴弾砲 73１

.11 １５５ミリ榴弾砲 31１
121 107 １.22 １５５ミリ榴弾砲 40

.23 １５５ミリ榴弾砲 192１

.24 １５５ミリ榴弾砲 159１
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
122 108 ２.12 １５５ミリ榴弾砲 98

.13 １５５ミリ榴弾砲 104２

.14 １５５ミリ榴弾砲 124２
123 109 ２.27 １５５ミリ榴弾砲 168

.28 １５５ミリ榴弾砲 60２
124 110 ３.19 １５５ミリ榴弾砲 68

.20 １５５ミリ榴弾砲 68３
125 111 ４.16 １５５ミリ榴弾砲 84

.17 １５５ミリ榴弾砲 112４

.18 １５５ミリ榴弾砲 48４
126 112 ５.22 １０５ミリ榴弾砲 160

.23 １０５ミリ榴弾砲 140５
127 113 ６.４ １０５ミリ榴弾砲 189

.５ １０５ミリ榴弾砲 44６

.６ １０５ミリ榴弾砲 58６
128 114 ６.25 １０５ミリ榴弾砲 100

.26 １０５ミリ榴弾砲 100６

.27 １０５ミリ榴弾砲 100６
129 115 ９.３ １０５ミリ榴弾砲 149

.４ １０５ミリ榴弾砲 50９

.５ １０５ミリ榴弾砲 50９
130 116 ９.10 １０５ミリ榴弾砲 50

.11 １０５ミリ榴弾砲 50９

.12 （ 中 止 ） 理由不明９
131 ９.24 （ 中 止 ） 台風接近のため－

.25 （ 中 止 ） 台風接近のため９

.26 （ 中 止 ） 台風接近のため９
132 117 10.８ １０５ミリ榴弾砲 122

10.９ １０５ミリ榴弾砲 50
133 118 10.22 105・155ミリ榴弾砲 122

10.23 105・155ミリ榴弾砲 222
10.24 105・155ミリ榴弾砲 359

134 10.29 （ 中 止 ） 理由不明－
10.30 （ 中 止 ） 理由不明
10.31 （ 中 止 ） 理由不明

135 11.20 （ 中 止 ） 理由不明－
11.21 （ 中 止 ） 理由不明
11.22 （ 中 止 ） 理由不明

（13回・33日） 年間発射弾数平成４年
6,468 発

136 119 １.21 １５５ミリ榴弾砲 181
.22 105・155ミリ榴弾砲 168１
.23 105・155ミリ榴弾砲 132１

137 120 ２.12 １５５ミリ榴弾砲 35
.13 （ 中 止 ） 悪天候のため２

138 121 ２.18 （ 中 止 ） 悪天候のため
.19 １５５ミリ榴弾砲 70２
.20 １５５ミリ榴弾砲 258２

139 ３.10 （ 中 止 ）－
.11 （ 中 止 ）３
.12 （ 中 止 ）３

140 122 ３.24 １５５ミリ榴弾砲 176
.25 １５５ミリ榴弾砲 24３

141 123 ４.22 １５５ミリ榴弾砲 151
.23 １５５ミリ榴弾砲 107４
.24 １５５ミリ榴弾砲 47４
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
142 124 ５.26 １５５ミリ榴弾砲 94

.27 １５５ミリ榴弾砲 200５

.28 （ 中 止 ）５
143 125 ７.７ １５５ミリ榴弾砲 88

.８ １５５ミリ榴弾砲 112７

.９ １５５ミリ榴弾砲 139７
144 126 ８.４ １５５ミリ榴弾砲 83

.５ １５５ミリ榴弾砲 121８

.６ １５５ミリ榴弾砲 35８
145 127 ８.25 １５５ミリ榴弾砲 112

.26 １５５ミリ榴弾砲 200８

.27 １５５ミリ榴弾砲 68８
146 128 ９.29 １５５ミリ榴弾砲 172

.30 １５５ミリ榴弾砲 164９
10.１ １５５ミリ榴弾砲 26

147 129 10.21 105・155ミリ榴弾砲 299
10.22 105・155ミリ榴弾砲 391
10.23 105・155ミリ榴弾砲 365

148 130 10.28 105・155ミリ榴弾砲 583
10.29 105・155ミリ榴弾砲 318
10.30 105・155ミリ榴弾砲 24

149 131 12.15 105・155ミリ榴弾砲 738
12.16 105・155ミリ榴弾砲 787

（11回・35日） 年間発射弾数平成５年
5,606 発

150 132 １.26 １５５ミリ榴弾砲 97
.27 １５５ミリ榴弾砲 297１
.28 １５５ミリ榴弾砲 140１
.29 １５５ミリ榴弾砲 54１

151 133 ２.８ １５５ミリ榴弾砲 216
.９ １５５ミリ榴弾砲 288２
.10 １５５ミリ榴弾砲 168２

152 134 ３.９ １５５ミリ榴弾砲 88
.10 １５５ミリ榴弾砲 90３
.11 １５５ミリ榴弾砲 88３

153 135 ５.11 １５５ミリ榴弾砲 212
.12 １５５ミリ榴弾砲 238５
.13 １５５ミリ榴弾砲 252５

154 136 ６.１ １５５ミリ榴弾砲 168
.２ １５５ミリ榴弾砲 221６
.３ １５５ミリ榴弾砲 48６

０155 137 ６.15 １５５ミリ榴弾砲 操作訓練のみ
.16 １５５ミリ榴弾砲 155６
.17 １５５ミリ榴弾砲 176６
.18 １５５ミリ榴弾砲 64６

156 138 ８.10 １５５ミリ榴弾砲 67
.11 １５５ミリ榴弾砲 336８
.12 １５５ミリ榴弾砲 130８

157 139 ９.14 １５５ミリ榴弾砲 56
.16 １５５ミリ榴弾砲 137９

158 140 10.19 １５５ミリ榴弾砲 153
10.20 １５５ミリ榴弾砲 118
10.21 １５５ミリ榴弾砲 169
10.22 １５５ミリ榴弾砲 169

159 141 10.26 １５５ミリ榴弾砲 55
10.27 １５５ミリ榴弾砲 176
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
160 142 12.７ １５５ミリ榴弾砲 240

12.８ １５５ミリ榴弾砲 238
12.９ １５５ミリ榴弾砲 282
12.10 １５５ミリ榴弾砲 220

（11回・33日） 年間発射弾数平成６年
3,600 発

161 143 １.24 １５５ミリ榴弾砲 226
.25 １５５ミリ榴弾砲 158１
.26 １５５ミリ榴弾砲 220１

162 144 ２.23 １５５ミリ榴弾砲 160
.24 １５５ミリ榴弾砲 160２
.25 １５５ミリ榴弾砲 160２

163 145 ３.22 １５５ミリ榴弾砲 210
.23 １５５ミリ榴弾砲 184３
.24 １５５ミリ榴弾砲 166３

164 146 ４.20 １５５ミリ榴弾砲 149
.21 １５５ミリ榴弾砲 152４
.22 １５５ミリ榴弾砲 170４

０165 147 ６.14 14:46封鎖解除
演習中止決定

.15 （ 中 止 ） 天候不良のため６

.16 （ 中 止 ） 天候不良のため６
166 148 ８.23 １５５ミリ榴弾砲 54

.24 １５５ミリ榴弾砲 80８

.25 １５５ミリ榴弾砲 80８
167 149 ９.20 １５５ミリ榴弾砲 80

.21 １５５ミリ榴弾砲 80９

.22 １５５ミリ榴弾砲 80９
168 150 10.18 １５５ミリ榴弾砲 80

10.19 １５５ミリ榴弾砲 73
10.20 １５５ミリ榴弾砲 87

169 151 10.31 １５５ミリ榴弾砲 110
１11.１ １５５ミリ榴弾砲

11.２ １５５ミリ榴弾砲 14
170 152 11.29 １５５ミリ榴弾砲 53

11.30 １５５ミリ榴弾砲 106
12.１ １５５ミリ榴弾砲 138
12.２ １５５ミリ榴弾砲 50

171 153 12.12 １５５ミリ榴弾砲 80
12.13 １５５ミリ榴弾砲 79
12.14 １５５ミリ榴弾砲 128
12.15 １５５ミリ榴弾砲 32

（11回・30日） 年間発射弾数平成７年
2,784 発

172 154 １.23 １５５ミリ榴弾砲 80
.24 １５５ミリ榴弾砲 79１
.25 １５５ミリ榴弾砲 122１
.26 １５５ミリ榴弾砲 80１

173 155 ２.13 １５５ミリ榴弾砲 50
.14 １５５ミリ榴弾砲 80２
.15 １５５ミリ榴弾砲 80２
.16 １５５ミリ榴弾砲 80２

174 156 ３.22 １５５ミリ榴弾砲 60
.23 １５５ミリ榴弾砲 58３
.24 （ 中 止 ）３

175 157 ４.５ １５５ミリ榴弾砲 20
.６ （ 中 止 ） 天候不良のため４
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
176 158 ５.30 １５５ミリ榴弾砲 60

.31 １５５ミリ榴弾砲 41５

.１ １５５ミリ榴弾砲 79６
177 159 ７.６ １５５ミリ榴弾砲 71

.７ １５５ミリ榴弾砲 47７
178 160 ７.18 （ 中 止 ） 天候不良のため

.19 １５５ミリ榴弾砲 120７

.20 １５５ミリ榴弾砲 60７
179 161 ８.16 １５５ミリ榴弾砲 100

.17 １５５ミリ榴弾砲 140８

.18 １５５ミリ榴弾砲 59８
180 162 ８.22 １５５ミリ榴弾砲 120

.23 １５５ミリ榴弾砲 100８

.24 （ 中 止 ） 台風接近のため８
181 ９.18 （ 中 止 ） 暴行事件への配慮－

.19 （ 中 止 ） 暴行事件への配慮９

.20 （ 中 止 ） 暴行事件への配慮９

.21 （ 中 止 ） 暴行事件への配慮９
182 163 11.29 １５５ミリ榴弾砲 232

11.30 １５５ミリ榴弾砲 181
12.１ １５５ミリ榴弾砲 187

183 164 12.12 １５５ミリ榴弾砲 81
12.13 １５５ミリ榴弾砲 105
12.14 １５５ミリ榴弾砲 100
12.15 １５５ミリ榴弾砲 112

（13回・36日） 年間発射弾数平成８年
3,455 発

184 165 １.26 １５５ミリ榴弾砲 50
185 166 ２.６ １５５ミリ榴弾砲 105

.７ １５５ミリ榴弾砲 75２

.８ １５５ミリ榴弾砲 120２
186 167 ２.20 １５５ミリ榴弾砲 120

.21 １５５ミリ榴弾砲 99２

.22 １５５ミリ榴弾砲 56２
187 168 ３.19 １５５ミリ榴弾砲 144

３ ６.21 １５５ミリ榴弾砲
.22 １５５ミリ榴弾砲 138３

188 169 ４.10 １５５ミリ榴弾砲 50
.11 １５５ミリ榴弾砲 48４
.12 １５５ミリ榴弾砲 50４

189 170 ６.４ １５５ミリ榴弾砲 110
.５ １５５ミリ榴弾砲 117６
.６ １５５ミリ榴弾砲 73６

190 171 ６.26 １５５ミリ榴弾砲 同じ日に２回の通知 50
172 ７.１ １５５ミリ榴弾砲 61－

.２ １５５ミリ榴弾砲 254７

.３ １５５ミリ榴弾砲 104７
191 173 ８.20 １５５ミリ榴弾砲 150

.21 １５５ミリ榴弾砲 120８

.22 １５５ミリ榴弾砲 30８
192 174 ９.24 １５５ミリ榴弾砲 300

.25 １５５ミリ榴弾砲 168９

.26 １５５ミリ榴弾砲 144９
193 175 10.22 １５５ミリ榴弾砲 75

10.23 １５５ミリ榴弾砲 68
９10.24 １５５ミリ榴弾砲
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通知 実施 年 月 日 砲 種 備 考 弾 数 （発）
回数 回数 （年別実施回数・日数）
194 176 11.19 １５５ミリ榴弾砲 40

11.20 １５５ミリ榴弾砲 90
11.21 １５５ミリ榴弾砲 23

195 177 12.10 １５５ミリ榴弾砲 35
12.11 １５５ミリ榴弾砲 169
12.12 １５５ミリ榴弾砲 102
12.13 １５５ミリ榴弾砲 102

（３回・10日） 年間発射弾数平成９年
1,050 発

196 178 １.16 １５５ミリ榴弾砲 273
.17 １５５ミリ榴弾砲 261１

197 179 ２.25 １５５ミリ榴弾砲 100
.26 １５５ミリ榴弾砲 94２
.27 １５５ミリ榴弾砲 41２
.28 １５５ミリ榴弾砲 22２

198 180 ３.４ １５５ミリ榴弾砲 60
.５ １５５ミリ榴弾砲 105３
.６ １５５ミリ榴弾砲 61３
.７ １５５ミリ榴弾砲 33３

199 ３.24 （ 中 止 ） 運用上の理由による－
.25 （ 中 止 ） 運用上の理由による３
.26 （ 中 止 ） 運用上の理由による３
.27 （ 中 止 ） 運用上の理由による３
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読谷補助飛行場におけるパラシュート降下訓練実施状況(７)

訓 練 実 施 状 況

実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

Ｓ54年 （６回）１

11.６ 海兵隊 ３

２ ３11.20 〃

12.17 〃 18３

12.20 空 軍 ８４

５ ２12.21 海兵隊

12.27 〃 16６

Ｓ55年 （22回）７

１.８ 海兵隊 ６

１.15 〃 12８

４９ １.18 空 軍

10 １.22 海兵隊 ４

空 軍

４11 １.23 空 軍

４12 １.25 〃

７13 ２.７ 〃

７14 ２.８ 〃

３15 ２.13 〃

６16 ２.19 海兵隊

17 ２.22 〃 28

４18 ２.26 空 軍

５19 ２.28 〃

20 ３.４ 海兵隊 14

空 軍

21 ３.13 空 軍 不明

22 ３.18 海兵隊 不明

23 ４.10 25〃

24 ４.28 海兵隊 17

空 軍

７25 ８.19 海兵隊

４26 ９.26 空 軍

９27 10.２ 海兵隊

28 10.２ 〃 21

29 Ｓ56年 （24回）

１.23 海兵隊 25

２30 ４.20 空 軍

３31 ４.21 海兵隊

実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

３32 ５.７ 〃

４33 ５.８ 空 軍

３34 ６.３ 〃

35 ６.11 〃 ４

６36 ６.17 〃

８37 ６.30 〃

38 ７.10 海兵隊 14

空 軍

６39 ７.29 空 軍

６40 ８.６ 〃

７41 ８.18 海兵隊

42 ８.25 〃 14

43 ９.18 〃 30

44 ９.25 〃 23

45 ９.29 〃 19

５46 10.５ 空 軍

47 10.16 海兵隊 24

48 10.28 〃 32

49 10.29 〃 37

50 11.19 海兵隊 17

空 軍

51 11.20 海兵隊 18

６52 12.22 空 軍

53 Ｓ57年 （４回）

９３.４ 海兵隊

54 ３.23 〃 10

55 ４.１ 〃 14

56 ８.19 〃 14

57 Ｓ58年 （２回）

８.４ 海兵隊 20

58 ８.５ 〃 21

59 Ｓ59年 （２回）

６.26 海兵隊 33

60 11.29 〃 16

61 Ｓ60年 （７回）

１.31 海兵隊 20

62 ２.１ 15〃
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実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

63 ４.11 海兵隊 33

64 ４.26 陸 軍 13

65 ５.20 海兵隊 11

66 ５.23 〃 36

67 10.23 陸 軍 30

68 Ｓ61年 （７回）

４２.10 空 軍

69 ２.19 陸 軍 48

70 ３.５ 〃 43

71 ４.30 〃 102

72 ６.２ 海兵隊 13

73 ６.18 陸 軍 20

74 ６.25 陸 軍 20

75 Ｓ62年 （５回）

１.22 陸 軍 40

76 ３.27 〃 81

77 ４.10 海兵隊 38

78 ４.15 陸軍特殊部隊 62

79 11.24 海兵隊 33

80 Ｓ63年 （38回）

２.29 海兵隊 58

81 ３.８ 〃 29

82 ３.９ 〃 58

83 ３.22 陸 軍 31

84 ３.23 〃 70

85 ３.24 〃 26

86 ４. 5 〃 61

９87 ４.12 〃

88 ４.19 〃 36

89 ４.26 〃 60

90 ６.14 陸 軍

海兵隊 60

91 ６.16 海兵隊 65

92 ６.17 陸 軍 30

93 ６.27 〃 21

94 ６.28 〃 38

95 ６.29 海兵隊 67

96 ７.５ 陸 軍 42

97 ７.７ 海兵隊 15

実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

98 ７.15 陸 軍 58

99 ７.19 〃 31

100 ７.21 〃 16

101 ７.22 〃 10

５102 ７.26 〃

７103 ８.10 〃

104 ８.11 〃 25

105 ８.12 〃 18

６106 ８.17 〃

107 ８.31 〃 31

108 ９.６ 海兵隊 32

109 ９.13 陸 軍 64

110 ９.16 〃 66

111 ９.20 〃 32

112 ９.26 海兵隊 14

113 ９.29 陸 軍 55

114 10.12 〃 31

115 10.25 陸 軍

海兵隊 71

６116 10.27 海兵隊

117 11.１ 〃 49

118 Ｈ元年 （13回）

４.13 陸 軍 59

119 ４.28 海兵隊 64

120 ６.20 46〃

６121 ６.30 〃

122 ７.11 〃 54

123 ７.25 陸 軍 58

124 ７.27 〃 57

125 ８.８ 〃 65

126 ８.24 〃 21

127 ８.29 陸 軍

海兵隊 72

128 11.２ 陸 軍 61

129 12.19 62〃

130 12.21 陸 軍

海兵隊 38

131 Ｈ２年 （17回）

２.22 陸 軍 81



－ －458

実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

132 ３.13 陸 軍 45

133 ３.15 〃 62

134 ３.20 〃 64

135 ５.15 〃 36

136 ５.17 〃 40

137 ６.19 〃 58

138 ７.３ 〃 55

139 ７.17 〃 67

140 ７.24 陸 軍

海兵隊 55

141 ７.26 陸 軍 54

142 ８.14 40〃

143 ８.28 〃 26

144 10.18 〃 57

145 12.６ 〃 42

146 12.13 〃 40

147 12.20 〃 61

148 Ｈ３年 （９回）

１.10 陸 軍 59

７149 ３.７ 〃

150 ５.28 〃 56

151 ６.６ 〃 58

152 ７.８ 〃 62

153 ８.27 〃 104

154 ９.５ 〃 62

155 11.22 〃 56

156 11.26 陸 軍

海兵隊 72

157 Ｈ４年 （９回）

２.25 陸 軍 38

158 ４.14 〃 58

159 ５.20 〃 58

160 ７.１ 〃 34

実施 実 施 実施部隊 降下

回数 年月日 （年別実施回数） 人員

161 ７.21 〃 55

162 ８.５ 〃 119

163 ９.17 〃 16

164 11.16 〃 44

165 12.22 〃 12

166 Ｈ５年 （８回）

２.９ 陸 軍 118

167 ６.３ 〃 46

168 ６.10 〃 47

169 ６.15 〃 55

170 ８.４ 〃 52

171 10.14 〃 89

172 11.９ 陸 軍

海兵隊 64

173 11.30 陸 軍 12

174 Ｈ６年 （５回）

３.18 陸 軍 68

175 ３.29 〃 74

176 ４.19 陸軍等 67

177 ８.16 106〃

178 ９.22 61〃

179 Ｈ７年 （６回）

１.11 陸 軍 124

180 ２.22 〃 60

181 ７.６ 〃 90

182 ７.７ 〃 89

183 12.19 〃 84

184 12.28 〃 148

185 Ｈ８年 （２回）

１.18 陸 軍 43

186 ７.19 〃 64



（８）米軍演習による原野火災等

　　ア　概要

平成14年12月末現在

年 件　数 備　　　　　　考

昭和47年 2 約 1,520,000

昭和48年 3 約 420,000

昭和49年 0 約 0

昭和50年 1 約 486,000

昭和51年 3 約 920,300

昭和52年 3 約 120,000

昭和53年 9 約 3,000

昭和54年 3 約 90,000

昭和55年 5 約 1,211,150

昭和56年 31 約 933,498 浮原島訓練場（1件、490㎡）を含む

昭和57年 33 約 339,843 浮原島訓練場（1件、63,000㎡）を含む

昭和58年 38 約 1,537,324

昭和59年 23 約 139,300

昭和60年 24 約 719,165

昭和61年 7 約 1,037,283

昭和62年 25 約 365,445

昭和63年 25 約 2,171,480

平成元年 14 約 435,509 浮原島訓練場(1件、80,000㎡)を含む

平成２年 12 約 1,032,350

平成３年 15 約 797,920

平成４年 17 約 1,030,525 伊江島補助飛行場（１件、1,633㎡）を含む

平成５年 19 約 2,702,050

平成６年 19 約 3,350,800

平成７年 13 約 805,425

平成８年 15 約 1,293,305

平成９年 18 約 5,408,500

平成10年 12 約 359,801

平成11年 7 約 147,400 浮原島訓練場（1件、25,000㎡）を含む

平成12年 12 約 1,531,772

平成13年 5 約 225,003

平成14年 12 約 1,007,141

合計 425 約 32,141,289

　　 

（注）　那覇防衛施設局の資料による。但し、備考欄に記載されている件数及び面積は、
　　　地位協定第２条４項（ｂ）で提供されている施設・区域並びに山火事以外のものを
　　　列記したものである。

焼失面積（㎡）

－ 459 －



　　イ　施設別発生状況

平成14年12月末現在

施  設  名 件  数

キャンプ・ハンセン 371 約 31,185,112

キャンプ・シュワブ 43 約 771,107

北部訓練場 3 約 13,287

ギンバル訓練場 3 約 1,660

小計 420 約 31,971,166

※伊江島補助飛行場 1 約 1,633

※浮原島訓練場 4 約 168,490

小　　　　　　計 5 170,123

合　　　　　　計 425件 約 32,141,289

　　　

焼失面積（㎡）

（注）　那覇防衛施設局の資料による。但し、施設名欄※の件数及
　　　び面積は、地位協定第２条４項（ｂ）で提供されている施設
　　　・区域並びに山火事以外のものを列記したものである。
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　　　　　　　　平成14年12月末現在

番号 発生年月日 関連施設名 件　数 出火原因

1 昭和47年10月5日 キャンプ・ハンセン 約 1,450,000 不明

2 昭和47年10月27日 キャンプ・ハンセン 約 70,000 不明

約 1,520,000 2

3 昭和48年1月11日 キャンプ・ハンセン 約 270,000 不明

4 昭和48年3月28日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

5 昭和48年8月27日 キャンプ・ハンセン 約 150,000 不明

約 420,000 3

6 昭和50年4月2日 キャンプ・ハンセン 約 486,000 不明

約 486,000 1

7 昭和51年9月23日 キャンプ・ハンセン 約 300 実弾射撃訓練

8 昭和51年10月16日 キャンプ・ハンセン 約 350,000 不明

9 昭和51年11月30日 キャンプ・ハンセン 約 570,000 不明

約 920,300 3

10 昭和52年6月13日 キャンプ・ハンセン 約 120,000 実弾射撃訓練

11 昭和52年7月21日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

12 昭和52年12月19日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

約 120,000 3

13 昭和53年2月2日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 不明

14 昭和53年3月23日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

15 昭和53年3月29日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

16 昭和53年4月3日 キャンプ・ハンセン 不明 廃弾処理

17 昭和53年4月14日 キャンプ・シュワブ 不明 実弾射撃訓練

18 昭和53年6月30日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

19 昭和53年10月3日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

20 昭和53年10月19日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

21 昭和53年11月8日 キャンプ・シュワブ 不明 不明

約 3,000 9

22 昭和54年8月30日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

23 昭和54年11月30日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 不明

24 昭和54年12月1日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

約 90,000 3

25 昭和55年1月10日 キャンプ・ハンセン 約 20 実弾射撃訓練

26 昭和55年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 30 実弾射撃訓練

27 昭和55年3月11日 キャンプ・ハンセン 約 300 実弾射撃訓練

28 昭和55年3月23日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

29 昭和55年10月29日 キャンプ・ハンセン 約 1,208,300 実弾射撃訓練

約 1,211,150 5

30 昭和56年1月9日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 実弾射撃訓練

31 昭和56年1月12日 キャンプ・ハンセン 約 420,000 実弾射撃訓練

32 昭和56年2月10日 キャンプ・ハンセン 約 8,000 実弾射撃訓練

33 昭和56年3月2日 キャンプ・ハンセン 約 375 実弾射撃訓練

34 昭和56年5月8日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

35 昭和56年5月18日 キャンプ・ハンセン 約 4,500 実弾射撃訓練

36 昭和56年5月20日 キャンプ・ハンセン 約 25,000 実弾射撃訓練

ウ　米軍演習による原野火災等一覧表

焼失面積（㎡）
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番号 発生年月日 関連施設名 件　数 出火原因焼失面積（㎡）

37 昭和56年6月1日 キャンプ・ハンセン 約 25 実弾射撃訓練

38 昭和56年6月10日 キャンプ・シュワブ 不明 廃弾処理

39 昭和56年6月25日 キャンプ・ハンセン 約 500 実弾射撃訓練

40 昭和56年6月25日 キャンプ・ハンセン 約 500 実弾射撃訓練

41 昭和56年6月27日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

42 昭和56年7月9日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 野焼残り火

43 昭和56年7月15日 キャンプ・ハンセン 約 8 実弾射撃訓練

44 昭和56年8月7日 キャンプ・ハンセン 約 25,000 不明

45 昭和56年8月10日 浮原島訓練場 約 490 2-4-b施設 発煙手榴弾

46 昭和56年8月14日 キャンプ・シュワブ 約 22,000 実弾射撃訓練

47 昭和56年8月24日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

48 昭和56年9月9日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

49 昭和56年9月15日 キャンプ・シュワブ 約 200 実弾射撃訓練

50 昭和56年10月2日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 実弾射撃訓練

51 昭和56年10月6日 キャンプ・シュワブ 約 1,000 廃弾処理

52 昭和56年10月7日 キャンプ・ハンセン 約 80,000 不明

53 昭和56年10月11日 キャンプ・ハンセン 約 7,000 不明

54 昭和56年10月14日 キャンプ・ハンセン 約 85,000 実弾射撃訓練

55 昭和56年11月20日 キャンプ・シュワブ 約 60,000 実弾射撃訓練

56 昭和56年11月29日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

57 昭和56年12月2日 キャンプ・ハンセン 約 24,000 実弾射撃訓練

58 昭和56年12月16日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

59 昭和56年12月17日 キャンプ・シュワブ 約 3,000 不明

60 昭和56年12月23日 ギンバル訓練場 約 1,500 信号弾使用

約 933,498 31

61 昭和57年1月6日 キャンプ・ハンセン 約 100,000 実弾射撃訓練

62 昭和57年1月18日 キャンプ・シュワブ 約 500 実弾射撃訓練

63 昭和57年2月2日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 実弾射撃訓練

64 昭和57年2月17日 キャンプ・ハンセン 約 160 実弾射撃訓練

65 昭和57年2月19日 キャンプ・シュワブ 約 12,000 実弾射撃訓練

66 昭和57年2月24日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

67 昭和57年2月24日 キャンプ・ハンセン 約 50 実弾射撃訓練

68 昭和57年2月25日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 実弾射撃訓練

69 昭和57年3月2日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

70 昭和57年3月18日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

71 昭和57年4月1日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

72 昭和57年4月13日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 不明

73 昭和57年4月15日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

74 昭和57年4月18日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 不明

75 昭和57年4月18日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

76 昭和57年4月20日 キャンプ・ハンセン 約 50 実弾射撃訓練

77 昭和57年4月27日 キャンプ・ハンセン 約 30 実弾射撃訓練

78 昭和57年5月13日 キャンプ・ハンセン 約 12,000 実弾衝撃訓練

79 昭和57年6月15日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

80 昭和57年6月16日 キャンプ・ハンセン 約 30 実弾射撃訓練

81 昭和57年6月25日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

82 昭和57年6月29日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練
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83 昭和57年7月7日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

84 昭和57年7月15日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 実弾射撃訓練

85 昭和57年7月27日 浮原島訓練場 約 63,000 2-4-b施設 照明弾使用

86 昭和57年8月31日 キャンプ・シュワブ 約 100 実弾射撃訓練

87 昭和57年9月1日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 実弾射撃訓練

88 昭和57年9月10日 キャンプ・ハンセン 約 34,000 実弾射撃訓練

89 昭和57年10月4日 キャンプ・シュワブ 約 2,000 雷管

90 昭和57年10月8日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 実弾射撃訓練

91 昭和57年10月20日 キャンプ・ハンセン 約 12,000 実弾射撃訓練

92 昭和57年11月12日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

93 昭和57年12月2日 キャンプ・ハンセン 約 23 実弾射撃訓練

約 339,843 33

94 昭和58年1月6日 キャンプ・シュワブ 約 75 実弾射撃訓練

95 昭和58年1月19日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

96 昭和58年1月20日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

97 昭和58年1月26日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 実弾射撃訓練

98 昭和58年2月8日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 実弾射撃訓練

99 昭和58年2月18日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

100 昭和58年3月1日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

101 昭和58年3月8日 キャンプ・ハンセン 約 1,600 実弾射撃訓練

102 昭和58年3月25日 キャンプ・ハンセン 約 50 実弾射撃訓練

103 昭和58年3月30日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 実弾射撃訓練

104 昭和58年4月27日 キャンプ・ハンセン 不明 不明

105 昭和58年5月3日 キャンプ・ハンセン 約 5,625 実弾射撃訓練

106 昭和58年5月4日 キャンプ・ハンセン 約 1,875 実弾射撃訓練

107 昭和58年5月11日 キャンプ・ハンセン 約 50 実弾射撃訓練

108 昭和58年5月17日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

109 昭和58年6月2日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

110 昭和58年6月14日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

111 昭和58年6月22日 キャンプ・ハンセン 約 300 実弾射撃訓練

112 昭和58年7月14日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

113 昭和58年7月20日 キャンプ・ハンセン 約 30 実弾射撃訓練

114 昭和58年8月19日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

115 昭和58年8月29日 キャンプ・シュワブ 約 1,000 実弾射撃訓練

116 昭和58年8月30日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

117 昭和58年8月31日 キャンプ・ハンセン 約 7,500 実弾射撃訓練

118 昭和58年9月1日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

119 昭和58年9月6日 キャンプ・ハンセン 不明 実弾射撃訓練

120 昭和58年9月8日 キャンプ・ハンセン 約 6,319 実弾射撃訓練

121 昭和58年9月20日 キャンプ・ハンセン 約 1,600 実弾射撃訓練

122 昭和58年10月4日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

123 昭和58年10月18日 キャンプ・シュワブ 約 2,500 実弾射撃訓練

124 昭和58年11月4日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

125 昭和58年11月5日 キャンプ・ハンセン 約 100,000 不明

126 昭和58年11月8日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 実弾射撃訓練

127 昭和58年11月16日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

128 昭和58年12月6日 キャンプ・ハンセン 約 1,300,000 実弾射撃訓練
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129 昭和58年12月8日 キャンプ・ハンセン 約 500 不明

130 昭和58年12月27日 キャンプ・ハンセン 約 25,000 火の不始末

131 昭和58年12月27日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 不明

約 1,537,324 38

132 昭和59年1月26日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

133 昭和59年2月2日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

134 昭和59年2月13日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

135 昭和59年2月15日 キャンプ・ハンセン 約 4,000 廃弾処理

136 昭和59年2月21日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 実弾射撃訓練

137 昭和59年2月29日 キャンプ・シュワブ 約 4,500 廃弾処理

138 昭和59年3月3日 キャンプ・ハンセン 約 100 廃弾処理

139 昭和59年3月7日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 実弾射撃訓練

140 昭和59年4月3日 キャンプ・ハンセン 約 2,350 実弾射撃訓練

141 昭和59年4月4日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

142 昭和59年4月12日 キャンプ・シュワブ 約 1,250 実弾射撃訓練

143 昭和59年4月20日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 実弾射撃訓練

144 昭和59年4月24日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 実弾射撃訓練

145 昭和59年5月7日 キャンプ・ハンセン 約 46,000 実弾射撃訓練

146 昭和59年5月22日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

147 昭和59年6月13日 キャンプ・シュワブ 約 100 実弾射撃訓練

148 昭和59年6月20日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

149 昭和59年8月9日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

150 昭和59年8月23日 キャンプ・シュワブ 約 900 実弾射撃訓練

151 昭和59年9月25日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 照明弾

152 昭和59年10月22日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

153 昭和59年11月14日 キャンプ・ハンセン 約 25,000 実弾射撃訓練

154 昭和59年12月12日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

約 139,300 23

155 昭和60年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

156 昭和60年1月24日 キャンプ・シュワブ 約 300 実弾射撃訓練

157 昭和60年1月28日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

158 昭和60年1月29日 キャンプ・ハンセン 約 1,200 実弾射撃訓練

159 昭和60年2月3日 キャンプ・ハンセン 約 500 不明

160 昭和60年2月21日 キャンプ・ハンセン 約 15 実弾射撃訓練

161 昭和60年2月25日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

162 昭和60年2月27日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

163 昭和60年3月7日 キャンプ・ハンセン 約 500 不明

164 昭和60年4月9日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

165 昭和60年4月25日 キャンプ・ハンセン 約 250,000 実弾射撃訓練

166 昭和60年5月7日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 不明

167 昭和60年8月1日 キャンプ・ハンセン 約 9,900 実弾射撃訓練

168 昭和60年8月1日 キャンプ・ハンセン 約 187,550 実弾射撃訓練

169 昭和60年8月20日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

170 昭和60年8月29日 キャンプ・シュワブ 約 10,000 廃弾処理

171 昭和60年8月31日 キャンプ・ハンセン 約 12,000 不明

172 昭和60年9月12日 キャンプ・ハンセン 約 1,250 不明

173 昭和60年9月14日 キャンプ・ハンセン 約 80,000 実弾射撃訓練
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174 昭和60年9月18日 キャンプ・ハンセン 約 1,250 実弾射撃訓練

175 昭和60年10月11日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 不明

176 昭和60年11月27日 キャンプ・ハンセン 約 900 実弾射撃訓練

177 昭和60年12月10日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

178 昭和60年12月18日 キャンプ・ハンセン 約 7,500 実弾射撃訓練

約 719,165 24

179 昭和61年1月24日 キャンプ・ハンセン 約 1,000,000 実弾射撃訓練

180 昭和61年2月14日 キャンプ・ハンセン 約 600 廃弾処理

181 昭和61年5月23日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

182 昭和61年6月4日 キャンプ・ハンセン 約 960 実弾射撃訓練

183 昭和61年6月4日 ギンバル訓練場 約 80 照明弾使用

184 昭和61年10月7日 キャンプ・シュワブ 約 250 実弾射撃訓練

185 昭和61年10月8日 キャンプ・シュワブ 約 20,393 実弾射撃訓練

約 1,037,283 7

186 昭和62年1月7日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

187 昭和62年1月13日 キャンプ・ハンセン 約 7,500 実弾射撃訓練

188 昭和62年1月13日 キャンプ・ハンセン 約 1,900 実弾射撃訓練

189 昭和62年1月14日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

190 昭和62年1月15日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

191 昭和62年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

192 昭和62年1月20日 キャンプ・ハンセン 約 45,000 実弾射撃訓練

193 昭和62年1月28日 キャンプ・ハンセン 約 20 実弾射撃訓練

194 昭和62年3月13日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

195 昭和62年4月15日 キャンプ・ハンセン 約 500 実弾射撃訓練

196 昭和62年4月23日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

197 昭和62年4月27日 キャンプ・ハンセン 約 150,000 実弾射撃訓練

198 昭和62年4月28日 キャンプ・ハンセン 約 200 廃弾処理

199 昭和62年5月12日 キャンプ・ハンセン 約 5,625 不明

200 昭和62年5月21日 キャンプ・ハンセン 約 500 実弾射撃訓練

201 昭和62年6月30日 キャンプ・ハンセン 約 250 実弾射撃訓練

202 昭和62年7月23日 キャンプ・ハンセン 約 11,000 実弾射撃訓練

203 昭和62年7月31日 キャンプ・ハンセン 約 450 実弾射撃訓練

204 昭和62年9月28日 キャンプ・ハンセン 約 19,500 実弾射撃訓練

205 昭和62年10月21日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

206 昭和62年10月26日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 廃弾処理

207 昭和62年11月24日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

208 昭和62年12月4日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

209 昭和62年12月9日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

210 昭和62年12月23日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 実弾射撃訓練

約 365,445 25

211 昭和63年3月9日 キャンプ・ハンセン 約 5,600 実弾射撃訓練

212 昭和63年3月10日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

213 昭和63年5月19日 キャンプ・ハンセン 約 30 実弾射撃訓練

214 昭和63年6月6日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 実弾射撃訓練

215 昭和63年6月9日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

216 昭和63年6月9日 キャンプ・シュワブ 約 2,500 実弾射撃訓練

217 昭和63年6月29日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練
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218 昭和63年7月14日 キャンプ・ハンセン 約 12,500 実弾射撃訓練

219 昭和63年7月19日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

220 昭和63年7月21日 キャンプ・ハンセン 約 50 実弾射撃訓練

221 昭和63年8月3日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

222 昭和63年8月26日 キャンプ・ハンセン 約 1,650 不明

223 昭和63年9月6日 キャンプ・ハンセン 約 3,600 実弾射撃訓練

224 昭和63年9月26日 キャンプ・ハンセン 約 1,800 実弾射撃訓練

225 昭和63年10月10日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

226 昭和63年10月11日 キャンプ・ハンセン 約 4,800 実弾射撃訓練

227 昭和63年10月12日 キャンプ・ハンセン 約 11,000 実弾射撃訓練

228 昭和63年10月14日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

229 昭和63年10月29日 キャンプ・ハンセン 約 2,000,000 不明

230 昭和63年11月28日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

231 昭和63年12月8日 キャンプ・ハンセン 約 6,000 不明

232 昭和63年12月9日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

233 昭和63年12月28日 キャンプ・ハンセン 約 24,000 実弾射撃訓練

234 昭和63年12月29日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

235 昭和63年12月29日 キャンプ・ハンセン 約 4,200 実弾射撃訓練

約 2,171,480 25

236 平成1年1月24日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

237 平成1年2月15日 キャンプ・ハンセン 約 1,250 不明

238 平成1年2月21日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 不明

239 平成1年6月30日 キャンプ・ハンセン 約 11,434 実弾射撃訓練

240 平成1年8月24日 キャンプ・ハンセン 約 225 実弾射撃訓練

241 平成1年9月7日 浮原島訓練場 約 80,000 2-4-b施設 照明弾使用

242 平成1年9月15日 キャンプ・ハンセン 約 3,800 実弾射撃訓練

243 平成1年9月21日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

244 平成1年9月22日 キャンプ・ハンセン 約 8,000 実弾射撃訓練

245 平成1年10月6日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

246 平成1年11月15日 キャンプ・ハンセン 約 5,600 実弾射撃訓練

247 平成1年11月15日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

248 平成1年11月20日 キャンプ・ハンセン 約 175,000 実弾射撃訓練

249 平成1年11月29日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

約 435,509 14

250 平成2年1月3日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

251 平成2年1月3日 キャンプ・ハンセン 約 225 実弾射撃訓練

252 平成2年3月7日 キャンプ・ハンセン 約 22,500 実弾射撃訓練

253 平成2年3月14日 キャンプ・ハンセン 約 480,000 実弾射撃訓練

254 平成2年4月18日 キャンプ・ハンセン 約 500 実弾射撃訓練

255 平成2年6月15日 キャンプ・ハンセン 約 62,500 実弾射撃訓練

256 平成2年6月19日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

257 平成2年9月11日 キャンプ・ハンセン 約 50,000 実弾射撃訓練

258 平成2年9月20日 キャンプ・ハンセン 約 150,000 実弾射撃訓練

259 平成2年11月30日 キャンプ・ハンセン 約 80,000 実弾射撃訓練

260 平成2年12月3日 キャンプ・ハンセン 約 5,125 実弾射撃訓練

261 平成2年12月20日 キャンプ・ハンセン 約 150,000 実弾射撃訓練

約 1,032,350 12
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262 平成3年1月10日 キャンプ・ハンセン 約 12,000 実弾射撃訓練

263 平成3年1月14日 キャンプ・ハンセン 約 560,000 実弾射撃訓練

264 平成3年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

265 平成3年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

266 平成3年2月27日 キャンプ・ハンセン 約 40,000 実弾射撃訓練

267 平成3年4月3日 キャンプ・シュワブ 約 3,750 実弾射撃訓練

268 平成3年4月22日 キャンプ・ハンセン 約 875 実弾射撃訓練

269 平成3年6月3日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

270 平成3年7月12日 キャンプ・ハンセン 約 22,500 落雷

271 平成3年8月14日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

272 平成3年9月3日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

273 平成3年10月10日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

274 平成3年10月21日 キャンプ・ハンセン 約 1,420 不明

275 平成3年10月22日 キャンプ・ハンセン 約 9,250 実弾射撃訓練

276 平成3年11月18日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 実弾射撃訓練

約 797,920 15

277 平成4年1月13日 キャンプ・ハンセン 約 140,000 実弾射撃訓練

278 平成4年1月16日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

279 平成4年1月29日 キャンプ・ハンセン 約 160,000 実弾射撃訓練

280 平成4年4月6日 キャンプ・ハンセン 約 40,000 実弾射撃訓練

281 平成4年4月23日 キャンプ・シュワブ 約 7,500 実弾射撃訓練

282 平成4年5月20日 キャンプ・ハンセン 約 40,000 実弾射撃訓練

283 平成4年7月8日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 実弾射撃訓練

284 平成4年7月28日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 実弾射撃訓練

285 平成4年8月4日 キャンプ・ハンセン 約 15,400 実弾射撃訓練

286 平成4年9月16日 ギンバル訓練場 約 80 照明弾使用

287 平成4年9月28日 キャンプ・ハンセン 約 300,000 実弾射撃訓練

288 平成4年9月28日 キャンプ・ハンセン 約 12,500 実弾射撃訓練

289 平成4年9月30日 伊江島補助飛行場 約 1,633 黙認耕作地 信号弾使用

290 平成4年10月13日 キャンプ・ハンセン 約 150,000 実弾射撃訓練

291 平成4年10月24日 キャンプ・ハンセン 約 5,625 実弾射撃訓練

292 平成4年10月26日 北部訓練場 約 1,132 信号弾使用

293 平成4年10月28日 北部訓練場 約 1,655 不明

約 1,030,525 17

294 平成5年1月9日 キャンプ・ハンセン 約 250,000 廃弾処理

295 平成5年1月26日 キャンプ・ハンセン 約 500,000 実弾射撃訓練

296 平成5年2月15日 キャンプ・ハンセン 約 480,000 実弾射撃訓練

297 平成5年3月2日 キャンプ・ハンセン 約 60,000 実弾射撃訓練

298 平成5年3月5日 キャンプ・ハンセン 約 240,000 実弾射撃訓練

299 平成5年4月14日 キャンプ・ハンセン 約 240,000 実弾射撃訓練

300 平成5年4月22日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 不明

301 平成5年5月10日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

302 平成5年6月3日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

303 平成5年6月14日 キャンプ・ハンセン 約 5,000 不明

304 平成5年6月30日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

305 平成5年8月11日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

306 平成5年8月24日 キャンプ・ハンセン 約 1,750 実弾射撃訓練
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307 平成5年8月29日 キャンプ・ハンセン 約 720,000 不明

308 平成5年9月9日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

309 平成5年9月10日 キャンプ・シュワブ 約 90,000 実弾射撃訓練

310 平成5年9月13日 キャンプ・シュワブ 約 100 実弾射撃訓練

311 平成5年10月20日 キャンプ・ハンセン 約 45,000 実弾射撃訓練

312 平成5年12月3日 キャンプ・ハンセン 約 9,375 実弾射撃訓練

約 2,702,050 19

313 平成6年1月11日 キャンプ・ハンセン 約 5,625 実弾射撃訓練

314 平成6年2月25日 キャンプ・ハンセン 約 37,500 実弾射撃訓練

315 平成6年3月22日 キャンプ・ハンセン 約 1,625 実弾射撃訓練

316 平成6年3月24日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

317 平成6年5月12日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

318 平成6年5月23日 キャンプ・ハンセン 約 9,800 実弾射撃訓練

319 平成6年6月3日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

320 平成6年6月8日 キャンプ・ハンセン 約 32,500 実弾射撃訓練

321 平成6年6月18日 キャンプ・ハンセン 約 400,000 実弾射撃訓練

322 平成6年8月2日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

323 平成6年8月30日 キャンプ・ハンセン 約 800,000 実弾射撃訓練

324 平成6年9月13日 キャンプ・シュワブ 約 12,000 実弾射撃訓練

325 平成6年9月16日 キャンプ・ハンセン 約 7,500 実弾射撃訓練

326 平成6年9月19日 キャンプ・シュワブ 約 40,000 実弾射撃訓練

327 平成6年10月4日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

328 平成6年11月2日 キャンプ・ハンセン 約 960,000 実弾射撃訓練

329 平成6年11月3日 キャンプ・シュワブ 約 40,000 実弾射撃訓練

330 平成6年11月4日 キャンプ・ハンセン 約 960,000 実弾射撃訓練

331 平成6年11月21日 キャンプ・シュワブ 約 5,250 実弾射撃訓練

約 3,350,800 19

332 平成7年2月1日 キャンプ・ハンセン 約 3,500 実弾射撃訓練

333 平成7年2月28日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 実弾射撃訓練

334 平成7年4月3日 キャンプ・ハンセン 約 1,250 実弾射撃訓練

335 平成7年4月4日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

336 平成7年4月12日 キャンプ・ハンセン 約 300,000 実弾射撃訓練

337 平成7年5月16日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

338 平成7年8月15日 キャンプ・ハンセン 約 250,000 不発弾処理

339 平成7年9月12日 キャンプ・ハンセン 約 25,000 実弾射撃訓練

340 平成7年9月19日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

341 平成7年9月19日 キャンプ・シュワブ 約 10,000 実弾射撃訓練

342 平成7年11月1日 キャンプ・ハンセン 約 2,500 実弾射撃訓練

343 平成7年12月4日 キャンプ・シュワブ 約 90,000 実弾射撃訓練

344 平成7年12月6日 キャンプ・シュワブ 約 50 実弾射撃訓練

約 805,425 13

345 平成8年2月22日 キャンプ・ハンセン 約 100 実弾射撃訓練

346 平成8年3月4日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

347 平成8年3月6日 北部訓練場 約 10,500 信号弾使用

348 平成8年3月12日 キャンプ・ハンセン 約 8,000 実弾射撃訓練

349 平成8年3月14日 キャンプ・シュワブ 約 225 実弾射撃訓練

350 平成8年3月26日 キャンプ・ハンセン 約 1,500 実弾射撃訓練

－ 468 －



番号 発生年月日 関連施設名 件　数 出火原因焼失面積（㎡）

351 平成8年3月26日 キャンプ・ハンセン 約 56,000 実弾射撃訓練

352 平成8年4月12日 キャンプ・ハンセン 約 1,250 実弾射撃訓練

353 平成8年7月11日 キャンプ・ハンセン 約 1,000,000 実弾射撃訓練

354 平成8年7月12日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 前日の再出火

355 平成8年8月30日 キャンプ・シュワブ 約 80 爆破訓練

356 平成8年9月3日 キャンプ・ハンセン 約 250 実弾射撃訓練

357 平成8年12月10日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

358 平成8年12月11日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

359 平成8年12月27日 キャンプ・ハンセン 約 160,000 不発弾処理

約 1,293,305 15

360 平成9年3月13日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 不明

361 平成9年4月12日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

362 平成9年5月12日 キャンプ・ハンセン 約 40,000 実弾射撃訓練

363 平成9年5月30日 キャンプ・ハンセン 約 1,200 実弾射撃訓練

364 平成9年5月31日 キャンプ・ハンセン 約 160,000 廃弾処理

365 平成9年6月10日 キャンプ・ハンセン 約 500,000 実弾射撃訓練

366 平成9年6月23日 キャンプ・ハンセン 約 480,000 実弾射撃訓練

367 平成9年7月3日 キャンプ・ハンセン 約 270,000 実弾射撃訓練

368 平成9年8月11日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

369 平成9年9月3日 キャンプ・ハンセン 約 90,000 不明

370 平成9年9月10日 キャンプ・ハンセン 約 1,600 実弾射撃訓練

371 平成9年9月18日 キャンプ・ハンセン 約 2,975,000 実弾射撃訓練

372 平成9年9月30日 キャンプ・ハンセン 約 50,000 実弾射撃訓練

373 平成9年11月13日 キャンプ・ハンセン 約 10,000 実弾射撃訓練

374 平成9年12月3日 キャンプ・ハンセン 約 562,500 実弾射撃訓練

375 平成9年12月5日 キャンプ・ハンセン 約 140,000 実弾射撃訓練

376 平成9年12月9日 キャンプ・ハンセン 約 3,000 実弾射撃訓練

377 平成9年12月19日 キャンプ・シュワブ 約 5,000 実弾射撃訓練

約 5,408,500 18

378 平成10年2月12日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

379 平成10年3月2日 キャンプ・ハンセン 約 70,000 実弾射撃訓練

380 平成10年3月25日 キャンプ・ハンセン 約 52,500 実弾射撃訓練

381 平成10年3月30日 キャンプ・ハンセン 約 35,000 実弾射撃訓練

382 平成10年3月31日 キャンプ・ハンセン 約 1 実弾射撃訓練

383 平成10年4月15日 キャンプ・ハンセン 約 45,000 実弾射撃訓練

384 平成10年4月29日 キャンプ・ハンセン 約 900 実弾射撃訓練

385 平成10年8月4日 キャンプ・ハンセン 約 87,500 実弾射撃訓練

386 平成10年9月16日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

387 平成10年9月18日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

388 平成10年11月12日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 爆破訓練

389 平成10年12月4日 キャンプ・ハンセン 約 6,500 実弾射撃訓練

約 359,801 12

390 平成11年1月6日 キャンプ・ハンセン 約 75,000 実弾射撃訓練

391 平成11年1月8日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 実弾射撃訓練

392 平成11年1月26日 浮原島訓練場 約 25,000 2-4-b施設 信号弾使用

393 平成11年3月8日 キャンプ・シュワブ 約 900 爆破訓練

394 平成11年4月21日 キャンプ・ハンセン 約 1,000 実弾射撃訓練
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番号 発生年月日 関連施設名 件　数 出火原因焼失面積（㎡）

395 平成11年5月7日 キャンプ・ハンセン 約 4,500 実弾射撃訓練

396 平成11年9月8日 キャンプ・ハンセン 約 40,000 実弾射撃訓練

約 147,400 7

397 平成12年1月28日 キャンプ・ハンセン 約 2,000 実弾射撃訓練

398 平成12年2月2日 キャンプ・ハンセン 約 350,000 実弾射撃訓練

399 平成12年3月7日 キャンプ・ハンセン 約 400 実弾射撃訓練

400 平成12年3月22日 キャンプ・ハンセン 約 200 実弾射撃訓練

401 平成12年3月30日 キャンプ・ハンセン 約 1,050,000 実弾射撃訓練

402 平成12年4月18日 キャンプ・シュワブ 約 5,000 実弾射撃訓練

403 平成12年5月8日 キャンプ・ハンセン 約 940 爆破訓練

404 平成12年6月21日 キャンプ・ハンセン 約 625 実弾射撃訓練

405 平成12年6月23日 キャンプ・ハンセン 約 15,000 実弾射撃訓練

406 平成12年9月21日 キャンプ・ハンセン 約 149 実弾射撃訓練

407 平成12年11月16日 キャンプ・ハンセン 約 7,500 実弾射撃訓練

408 平成12年12月29日 キャンプ・ハンセン 約 99,958 実弾射撃訓練

約 1,531,772 12

409 平成13年8月2日 キャンプ・ハンセン 約 61,229 実弾射撃訓練

410 平成13年8月2日 キャンプ・ハンセン 約 2,144 実弾射撃訓練

411 平成13年8月23日 キャンプ・シュワブ 約 17,684 実弾射撃訓練

412 平成13年9月19日 キャンプ・ハンセン 約 33,710 実弾射撃訓練

413 平成13年10月10日 キャンプ・ハンセン 約 110,236 実弾射撃訓練

約 225,003 5

414 平成14年1月25日 キャンプ・ハンセン 約 16 爆破訓練

415 平成14年2月5日 キャンプ・シュワブ 約 14,000 実弾射撃訓練

416 平成14年2月13日 キャンプ・ハンセン 約 46,875 実弾射撃訓練

417 平成14年2月20日 キャンプ・シュワブ 約 285,000 実弾射撃訓練

418 平成14年2月21日 キャンプ・ハンセン 約 18,750 爆破訓練

419 平成14年2月27日 キャンプ・ハンセン 約 130,000 実弾射撃訓練

420 平成14年8月9日 キャンプ・ハンセン 約 120,000 実弾射撃訓練

421 平成14年8月28日 キャンプ・ハンセン 約 62,500 実弾射撃訓練

422 平成14年9月27日 キャンプ・ハンセン 約 200,000 実弾射撃訓練

423 平成14年10月17日 キャンプ・ハンセン 約 30,000 実弾射撃訓練

424 平成14年11月4日 キャンプ・ハンセン 約 20,000 実弾射撃訓練

425 平成14年11月12日 キャンプ・ハンセン 約 80,000 実弾射撃訓練

約 1,007,141 12

合計 約 32,141,289 425
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ア　件数 （単位：件、％）

区分 米　軍　構　成　員　等　事　件　（ 件　　数 ） 全刑法犯 米軍構成員

　　　凶　　悪　　犯 　　粗　　暴　　犯

年次 殺人 強盗 放火 強姦 凶器準備 暴行 傷害 脅迫 恐喝 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計 （件数） 等事件比

47 24 3 13 1 7 77 28 45 3 1 51 16 1 50 219 4,656 4.7

48 37 21 2 14 93 32 48 9 4 122 14 3 41 310 4,469 6.9

49 51 1 39 11 82 25 53 1 3 151 7 1 26 318 4,874 6.5

50 31 26 5 52 27 20 3 2 110 7 1 22 223 6,394 3.5

51 49 2 38 9 75 24 49 2 97 5 1 35 262 8,644 3.0

52 69 5 55 2 7 76 21 53 2 121 13 1 62 342 10,605 3.2

53 30 17 8 5 70 19 49 2 130 5 2 51 288 10,115 2.8

54 43 30 8 5 46 13 32 1 113 5 5 62 274 10,668 2.6

55 35 2 25 8 44 9 33 2 168 21 1 52 321 11,354 2.8

56 27 2 20 5 38 7 30 1 130 20 1 37 253 11,578 2.2

57 19 2 14 3 53 8 45 94 9 3 40 218 12,794 1.7

58 15 14 1 38 14 20 2 2 114 8 36 211 13,471 1.6

59 10 1 4 1 4 26 9 17 75 4 3 24 142 15,139 0.9

60 13 1 7 5 32 10 22 91 3 2 19 160 16,392 1.0

61 8 6 1 1 15 3 12 116 3 13 155 13,916 1.1

62 5 2 3 18 4 14 69 3 3 25 123 12,704 1.0

63 6 4 2 20 6 14 133 3 2 13 177 12,705 1.4

元 7 4 3 21 2 17 2 110 2 20 160 10,671 1.5

2 6 3 3 11 4 7 60 2 19 98 8,185 1.2

3 10 1 8 1 5 2 3 79 2 20 116 8,090 1.4

4 3 2 1 2 2 35 1 2 8 51 7,923 0.6

5 6 1 2 3 3 3 141 1 1 11 163 8,987 1.8

6 5 2 3 11 1 10 101 2 11 130 10,691 1.2

7 2 1 1 6 1 5 44 1 3 14 70 12,886 0.5

8 3 1 1 1 6 1 5 24 2 4 39 11,078 0.4

9 3 2 1 8 3 5 27 2 4 44 10,310 0.4

10 3 3 8 2 6 17 2 2 6 38 7,300 0.5

11 3 1 2 7 1 6 22 2 1 13 48 7,989 0.6

12 4 1 1 2 6 4 2 26 3 14 53 6,226 0.9

13 4 1 2 1 6 1 5 37 5 2 16 70 5,268 1.3

14 2 1 1 11 3 8 41 4 2 21 81 4,694 1.7

計 533 24 366 25 118 966 0 284 640 26 16 2,649 166 54 789 5,157 300,776 1.7

(９)　米軍構成員等による犯罪検挙状況
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イ　人数 （単位：人、％）

区分 米　軍　構　成　員　等　事　件　（ 人　　数 ） 全刑法犯 米軍構成員

　　　凶　　悪　　犯 　　粗　　暴　　犯

年次 殺人 強盗 放火 強姦 凶器準備 暴行 傷害 脅迫 恐喝 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計 （人数） 等事件比

47 35 3 23 1 8 92 33 53 4 2 59 17 1 46 250 3,859 6.5

48 53 2 33 1 17 98 31 56 8 3 104 21 2 40 318 3,425 9.3

49 69 3 52 14 92 28 59 1 4 110 9 1 27 308 3,737 8.2

50 55 49 6 54 27 24 2 1 111 7 1 23 251 3,725 6.7

51 56 2 45 9 92 26 64 2 97 8 1 41 295 3,810 7.7

52 69 5 55 3 6 115 34 79 2 125 15 1 71 396 3,831 10.3

53 29 21 2 6 82 17 63 2 96 7 11 39 264 3,303 8.0

54 44 35 3 6 51 12 37 2 77 5 7 65 249 3,216 7.7

55 43 2 32 9 53 12 39 2 120 14 1 49 280 3,854 7.3

56 36 2 29 5 62 17 43 2 117 17 43 275 3,968 6.9

57 24 2 18 4 78 9 69 108 11 4 45 270 4,200 6.4

58 20 19 1 38 12 22 3 1 115 11 36 220 4,112 5.4

59 10 2 5 3 25 8 17 76 2 3 26 142 4,312 3.3

60 18 1 11 6 34 12 22 81 4 2 18 157 4,170 3.8

61 12 10 1 1 23 3 20 82 3 12 132 3,445 3.8

62 8 4 4 18 4 14 50 2 3 21 102 2,751 3.7

63 7 5 2 30 6 24 80 3 2 13 135 3,069 4.4

元 9 5 4 28 1 25 2 80 2 17 136 2,864 4.7

2 8 5 3 13 4 9 39 1 13 74 2,472 3.0

3 11 2 8 1 6 2 4 71 1 15 104 2,360 4.4

4 8 7 1 2 2 55 1 3 7 76 2,064 3.7

5 9 1 4 4 2 2 35 1 1 4 52 2,007 2.6

6 10 7 3 11 11 35 2 9 67 2,145 3.1

7 5 2 3 8 1 7 31 3 4 11 62 1,944 3.2

8 4 1 2 1 7 1 6 14 2 6 33 1,869 1.8

9 4 3 1 10 5 5 25 2 5 46 1,926 2.4

10 6 6 8 2 6 21 3 2 6 46 2,328 2.0

11 4 2 2 7 1 6 31 4 1 12 59 2,472 2.4

12 4 1 1 2 7 4 2 1 38 2 16 67 2,605 2.6

13 4 2 1 1 7 1 6 41 3 2 15 72 3,344 2.2

14 4 3 1 10 3 7 45 7 2 32 100 3,834 2.6

計 678 31 501 12 134 1,163 0 316 803 26 18 2,169 181 64 783 5,038 97,021 5.2

１ 沖縄県警察本部の資料（各年次とも12月現在）
２ 交通業務を除く
３ 米軍構成員とは、米軍人、軍族、家族である
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発生年月日 事件・事故の内容

1 昭和47年8月2日
宜野湾市大謝名で、米陸軍兵が日本人女性（37才）を殺
害

2 昭和47年9月20日
キャンプ・ハンセン基地内で、米兵が基地従業員をライ
フルで射殺

3 昭和47年12月1日
沖縄市胡屋で、キャンプ瑞慶覧所属米海兵隊員が、日本
人女性を殺害

4 昭和49年10月23日
名護市辺野古で、キャンプ・シュワブ所属米海兵隊員
が、日本人女性経営者を強盗、殺害

5 昭和57年3月8日
金武町金武区の墓地で、米海兵隊員が日本人男性をブ
ロックで殴打し、死亡させた

6 昭和57年7月31日
名護市名護で、キャンプ・シュワブ所属米海兵隊員が、
日本人女性を暴行、殺害

7 昭和58年2月23日
キャンプ・ハンセン内で、米海兵隊員がタクシー運転手
を殺害

8 昭和60年1月16日
金武町金武の自宅で、キャンプ・ハンセン所属の海兵隊
員が日本人男性を刺殺

9 平成3年6月14日
沖縄市嘉間良の公園内で、キャンプ瑞慶覧所属米海兵隊
員２人が日本人男性を殺害

10 平成3年6月20日
沖縄市中央で、普天間基地所属の米海兵隊員がインド人
男性を殺害

11 平成5年4月12日
金武町金武の繁華街で、キャンプ・ハンセン所属の米海
兵隊員が日本人男性を殺害

12 平成7年5月10日 宜野湾市で米海兵隊員が日本人女性を殺害

(10)　米兵による民間人殺人事件（復帰後）
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